
午前十 時 零 分 開 会

ｏ議長 （首藤 正君 ） た だいま から、 継続市 議会定 例会を 開会い たしま す。

日程 に先立 ち、市 長より 、昨日 の一般 質問で 十九番 三ヶ尻 正友君 の質問 に対す る答

弁の中 で、そ の発言 の一部 を取り 消した い旨の 申し出 があり ますの で、発 言を許 可し

ます。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 昨 日の十 九番三 ヶ尻正 友議員 の一般 質問に 対する 私の答 弁の

中で、 競輪従 事員に 関する 部分及 び議員 さん方 の御希 望に関 する部 分につ いて、 不適

切な発 言があ りまし たので 、取り 消しを いたし ます。 （発言 する者 あり）

ｏ議長 （首藤 正君 ） 本 日の議 事は、 お手元 に配付 いたし ており ます議 事日程 第五

号によ り行い ます。

日程 第一に より、 昨日に 引き続 き一般 質問を 行いま す。

ｏ三十 二番（ 朝倉 斉君） 通告 をして ありま す事項 につい て、一 般質問 をさせ てい

ただき ます。

まず 扇山ゴ ルフ場 、これ は正式 な名称 は「別 府国際 ゴルフ 倶楽部 ・株式 会社扇 山ゴ

ルフ場 」とい うこと です。 しかし 、発言 中は「 扇山ゴ ルフ場 」とい うこと で発言 を…

…（発 言する 者あり ）はい 。これ はそう いうこ とでお 願いを させて いただ きたい 、こ

のよう に思い ます。

まず 、この 扇山の ゴルフ 場が誕 生した という ところ から入 ってい きたい と思い ます。

前半は 柔らか くやら せてい ただき まして 、後半 ピッチ を上げ たい、 このよ うに思 って

おりま すので 、よろ しくお 願いい たしま す。

この ゴルフ 場が誕 生した のは、 昭和三 十九年 七月と いうこ とで、 最初の 一年間 はア

ウトだ けをオ ープン しまし て、一 年後に インを 入れて 十八ホ ールで 昭和四 十年か らは

そうい うこと で出発 をいた してお ります 。昭和 五十一 年まで は、こ れはク ラブ運 営と

いいま すか、 株式会 社では なくて クラブ 運営と いうこ とで発 足をい たして おりま すが、

整備を いたし まして 、昭和 五十二 年から は株式 会社扇 山ゴル フ場と いうこ とで営 業を

いたし ており ます。

実は 私もこ のゴル フ場に は、昭 和四十 一年に メンバ ーにな らせて いただ いてお りま

す。か れこれ 三十七 年、メ ンバー として 現在に 至って おるわ けでご ざいま す。こ のゴ

ルフ場 が、今 日まで にいろ んな経 過をた どって おりま すが、 今から 思い出 します と、

オープ ンのと きには 、村上 春蔵先 生がお 見えに なって 始球式 をした 記憶が ありま す。

春蔵先 生は、 いうな らば土 建屋さ んのあ れです から、 特に言 います と大き なハン マー

とかそ ういう ものを 振り回 す、こ ういう ことに は大変 何かた けてお ること で、「 何を

こんな ゴルフ ごとき で、何 てこと はない ぞ。お れは大 きな石 を割っ ておっ たのだ 。あ

れを打 つこと から考 えれば 、この ボール ぐらい のこと は大し たこと ない」 と、よ うや

－１－



くクラ ブを持 ってテ ィーグ ラウン ドに立 ち、テ ィーア ップを し、ボ ール目 がけて スイ

ングを したと ころ、 空振り です。 三回打 って三 回とも 空振り で、「 これは 難しい な」

と言っ て早々 と引き 下がっ たと、 こうい うユー モラス なこと もござ いまし た。

最初 の経営 の方は 順調に 事は運 んでお りまし たが、 実はこ の経営 の中で もここ 十年

間、大 変この 経営状 態が悪 くなっ たとい うこと ですね 。その 間に増 強をし ている ので

すよ、 脇屋さ んが天 間の方 にゴル フ場を 移した らどう かと。 横断道 路も用 地を削 って

おりま すし、 天間で 本格的 なゴル フ場を つくっ たらど うかと いうこ とで、 昭和六 十一

年、新 たに増 床しま して移 る準備 をいた しまし たが、 ちょう ど次の 選挙に 当選を する

ことが できず 断念を したと いう経 緯もご ざいま す。

中村 さんに 入りま して、 少しゴ ルフ場 も改造 したら どうか という ことで 、新た に会

員権を 募集し てそう いう資 金づく りをし ようと いうこ とにな りまし たが、 中村さ んも

それを 果たす ことが できず 、現在 の井上 市長に 交代し た、こ ういう ことで す。

この 井上市 長が当 選をし まして 、会員 権のま た新た に募集 にかか ったわ けです が、

その会 員権が 今まで と違っ た趣旨 で集め ておる わけで すね。 一口四 百万円 、これ は大

変高額 な会員 権です が、こ れは予 定は、 ここに 書いて ありま すよう に、正 会員権 七百

三十五 名、法 人会員 権三百 名、こ れを目 途に会 員権を 発売し たので すが、 何せ不 況の

あおり で当初 の会員 権の募 集がか なわな かった 。そう いうい きさつ の中で 始まっ たわ

けです から、 無理か ら無理 、そう いうこ とも当 然生じ てくる わけで すが、 この会 員権

が、普 通の名 目が最 初の会 員権と 違いま して、 こうい う…… 、今ま で会員 権の中 でい

ろんな 会員権 を売っ ている のです よ。個 人会員 権、法 人会員 権、週 日会員 権、助 参会

員権、 これが 過去売 った会 員権の 種類で す。

これ から新 たに今 度会員 権を発 売した のが預 託金制 会員、 これを 発売い たしま した。

個人で 百八十 六人。 だから 当初の 個人の 七百何 ぼから 見れば 、相当 な開き がある わけ

です。 法人百 三名。 これを 合わせ ますと 十一億 五千六 百万、 これだ けの金 が集ま った

わけで す。こ の金を 基軸と しまし て、ク ラブハ ウス、 コース 、そう いうも のを改 築・

増設を しよう という ことの 計画で ありま したが 、市長 のこう いう写 真が入 ったパ ンフ

レット 、なか なか立 派なパ ンフレ ットで 、コー ス改修 工事で 、それ からま たクラ ブハ

ウスで 、また 露天ぶ ろ等で ゴルフ 場の質 を上げ たい、 こうい う触れ 込みで すね。 そし

てコー スの改 造は、 今ある コース とは相 当違っ たコー スがこ こに描 かれて おりま す。

こうい うコー スにな ります よとい ってつ くった パンフ レット 。しか し、現 在は全 くこ

れとは 違った ものが できて おりま す。露 天ぶろ も立派 な写真 、絵が ありま すけれ ども、

これは 余り、 余りと いいま すか、 女性の 方は「 開かず の扉」 といっ て有名 です。 全く

入って ない。 今はど のよう になっ たかと 見る方 もいな いと思 います 。恐ら く葉っ ぱや

ごみや 土砂で そうい う体は してな いので はなか ろうか な、こ のよう に思い ます。 しか
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し、こ れもそ れも当 初の計 画どお りに会 員権が 発売で きなか ったと いうこ とも大 きな

問題で す。

ちな みに、 私は過 去十年 間の決 算書を ここに 持って おりま すが、 この決 算書の 中に

もいろ んな我 々には わから んよう なのが たくさ んある わけで す。過 去十年 間、第 十六

期事業 報告書 。ここ までは 利益が 出てい るので す。四 千八百 四十万 一千二 百八十 二円、

これは 当初利 益と出 ていま す。し かし、 もう次 の年か らは欠 損です ね。三 千二百 八十

八万七 千八百 五十六 円、当 期欠損 を生じ ました 。二十 一期、 ここで は五百 七十七 万六

千二百 五十四 円、こ れが当 期利益 が出て いるの です。 二十期 は、こ こでク ラブハ ウス

が完成 をした ような ことに なるわ けです けれど も、こ の過去 十年間 の中で 利益が 出た

のは二 回、あ とはみ んな欠 損して いるの です。 そうし て、現 在どう なって いるか とい

います と、八 千四百 九十七 万六千 百八円 、これ が累計 の赤字 です。

そし て、こ れはも う全く 我々が 見てわ からな いのは 、建設 協力金 なんと いうの は、

これは もう何 十年も このま まです 。二億 六千六 百八十 六万三 千七百 二十円 、もう 何十

年もこ のまま 推移を してお ります ね。建 設仮勘 定一億 四百五 万五千 円、こ れもず うっ

とこの ままで す。こ の建設 仮勘定 なんと いうの は、大 体物が できれ ば自然 になく なる、

完成す ればな くなる という 項目の ようで すけれ ども、 これは もうそ のまま ずっと 続い

ていま す。こ れはい うなら ば市に ゴルフ 倶楽部 が立て かえて やる金 、この ように 私は

承知を してお ります が、議 員の皆 様方と かいろ んな方 々は、 そうい うこと は余り よく

知らな いと思 います 。なぜ 何十年 もこう いう金 がゴル フ場か ら市の 方に立 てかえ 払い

をしな ければ ならん のか。 これに はいろ いろな 理由が ありま す。例 の脇屋 さん時 代に

天間に ゴルフ 場をつ くろう といっ たとき の道路 の県道 のつけ かえ工 事の立 てかえ だろ

うと、 このよ うに私 は思っ ており ます。 ならば 、こん なに大 変厳し い状況 下にあ るゴ

ルフ場 、一日 も早く 手を差 し伸べ ねばな らんの ではな いか。 まして やこの ゴルフ 場は、

市が過 半数を 持ち運 営をさ れてお ります 第三セ クター 。その ことに ついて 答弁を 、ち

ょっと 願いま す。

ｏ財政 課長（ 友永哲 男君） お答 えいた します 。

建設 仮勘定 の中に 載って おりま す一億 四百五 万五千 円のこ とでご ざいま すが、 この

件につ きまし ては、 過ぐる 議会で もいろ いろ申 し上げ ており ますが 、ただ いま扇 山ゴ

ルフ場 と清算 の協議 をやっ ており ます。 その最 終詰め を今行 ってい るとい うとこ ろで

ござい ます。 これが 決まり ました ら、ま た御報 告をさ せてい ただき たいと いうふ うに

考えて おりま す。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） そ の流れ をるる 今私も お聞き しまし たし、 当初、 ム ラカ ミ ハル オ さ

んがど うのこ うのと いうの は、こ れは私 も知り ません が、今 初めて 聞かさ れまし た。

私は 、七年 五月一 日に市 長に就 任させ ていた だきま して、 そして 、その まま横 滑り
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で充て 職とい うこと で、ま あ、充 て職と は、ど う言い ますか 、ひと つ会長 になっ てほ

しいと 。当時 社長は 、前社 長阿部 未喜男 さんで ござい ました 。それ から一 年ほど 阿部

未喜男 さんが 社長で ござい ました ので、 その間 、私が 就任い たしま して、 先ほど も話

があり ました けれど も、中 村市長 時代か ら計画 に入っ たハウ スを含 めて全 体計画 をと

いうこ とであ りまし た。私 が就任 したと きには 、もう すでに 青写真 、計画 書なる もの

ができ ており ました 。

それ に、も う一つ 驚いた のは、 もう設 計会社 に委託 し、設 計がで きてい た。も う一

つ驚い たのは 、もう 私が就 任する 前に設 計会社 に設計 料をお 支払い してい たわけ です。

その額 が約四 千八百 万とお 聞きし ました 。それ で、こ れは困 ったな と。そ れは前 に進

まなけ ればい かん、 後に退 くわけ にいか ない。 そうい うこと で今ま で歴代 役員会 でそ

ういう ことを 積み重 ねてき て決定 したと いうこ とであ りまし たので 、それ では何 とか

前に進 みまし ょうと いうこ とで前 に進ん だとい う、こ ういう 経緯で ござい ます。 だか

ら、そ こら辺 はひと つよく 御理解 をいた だきた いと思 います 。

その 後、阿 部未喜 男社長 が辞任 いたし ました ので、 「もう なんだ ったら 、市長 あな

たが兼 務して おいて くれ、 そして 経営改 善でも 」と言 われた けれど も、私 も忙し いわ

けです から、 「何と か社長 を」と 言われ 、その まま私 も社長 に就任 させて いただ いた、

こうい う経緯 でござ います 。それ で、何 とか会 員権も さばか なけれ ばいけ ないと いう

ことで 一丸と なって さばい たわけ ですが 、当初 、目標 を私が 聞いた ところ は四百 と聞

いてお りまし たので 、この 辺もひ とつ御 理解方 をお願 いいた します 。そう いうこ とで

ござい ます。

ｏ三十 二番（ 朝倉 斉君） この ことは 、私が 何回か 過去に 言って 、「善 処しま しょ

う」と いう言 葉は聞 いてお ります 。しか しなが ら、実 行に移 らなけ れば、 言葉が 先走

っても なかな かお金 は参っ てこな いとい うこと で、早 くこの ことは 、当然 市の払 うべ

き金は 払わな いと、 税金で もそう でしょ う、何 でもそ うでし ょう、 取りに いくも のは

早く取 ってお かんと 、また 変わっ てくれ ばどう なるか わから んとい うこと で、早 くや

はり支 払うも のは支 払って いただ きたい 、この ように 思いま す。

過去 のずっ とそう いうこ とで払 うもの は払い 、もら うもの はもら いとい うこと の計

算をや ってい けば、 少し経 営の方 もどう かなる のでは なかろ うかな と、こ のよう にも

思って おりま す。し かし、 平成八 年から 平成十 四年ま で、こ れをず っと見 ますと 、自

己資本 の推移 の状況 を調べ てみま すと、 平成八 年三月 、二億 六千万 、平成 九年三 月、

一億九 千万、 平成十 年三月 、一億 九千六 百万、 十一年 三月、 一億六 千三百 万、平 成十

二年三 月、一 億三千 六百万 、平成 十三年 三月、 八千百 万、平 成十四 年三月 千五百 万で

すね。 こうい うよう にどん どん自 己資本 が低下 してい くと、 これは このま ま推移 すれ

ば、今 期は、 十五年 三月は 五千万 程度の 債務超 過にな るので はない か、こ ういう 予測
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がある わけで すね。 そうい うとこ ろから 見ます と、こ の三十 九年間 の歴史 を持つ 扇山

ゴルフ 場は大 ピンチ ではな いか。 とうと う別府 は、い ろいろ な倒産 問題が あるけ れど

も、扇 山まで おかし くなっ たのか という ことに なれば 、これ は大変 な問題 を生じ ると

思うの です。

ちな みに、 これは 余り言 いたく ないこ とです けれど も、ち ょっと 中に入 ってい ろん

なこと を調べ てみま すと、 やはり 内部も 内部。 先年、 使途不 明金を 出まし た。営 業も

このよ うに悪 い。市 長さん もやは りよく 精査を しなが ら、こ んなに 悪いの か、悪 いの

ならプ レー代 、そう いうも のは払 ってお かなけ ればい かんな と。

以前 、私が 平成五 年第二 回定例 会、「 活路を 求めて 」とい う、こ ういう ものを 私は

つくっ て、別 府市内 にちょ っと五 、六千 出した ことが あるの ですよ 。それ はどう いう

ことか という と、当 時、河 野数則 さんが 議長の ときに 、私は やっぱ りこの 議場で ある

市の幹 部、名 前は言 いませ んが、 最高幹 部、こ の方が 扇山の ゴルフ 場でた だでプ レー

したと いうこ とで、 ここで お聞き をした ことが ある。 そのと きは、 市長さ んは議 席に

おって 、むし ろ手を たたい た方で はない かと、 よくや るなと 。

その 市長さ んが、 今度は 余りプ レー代 を払っ てない のでは ないか 。数も 大分あ る。

こうし て書類 が私の うちに 届いて おりま す。あ あ、こ れはし かしな と。見 ると、 しか

し、こ れは全 部が全 部払っ てない のでは ないで はない か、九 百円は 払って おるこ とに

なって おるで はない か。こ の九百 円は何 かと、 こう聞 きます と、九 百円は ゴルフ 利用

税。だ から税 金だけ は払っ ていた だいて おる、 しかし 、今、 我々メ ンバー でも扇 山で

ゴルフ をしま すと、 これは 十二月 八日、 この三 、四日 前です ね、三 、四日 前。こ れは

ＪＡ、 農協が 、我々 はゴル フをや ってい ます。 そのと きに二 番議員 さんも ちょう ど一

緒にプ レーを してお りまし たけれ ども、 このと きに私 が払っ たお金 が九千 六百二 十円、

九千六 百二十 円ね。 そして 、ここ にゴル フ場利 用税と 書いて ありま す、ゴ ルフ場 利用

税。こ れは今 七百円 ですけ れども 、ごく 最近ま では九 百円、 九百円 ですね 。だか ら税

金だけ は市長 さんは 払った のだな 。あと 、しか し、そ んなに 会社が 悪けれ ば、今 まで

現社長 の友永 さんに しろだ れにし ろ、も うみん な払っ ていま す、払 わん人 はおり ませ

ん。ぴ しゃっ と料金 を払っ てゴル フをさ せてい ただい ておる わけで すが、 、やは りあ

なたは 、九百 円だけ 払って 、それ をずう っと払 ってな いので すね。 平成十 二年十 七回、

平成十 三年十 四回、 平成十 四年八 回。だ から、 やはり こうい うとき ですか ら、士 気を

上げる ために もやは りぴし ゃっと 払って 、そし て模範 を示さ んと。 この金 が赤字 を生

むか黒 字にな るか、 売り上 げを伸 ばすか 減らす か。そ れは大 変もう けた会 社なら いい

ですよ 。それ とか、 会社の 中に社 長さん 、会長 さんは プレー 代は要 りませ んよと いう

ような 、何か 決め事 でもあ れば、 これは まあ結 構です 。しか し、何 もそう いうも のが

あるわ けでも なし、 やはり 今、く しくも 井上市 長が言 ったよ うに充 て職だ から、 いわ
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ば。本 業は市 長です から。 だから やはり ゴルフ をする ときに は、プ レー代 を払っ てい

ただか ないと 、ゴル フ場の 士気も 上がら んし、 こうい う話は 、もう すぐ散 らばる ので

す。だ から何 をと。 この前 こそあ なた、 朝倉さ ん、あ なたは だれか のゴル フの代 金の

ことを 議会で 言った ばかり ではな いか。 あのと きはち ょっと 下だっ たけれ ども、 今度

は一番 上の人 が払わ んのか と、こ ういう ような ことに なりか ねん。 だから 、やは り正

すもの は正す 。そし て払う ものは 払う。 そして いただ くもの はいた だく、 こうい う趣

旨でな いと、 ほんの ちょっ とのこ とで余 りそう いう皆 さんの 士気を そぐよ うなこ とは、

このよ うなー ーアリ の一穴 でも大 きいで すよー ーこの ような 一つの ゴルフ 場の経 過に

もなっ てくる のでは ないか 、この ように 思いま すが、 いかが ですか 。

ｏ助役 （三浦 義人君 ） お 答えを いたし ます。

私も ゴルフ をする 一人と して、 また扇 山にお きまし ても、 かなり 長期に わたっ て利

用させ ていた だいて おりま す。そ のよう な中で 三十二 番朝倉 議員さ んから 、ゴル フも

教わっ た、指 導を受 けた一 人とい たしま して、 非常に 扇山ゴ ルフ場 の経営 状態に つい

てとい うこと は心配 をいた してい るとこ ろでご ざいま す。特 に移転 問題に 絡みま す清

算問題 、これ は私ど もに当 初から 問題を 提起さ せてい ただい ており ます。 これも 内部

的にも うほぼ 詰めが でき上 がって おりま すので 、これ はまた 会社側 と最終 結論に 達し

ました ら、市 の方針 をまた 皆様方 にお知 らせを 、報告 をさせ ていた だきた いとい うよ

うに思 ってい るとこ ろでご ざいま す。

その ような 状況の 中で、 ただい ま市長 、会長 に対す るプレ ー代の 件を御 指摘い ただ

いたわ けでご ざいま す。私 ども、 この件 につき まして は、会 社等と 協議、 話を聞 かせ

ていた だきま したと ころ、 ゴルフ 場協会 等にお きまし ては、 社長、 会長、 さらに は支

配人等 におき まして は、相 互の利 用促進 という 、また お互い の友好 関係と いうこ との

中でお 客等々 をお互 いにあ っせん をする という 関係の 中で、 プレー 代につ きまし ては

慣習と 申しま すか、 という 形でゲ ーム代 はいた だいて ないと いうよ うな報 告もい ただ

いてい るとこ ろでご ざいま す。な お、扇 山にお きまし ても、 慣習だ けでは いかが なも

のかと いう意 見がご ざいま して、 最近で は内規 も策定 をいた したと いうよ うな話 も承

ってお ります ので、 その点 は現行 の社会 通念上 の考え 方とし て御理 解をし ていた だけ

ればと いうよ うに思 ってい るとこ ろでご ざいま す。

ｏ三十 二番（ 朝倉 斉君） 今、 助役の 言わん とする ことは 、それ はわか らんこ とは

ないの です。 あなた の立場 として あれで すから 、当然 そうい う言葉 で言わ なけれ ばな

らん。 はい、 そうで すか、 それは けしか らんこ とだ、 市長に 払えと 私から も言い まし

ょう、 という ふうな ことは 、それ はあな たは口 が腐っ ても言 うこと はそれ はでき ん。

あなた の気持 ちは、 十分さ んしゃ くをい たしま す。

しか し、何 が大事 かとい うこと になる と、や はり市 民感情 、メン バーの 気持ち 、働

－６－



く人の 気持ち 、こう いうも のが一 つにな って初 めてこ の不況 の波を 乗り越 える。 生き

残るた めには どうし たらい いか。 決算書 、事業 計画書 の初め には、 全部そ の言葉 から

始まっ ておる のです よ。赤 字が出 れば、 当然そ ういう 言葉か ら始ま らんと 、まく ら言

葉がな い。そ のとき に「市 長は、 プレー 代は要 りませ ん」、 これか ら始ま ったら どう

なるか 。やは りそう いうこ とでは なくし て、こ ういう 苦しい ときで すから 、慣習 でし

ており ました が、本 当にそ れはや はり考 えてみ れば余 り好ま しいこ とでは ありま せん。

襟を正 して、 皆さん が払っ ておる のだか ら。

私事 を言っ てはお かしい けれど も、私 も会員 権を相 当人様 にお願 いをし ました 。そ

れには 自分が 入らな ければ ならん 。家内 にも、 「要ら ん、要 らん」 言うの を、「 まあ、

そう言 わんで 買って おけ」 と言っ て、ロ ーンを 組ませ ていた だいて 毎月三 万ずつ 払っ

ておる 。物事 はまず 率先垂 範。人 の後ろ 姿を見 ればわ かるよ うに、 口では うまい こと

を言っ ておっ ても、 そのこ とと行 いが違 っては だめで すよ。 だから 、悪い ことは 、あ

あ、そ うだな 、扇山 もきつ いとき だと。 一人一 人のプ レーが 、プレ ー代が 扇山を 救う

のだ。 一人で も多く 扇山に 来ても らいた い、お 誘いし たい、 プレー をして もらい たい、

こうい う気持 ちがな いとこ の不況 を乗り 切るこ とはで きんで すよ。 しっか りやは りそ

ういう ことも 肝に銘 じ、む しろ今 はいろ んな論 議、払 った払 わんと かいう よりも 、こ

のとき をどう 乗り切 るか。 扇山再 建対策 協議会 、そう いうも のも早 急につ くらな けれ

ばなら ん時期 ではな いです か。

苦口 を言う とおか しいけ れども 、やは りメン バーの 人は、 みんな そう思 ってい ます

よ。助 役、あ なたは メンバ ーだっ たな。 そっち の方に メンバ ーは余 りおら んので はな

いか、 そんな 危機感 を持っ たメン バーは 。市長 さんも 、いう ならば 今会社 で責任 者だ

から、 一番の 責任者 だから いいけ れども 、しか し、今 の職を やめれ ば全く のビジ ター

ですか らね、 会員権 を持っ ている わけで はなし 。だか ら本当 に何十 年とし てこう して

会員に なった 方、そ れから 扇山に 愛着を 持った 方、い ろんな 方は、 これは 一大事 だ、

どうか してこ れを乗 り切る のに並 み大抵 のこと ではな いぞと いう気 持ちを みんな 持っ

ておる のです よ。

話は もうこ こまで にして おきま すけれ ども、 今度は コース のこと にちょ っと入 らせ

てもら います 。

コー ス改修 委員会 という のがあ って、 私の前 におる 二十二 番議員 さん、 この方 が委

員長と してや るので すね。 そして 、この パンフ レット に出た コース と現在 のコー スが

違う。 大変苦 慮して おるの ですよ 。そし て先日 、電磁 カート 、自動 カート ね、で きま

した。 あのカ ートは 、金額 にすれ ば毎月 二百四 万七千 五百円 、これ だけ毎 月ロー ンを

組んで いるわ けです ね。こ れは六 十回、 総額一 億一千 七百三 十万円 、これ が完成 した

わけで す。そ して、 これも 相当な やっぱ り論議 を重ね ないと いかん のです よ、論 議を
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ね。論 議をし てどう かなと 。私の ところ に電話 がかか ってき ました 、扇山 から。 「会

議をし ますか ら、出 席でき んでし ょうか 」と。 「どう いう会 議です か」と 、「電 磁カ

ートを 新設す るため の会議 です」 、「あ あ、そ うかい 。それ なら電 磁カー トを今 から

入れる のを協 議する のかい 」、そ うした ら、「 いいえ 、もう 決まり ました 」と。 「あ

あ、決 まった のか。 それな ら決ま ったの はどう いうふ うに決 まった の」と 言った ら、

「もう メーカ ーも決 まりま した。 入れる ことも 決まり ました 」と。 それな ら何も 協議

するこ とはな い。「 そうか い、そ れなら 私はも う決ま ったと ころに 行って お話し して

も仕方 がない から、 それで は、き ょうは ほかに も用事 があり ますか ら、そ の方の 用事

をして 、そち らは欠 席させ てもら います 」と、 こうい う話を させて いただ いた。

そうい うよう に、や はり物 事を論 議を尽 くして どうす るかと いうこ と、そ して、 扇山

の方に 聞いて 、「ど うして 取締役 会でも 開いて もう少 し論議 せんの 」と、 こう聞 いた

ら、「 いやい や、も うロー ンを組 んだの だから 、ロー ンだか ら、そ れはも う取締 役会

を開く ことは 要らな い」。 ローン といえ ども金 ですよ 。まし てや金 が幾ら でも余 って、

使って おけば いいで はない かとい うとこ ろでは ないの です。 赤字が 出てに っちも さっ

ちもい かんご となっ ておる 会社に 一億円 を超す 新たな 仕事、 当然よ その競 争もあ ろう、

いろい ろなこ とがあ ろう。 しかし 、公論 に決す べし。 現実に は論を せない かん。 市長

は、「 ああ、 ツケ、 ツケ」 と言っ たのか 、だれ が「ツ ケ、ツ ケ」と 言った のか、 それ

はわか らんで すよ。 しかし 、何か の指令 がある からね 、今こ れが決 まった という こと

になる のでし ょうか な、業 者もき ちっと 決まっ た。も う決ま ってお るのだ 。

だか ら、そ ういう 一つ一 つの問 題をや はり精 査をし 、そし てみん なとと ことん 論議

をし、 そして 決まっ たこと は速や かに行 う。論 議はし たけれ ども、 決まっ たこと は、

前も市 長はし ており はせん ぞとい うのも 何ぼで もあり ます。 速やか にして ないの もあ

ります 。しか し、論 議はせ んでも いつの 間にか できた という のもあ ります 。どち らが

正しく てどち らがど うかと 、これ は大変 難しい 話です 。電磁 カート を入れ て本当 によ

かった なとい う人も ありま す。し かし、 あれは あかん のう、 あんな ところ はやっ ぱり

キャデ ィーを つけな ければ 、車が 行って しまっ て、ク ラブを 取りに 行くの に大事 だな

と。や っぱり あれは キャデ ィーつ けなけ れば便 利が悪 いなと いって 、キャ ディー をつ

ければ 決して 安い値 段で上 がると いうこ とにも ならん わけで す。そ して、 ある女 性は、

私たち も山側 にはカ ートが 走って おると ＯＢに ならん のだけ れども 、私た ちみた いな

つまら ん者で もぴっ と横に 飛んで いって あれに 入れる と、コ ンクリ ートの 上に球 がは

ねて下 に落ち てしま ってア ンテナ だ。あ あ、ス コアが また上 がらん のだな 、こう いう

女性も おりま す。だ から、 そうい うこと に対す るいろ んな我 々は説 明もし なけれ ばな

らん。 何もか にもい いぞと いうの は、そ れは金 さえ十 分にあ ってし なけれ ば大変 なこ

とです よ。今 、毎年 毎年、 新たに できた ゴルフ 倶楽部 、クラ ブハウ ス、こ れもや っぱ
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り償却 五千万 落とし ていく のです よ。金 がなく て落と さなく てはな らん。 どんな あれ

をして おるの かやと 。

実は 私は、 今度の このと きにち ょうど 、ゴル フのこ となら 一番前 のお詳 しいが 渡部

先生、 おるか ら渡部 先生の ところ にお願 いに行 ったの です。 先生、 私はこ ういう 質問

をして 、あな た、大 変な経 理の方 の先生 で、あ なたの 判があ れば本 当に税 務署も 、あ、

渡部さ んの判 があれ ば間違 いない と言わ れるぐ らい信 用のあ る立派 な方で すが、 幸い

に扇山 の監査 になっ ていた だいて おりま すが、 一、二 お尋ね したい のです が、と 言っ

たら、 先生は どう思 ったの か知ら んけれ ども、 いやい や、そ れは地 方自治 法の何 とか

で、出 て、私 がここ で話す ことは どうだ こうだ といか んな。 それは 金銭上 のこと の話

ですか ら、ま た議会 に報告 してあ ること の話で すから といっ て、余 りぴし ゃっと しな

い。そ して、 私があ る人に 見ても らった 。私は 浅学で 何もわ からん 、経理 のこと は。

それは もう私 たちが 見ても わから んわと 。何十 年も妙 な金が 、何億 という 金がず うっ

と続い ておっ たり、 これは 千人や 二千人 客が余 分に入 ったか らとい っても 、なか なか

前には 進まん ぞと、 このよ うな話 もして いたで すよ。 だから この際 、今度 十八日 に取

締役会 がある という から、 そのと きには やはり しっか りとそ ういう ことも 論議を させ

ていた だいて 、そし て対策 協議会 、そう いうも のもつ くって 、そし て「今 なら間 に合

う終列 車」か もしれ んし、 皆さん と英知 を出し 合って やるこ とが、 扇山の ために も、

また別 府市の ために もいい のでは ないか 。市長 は特に 負の遺 産んと いうこ とを嫌 いま

すから 、負の 遺産を つくら ないよ うにす るため にも、 そうい うこと をした らいか がか

と、こ のよう に思っ ており ます。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） る る、お 話をい ただき ました 。私に 対する 注意事 項でも あろ

うかと 思いま すが。

この 点につ いて御 答弁を いたし ますけ れども 、部長 、課長 それか ら助役 も答弁 する

のが当 たり前 ですが 、もう 私が、 時間の 関係で 答弁い たしま すが、 まず前 段の料 金の

件でご ざいま す。

私、 一応会 長で就 任いた しまし た。そ の後、 最初、 当初私 も払っ ており ました 。後

ほどに なって 、当時 支配人 が、県 下の各 会社の 社長は 一切も らって おりま せん。 です

から、 会長ー ー当時 私は社 長であ りまし たから ーー社 長もも う支払 わない でいい ので

すと。 ただし 、税金 だけお 払いく ださい 。それ と同時 に、社 長は無 報酬で ござい ます。

（「言 わん方 がいい のでは ないか 」と呼 ぶ者あ り）無 報酬で ござい ますか らと。 こう

いうこ とで私 は推移 をして まいり ました 。また 、いろ んな形 の中で 私はお 客様を 連れ

ていき ますし 、極力 、扇山 の振興 のため にいろ んな方 に一緒 に行っ ていた だくよ うな

ことを しまし た。そ ういう ことも ありま したの で、無 報酬で ある上 に、社 長は払 わん

でいい ですよ と。こ ういう ことで すから 、私は お払い しませ んでし た。最 初は払 おう
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とした のです がね、 もう、 そうい うこと です。 なお、 これが 一つの 流れな のです 。

（発言 する者 あり） 前段の 、何年 前から どうの こうの と言わ れまし たが、 そのと きは、

その方 は会社 の監査 役だっ たと思 います ね。社 長でも 会長で もなか ったと 思いま す。

こうい うふう なこと が、一 つの流 れであ りまし た。こ れがま ず第一 点です 。

それ とカー トの件 ですが 、これ ももう 二年ほ ど前、 さかの ぼりま すこと 三年ほ ど前

になり ますか 。マナ ーが悪 くてカ ートが 縦横に コース の中に 入って いく。 ですか ら、

芝生も 悪くな るし、 あちこ ちに練 り回さ れ、雨 の日な んかは 特に悪 くなる 。だか ら何

とかひ とつと いう改 修委員 会の声 もいた だきま したの で、そ こで役 員会を るる重 ねな

がら、 最終的 に役員 会で執 行部に 、いわ ば会社 経営者 に一任 いたし ましょ うとい う、

昨年度 にそう いう決 定をい ただき まして 、そし ていろ いろと 会社の 担当者 が検索 する

うちに 決定を した、 こうい う流れ でござ います 。です から、 ある日 突然決 まった とい

うよう なこと ではご ざいま せん。 これは 、もう 改修委 員会の 中でも るる御 指摘を いた

だいた ことで ござい ます。 そうい う流れ の中で 決定を いたし ました ので、 この辺 はひ

とつよ く御理 解をい ただき たいと 思いま す。何 かいか にも私 が悪意 に満ち たこと を言

われる ような 、私は 何か気 がして ならな いので すがね 。別に 私は、 無報酬 でずう っと

経営改 善のた めに、 この不 景気の 中で何 とか立 ち上げ ようと して一 生懸命 私自身 努力

してき たつも りでご ざいま す。市 長職を 一つの 基盤に しなが ら、会 社の社 長とし て、

会長と して今 まで何 とか立 ち上が ろう、 職員も 叱咤激 励して まいり ました し、時 には

気に入 らんこ とも言 いまし た。そ ういう ことで 会社経 営をき ちっと させて いただ いて

おるの に、何 かこう 、次々 、次々 、ただ でした とかい うよう な、少 しちょ っと言 い過

ぎでは ないで しょう かね。 （発言 する者 あり） もう少 し聞い てくだ さい。 もう力 いっ

ぱい言 われる ことは 言われ たので すから ね、私 の弁明 も聞い てくだ さいね 。

そし てまた 、もう 一度誤 解のな いよう にして いただ きたい のです が、コ ース改 修や

らハウ スの建 築とい うこと は、私 が就任 する前 からも う決定 してい たので す。そ れか

ら、会 員権に ついて も、も うほぼ 決定さ れてい たので す。こ れはは っきり ひとつ して

おいて くださ い。そ の後、 私は、 就任し てわけ わから んまま にずう っと、 何とか 暗中

模索の 中で、 私もゴ ルフは 余り興 味があ りませ んでし たから 、だか ら、皆 さんか らい

ろいろ お聞き しなが ら経営 に取り 組んで いった わけで ござい ます。

それ ともう 一つ。 何かこ う、浴 室の問 題やら 女性の 露天ぶ ろの件 やら、 これは あな

たも役 員でご ざいま すから 、行っ て注意 してく れれば いいで はない ですか 、ここ でこ

ういう 発表を する前 に。あ なたも 役員で しょう 。こう したと ころが 悪いぞ 、おま え、

ここを ちゃん とせん かとか 。（「 あなた はそれ が十八 番だな 」と呼 ぶ者あ り）い やい

や。で はない でしょ うかね 。

もう 一つ、 私自身 もどう もあれ ですが 、何も かんも するこ とが悪 い、悪 い、悪 いと
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言われ たので は、何 もでき なくな ります 。ゴル フ場の 会長も 、もう やめな ければ なら

なくな ってし まいま す。そ ういう ことで ござい ます。

それ と一つ 。きの うもち ょっと 私はお 話し申 し上げ ました けれど も、第 三セク ター

等にか かる質 問の範 囲の中 で、「 第三セ クター 等は、 地方公 共団体 とは独 立の法 人格

を有し 、別個 独立の 存在で あるか ら、そ の本来 の業務 の内容 につい て質問 するこ とは

できな い」と あるの です。 これを ひとつ よく、 あなた も御理 解して おいて いただ けれ

ばと思 います 。だか ら、こ の辺も ひとつ よく言 ってく ださい 。（発 言する 者あり ）こ

れは、 議長が お許し をする という ことが 前提で ござい ます。 ところ が、会 議規則 の中

にこう やって うたわ れてい るとい うこと は、や はり会 議を尊 重して いかな ければ なり

ません 。やっ ぱり議 事進行 の上か らも、 そうい う面で はきち っと整 理整と んして いた

だくこ とが必 要では ないか 、この ように 私自身 もです ね。で すから 、（発 言する 者あ

り）も う少し 。

それ ともう 一つ。 先ほど も何か 監査委 員の件 も出ま したけ れども 、四分 の一以 上の

出資法 人につ いて、 監査委 員の監 査がで きるこ とから 、監査 委員に 対し監 査上の 職に

ついて 一般質 問は、 これは いいと いうこ とでご ざいま す。監 査委員 に対し ていい ので

すね。 それか ら、予 算の二 分の一 以上の 出資法 人に対 して、 予算の 執行に 関し長 が調

査権を 有して いるか ら、調 査報告 書に対 して一 般質問 は可能 である 。調査 報告に 対し

てです よ。だ から、 調査報 告に対 して私 は出し ている わけで すから 、これ に対し ての

質問で あれば いいの ですが 。

まだ もう一 つある のです ね。（ 発言す る者あ り）口 をふさ ぐわけ ではあ りませ ん。

もう一 つ。「 地方公 共団体 の議員 は、国 会議員 と異な り、免 責特権 を有し ないか ら、

発言の 内容に ついて は、不 法行為 責任を 負い」 とあり ます。 この辺 もひと つ。

それ と、答 弁の限 界のと ころで ござい ます。 （発言 する者 あり） これも 我々は でき

ないと きもあ ります ので、 その辺 もひと つ御理 解をい ただき ながら 、お願 いいた しま

す。

ｏ三十 二番（ 朝倉 斉君） あな たは、 いつも そこで そうい う発言 をし、 後でま た訂

正だと かおわ びだと か言う けれど も、現 実に今 の会長 さん、 今の社 長さん 、いつ 就任

したの ですか 、あな たの後 をつけ て。ず うっと 払って いるで はない ですか 。支配 人が

断りは せんで すよ。 払って いるで はない ですか 、お金 を、プ レー代 を。人 のせい にし

なさん な。あ なたは 、いつ もいつ も人の せいに して、 三十三 番議員 さんに もいろ んな

ことを 言う。 そこか らまた 妙なこ とを言 ってき て、議 長さん に次の 日にお ことわ りの

訂正文 を出さ ななら ん。議 員は、 ここで 発言を する。 議員同 士の問 題なら ばとも かく

も、執 行部に 対する 発言は 、少々 なこと はいい のです よ。（ 発言す る者あ り）い いの

ですよ 。その ために 何人か の方が どのよ うな発 言をし 、どの ような 発言を し、議 事録
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がある のだか ら。（ 発言す る者あ り）い や…… 。

ｏ議長 （首藤 正君 ） 二 十二番 議員さ ん、ち ょっと お待ち くださ い。

今、 市長か ら一般 質問の 範疇に ついて 答弁が ありま した。 若干議 長とし ての見 解と

違いま す。（ 発言す る者あ り）会 議規則 第六十 二条第 一項は 、「議 員は、 市の一 般事

務につ いて、 議長の 許可を 得て質 問する ことが できる 」、こ のよう に規定 されて おり

ます。 いわゆ る第三 セクタ ー等に 対し、 別府市 が出資 または 財政援 助をし ている 場合、

議会は 、市長 に対し てその 出資等 がその 目的に 沿って 効果的 に使用 されて いるか どう

かを質 問する ことは 、市の 事務の 一端に 関する もの」 という 見地か ら、ま たこれ まで

本会議 におい ても再 三にわ たり第 三セク ター等 の審議 を踏ま えた上 で、答 弁は当 然だ

と思い ます。 執行部 の方々 に申し 添えて おきま す。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） 質問 に入る 前に、 今、議 長から そうい う話が ありま した

けれど も、私 の見解 は、第 三セク ターの 位置づ け、扇 山ゴル フ場に は別府 市から 補助

金は出 してお りませ ん。で すから 、そこ ら辺は やっぱ り明確 にして おかな ければ いか

んのか なと。 （発言 する者 あり） 出資で す。あ なたは 今申し 上げた のは、 「補助 金を

出して いるこ と」と いうこ とです から（ 発言す る者あ り）。

質問 事項を ちょっ と変え させて いただ いて、 亀川浜 田町に おける 違法建 築物に つい

てから 質問を したい と思い ます。

御承 知のよ うに亀 川浜田 の前の 浜田温 泉の前 の通り であり ますけ れども 、その 海岸

側にパ イパス が新し くでき まして 、海岸 の防波 堤がず っと、 市有地 、国有 地、民 有地

を含め て点在 をして おりま すけれ ども、 もう数 十年前 から、 年度は わかり ません が、

いろん な施設 が建ち 、以前 は緑地 に畑と して使 ってい たとい う事実 があり ます。 それ

は、畑 に使っ たらい けませ んよと いうこ とで、 もう今 はなく なりま したけ れども 、倉

庫たる ものが 何棟か 建って おりま して、 私も何 回も見 ました けれど も、駐 車場が 建っ

ている 部分も ある。 そして また何 も建っ ており ません が、駐 車場、 車の置 き場に して

いるぐ らいは 、車を のけれ ばその ままの 土地に なりま すので 、まあ まあ許 される のか

なと思 います が、こ の建物 につい ては、 国有地 、県有 地、民 有地、 市有地 を含め て、

これは 全く許 可のな い建物 だなと いうこ とで、 周辺の 住民か ら非常 に苦情 が出て おり

ます。 と申し ますの は、民 有地の 裏に面 した部 分にず っと建 ってお ります ので、 許可

なく国 有地、 市有地 、県有 地、そ れから 民有地 にそう いうも のが建 てられ るのか な。

もし建 つなら ば自分 たちも 建てた いとい うこと で、い や、そ れはい けませ んよと いう

ことで とめて おりま す。

この 問題に ついて は、一 般質問 で取り 上げる べきで はなか ったか と思う のです が、

以前か ら行政 の方に そうい うもの につい て、持 ち主と 十分協 議をし ながら 、一日 も早

いその 撤去方 をお願 いしま したけ れども 、なか なか持 ち主が わから ない。 張り紙 をし
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て、「 この持 ち主の 方は名 のり出 てくだ さい」 という 最初の 手だて があり ました 。そ

して持 ち主が わかり ました 。その 時点で 当然行 政側の やるべ き行為 は、私 が考え ます

に、こ れは勝 手に違 法に建 てた建 物です ので、 直ちに 撤去さ せると いうの が行政 のや

り方か なと。 建てた 方にお 願いを すると いう事 態もお かしい のでは ないか な。こ れを

のけて くださ い、の けてく ださい 、お願 いをし ておる 。その ことも 、少し おかし いな。

違法で 建てた なら、 ちゃん とその 持ち主 がわか ったの なら、 一日も 早く撤 去させ て、

地域住 民の不 平不満 を取り 除くの が行政 の役目 かな。 しかし 、話に よりま すと、 別府

市それ から県 、国に またが ってお ります ので、 上級官 庁とな かなか 話がつ きませ んと

いう答 えが返 ってき ていま す。私 に言わ せると 、民間 同士な らいろ いろな 問題が あり

ましょ うけれ ども、 上級官 庁とい うのは 別府市 と同じ 行政で す。行 政同士 の話し 合い

ならば 何日か あれば 着くの ではな いかな 、そう いう思 いがし ました ので、 今回取 り上

げまし た。答 えは簡 単で結 構です けれど も、聞 きます と、前 向きに 市有地 、国有 地に

建って いるも のにつ いては 、ちゃ んと上 級官庁 と相談 をして 一日も 早く建 てた人 と相

談をし ますと いう答 えが返 ってき ますの で、こ のもの はもう 大方話 が事前 につい てお

ります 。ぜひ 一日も 早いそ の協議 方法を してい ただい て、住 民の不 平不満 を取り 除い

ていた だくよ うにお 願いし て、こ の項は 終わり ます。 答弁は 要りま せん。

それ から続 きまし て、新 旧浜田 温泉の その後 につい て。ち ょっと 順番を 変えま す。

温泉課 長、大 変申し わけあ りませ んが、 順番を 変えま したの で、御 入場願 います 。

いい ですか 。浜田 温泉に ついて は、る る建築 当時か ら論議 があっ たのは 確かで あり

ます。 私も一 週間、 十日に 一回ぐ らいあ の浜田 温泉の 周辺の 方々に いろん な話を 聞く、

そして また、 今の建 物がど うなっ ている のかな 、新し く建っ た浜田 温泉が どう運 営さ

れてい るのか なとい うもの もしょ っちゅ う聞い て歩い ており ます。 一部、 違法建 築で

はあり ません けれど も、建 築ミス だ。座 ってお ったら おしり にお湯 がかか る、私 は、

これは 当然の ことと 思いま すよ。 いすか 何かつ ければ お湯は かかり ません が、そ れは

隣同士 が洗面 器でお 湯を流 せば、 しりに 当たる のは当 たり前 のこと 。しか し、私 は、

このこ とは問 題はあ りませ んけれ ども、 私に言 わせる といろ いろ問 題はあ りまし たけ

れども 、この できた 施設を より有 効に運 営する 方法を 見つけ 出すの が、今 の住民 と行

政では ないか な。建 てたも のをい つまで もいつ までも 「これ はつま らん施 設だ」 とい

うよう な風潮 を流す のはや めてい ただき たい。 これは 地元の 意見で す。

その 中で、 入浴者 数を調 べさせ ていた だきま したが 、平成 十二年 と十三 年です けれ

ども、 これは 旧の浜 田温泉 です。 月の平 均が、 もう男 女子供 は入れ ません 、大体 平均

が六千 前後、 旧のと きです よ。そ して新 も調べ させて いただ きまし た。新 の開場 時が、

四月が 一万七 千四百 十二人 、それ から五 月が一 万八百 五十二 人、六 月が八 千七百 七十

一人、 七月が 八千八 十人、 八月が 八千五 百二十 四人、 九月が 八千百 三十三 人、十 月が
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八千七 百四十 七名。 いろい ろ問題 はあり ました けれど も、明 らかに 二千数 百名一 カ月

に入浴 者がふ えてお ります 。

それ から反 面、今 、旧浜 田温泉 に鉄さ くで中 に入れ ないよ うにし てあり ますけ れど

も、先 般、ち ょっと 中に潜 って入 らせて いただ きまし たけれ ども、 中の壁 が相当 落ち

ていて 老朽化 して、 私は、 以前、 温泉と して使 わなく て蒸気 がかか らない ように なれ

ば木が 乾燥し て壁が 落ちま すよと いう話 も申し 上げま した。 もうそ のとお りにな って

います 。壁は ぼろぼ ろ、中 は壁が 落ちか かって いる。 いろい ろーー 市長ー ー問題 はあ

ろうと 思いま すけれ ども、 この問 題、協 議会を 設置し て温泉 文化財 として 保存す るの

かどう かとい うよう な論議 も行わ れてお るよう にあり ますけ れども 、早い 措置を とら

ないと 、私は 大変な ことに なると 思いま すよ。 大雨、 大風で あれが 倒壊す れば、 もう

横の散 髪屋さ んとほ とんど 引っつ いてい ます、 今大変 迷惑し ておる 。風が 吹けば ほこ

りが飛 んでく る。覆 いをす るわけ にいか ない。 もうそ こら辺 で、や っぱり 一日も 早い

結論を 出して いただ きたい 。

それ から、 浜田温 泉で今 一番困 ってい る問題 は、や はり当 初から 指摘を された 駐車

場の問 題です 。今の 駐車場 では、 あの駐 車場を つくっ ていま すけれ ども、 三角み たい

な形で 、斜線 は引い ていま すが、 車が入 れない ような 形の斜 線がた くさん ある。 前に

一台と まれば 奥に入 れない 。そう いうふ うな形 になっ ていま すので 、地元 の要望 はー

ー私が 言うの ではあ りませ ん、地 元の要 望を伝 えてお きます 、地元 の自治 会の皆 さん

方は、 できれ ば今の 施設を 全部崩 してい ただい て、最 初の計 画どお り駐車 場に整 備を

してい ただき たいと いうの が、地 元の要 望です 。そこ ら辺は 、はっ きりと 伝えさ せて

いただ きます 。

それ から市 長、も う一点 。非常 に喜ば れる点 があり ます。 あの近 所に太 陽の家 を含

めて車 いすの 方々が たくさ ん居住 をして おられ ます。 数は本 当に限 られて いるの です

けれど も、車 いすで 温泉に 入れる のは大 変うれ しい。 できれ ば別府 市にこ ういう バリ

アフリ ーの車 いすで 温泉に 入れる ような 施設を ふやし ていた だきた いとい う要望 もま

いって おりま す。そ こで、 温泉課 長にお 尋ねし たとこ ろ、堀 田温泉 にもそ ういう 設備

をちゃ んとす るとい うよう な話も 聞いて おりま すので 、でき れば、 堀田温 泉もそ うで

ありま すけれ ども、 特に亀 川は福 祉と学 術と、 大学も ありま したの で、そ ういう 形の

中のま ちづく りをし ようと いう前 の話も ありま すので 、この ことだ けは観 光経済 部長、

市長、 地元の 車いす に乗っ ている 方々が 大変喜 んでお られま す。そ のこと だけは お伝

えして おきま す。そ ういう ことで 、もう 時間が 余りあ りませ ん。後 があり ますの で、

旧浜田 温泉館 につい ては、 一日も 早いや っぱり 結論を 出して いただ くよう にお願 いを

して、 この浜 田温泉 につい ては終 わらせ ていた だきま す。（ 発言す る者あ り）浜 田温

泉につ いて何 か答弁 があれ ば、言 ってい ただけ ますか 。課長 。
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ｏ温泉 課長（ 安部和 男君） お答 えさせ ていた だきま す。

簡単 に申し ますけ れども 、二十 二番議 員さん が言わ れたよ うに、 浜田温 泉は身 障者

バリア フリー 、この まちに つきま しては 「福祉 のまち 」を標 榜いた してお るとこ ろで、

車いす 、今、 四月か ら七カ 月間で 身障者 の方は 千二百 名ほど 利用さ れてお ります 。そ

のうち 四十七 名が、 車いす の方が 利用、 入浴さ れてい るとい うこと でござ います 。こ

れも介 護保険 、そう いった 兼ね合 いの入 浴サー ビスと か、そ ういっ た方を ヘルパ ーさ

んが連 れて入 浴して 利用さ れてい るとい うとこ ろもお 聞きい たして おりま す。

身障者 ・車い す利用 のこと でござ います が、逐 次、私 の方は 温泉整 備につ きまし ては、

そうい った施 設規模 と兼ね 合いを しなが ら車い す・身 障者バ リアフ リー、 そうい った

入浴施 設を整 備して いきた いとい うふう に考え ており ます。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） それ では… …（発 言する 者あり ）。

ｏ議長 （首藤 正君 ） 指 名をし ており ません 。どう ぞ続行 してく ださい 。後で 答弁

願いま す。（ 発言す る者あ り）後 で聞き ますか ら、ど うぞ。 （発言 する者 あり） はい、

答弁さ せます から、 どうぞ 。（「 いや、 質問事 項が変 わりま すから 。浜田 温泉に かか

わるこ となら 、滞納 整理以 外は助 役がし てくだ さい」 と呼ぶ 者あり ）

ｏ助役 （安倍 一郎君 ） そ れでは 、私の 方から 追加し て答弁 をさせ ていた だきま す。

旧浜田 温泉の 管理に つきま しては 、御心 配をい ただい ており ますが 、私ど もとい たし

まして も、方 針が出 るまで 、その 管理に は十分 気をつ けてま いりた い、こ ういう ふう

に考え ており ます。

また 、現在 の調査 会、調 査委員 会の状 況でご ざいま すが、 これま でに都 合三回 開催

がされ まして 、この 中で、 保全す る公的 な歴史 的建造 物の選 定につ いて具 体的な 御審

議をい ただい ておる ところ であり ます。 近々、 第四回 目の調 査委員 会を委 員さん の御

都合を 聞きな がら調 整をし て開催 をさせ ていた だきま して、 保全す る公的 な歴史 的建

造物の 選定に ついて 最終的 な御審 議をお 願いし 、それ 以降、 中間報 告とい う形で 御意

見を市 の方に いただ くこと になろ うかと 思って おりま す。市 といた しまし ては、 それ

を踏ま えまし て早急 に方針 を決定 したい 、こう いう状 況でご ざいま す。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） では 、続き まして 、競輪 事業に ついて 質問を いたし ます。

競輪 事業に つきま しては 、昨日 、二十 一番議 員から もるる 質問が ありま した。 私も

そのこ とにつ いてお 尋ねし ようと 思って おりま したの ですけ れども 、泉議 員が、 競輪

の将来 展望に ついて という ことで お尋ね したの で、そ こら辺 はちょ っと省 きたい なと、

もう同 じ考え であり ますの で。

ただ 一つ。 昨日、 二十一 番議員 も申し 上げま したけ れども 、基本 的に本 場は赤 字、

場外黒 字、こ れは私 は競輪 事業と してあ っては ならな いとい うふう に思っ ていま す。

やはり 競輪事 業の中 で本場 黒字、 そして また附 則とし て、付 録とい っては おかし いで
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すけれ ども、 そうい うよう な形の 中で場 外をや るべき 。なぜ ならば 今度の 別府の 記念

競輪が 、六日 開催か ら四日 開催に 変更に なりま した。 そうい う中で 、今ま での記 念競

輪につ いては 、大方 、場外 が二十 五、六 場だっ たかな という ふうに 記憶し ていま す。

どっこ い、実 は今度 の分は 場外だ けでサ テライ トを含 めてー ー市長 ーー四 十八場 なの

です。 二十六 場が一 気に四 十八場 。私は 何が言 いたい かとい うと、 競輪の 売り上 げが

下がる ので、 目先の 欲だけ で帳じ り合わ せに売 り上げ を伸ば そうと 、この やり方 は大

変危険 があり ます。 という のはな ぜかと いうと 、今は もう年 間百八 十何日 間、二 日に

一回競 輪があ るので すね、 本場そ れから 場外合 わせて 。ほと んど休 みがな いので す。

またか 、また か、あ したも あさっ てか。 続けて やると きもあ る。こ の前、 本場か と思

えば、 今は佐 世保記 念。続 けてあ るので すね。 それが 果たし て競輪 事業で いいの か。

今、 いろい ろ問題 点があ ります 。こう いう不 況の中 で、例 えば本 当に競 輪の好 きな

競輪フ ァンが おりま す。私 もしょ っちゅ う行き ます。 「河野 さん、 一回競 輪に行 くの

に五万 円しか ないの だ」と 。その 五万円 を例え ば五回 で使う のか十 回で使 うのか 、十

五回で 使うの かが問 題にな ってく る。原 資がそ れだけ しかな いもの を、開 催日数 を幾

らふや しても 一緒な のです よ。ふ やして その人 が競輪 に行こ うとす れば、 どこか で借

金をし て行か ないと 。それ か的中 、車券 をよう け当て てもう かった 人が行 くのか もわ

からん 。しか し、本 来ギャ ンブル という のは、 基本的 には最 終トー タルし たら、 勝つ

人はお りはせ んです 、負け るので す。し かし、 負ける のはわ かって いる。 それは なぜ

か。夢 なので す。宝 くじと 一緒。 例えば 百円が 千円に ならん かな、 千円が 一万円 にな

らんか な、一 万円が 十万円 になら んかな 、夢を かけて 行くの ですね 。です から、 その

夢とい うのを 毎日毎 日与え てはい かんで す。こ れはも うはっ きり言 って家 庭崩壊 にも

つなが る、借 金だら けにな って。 それが まず第 一点。

それ から、 今の別 府の競 輪のあ り方、 まだま だよそ の競輪 場に比 べてギ ャンブ ルと

いうイ メージ から私 は脱皮 できて いない のでは ないか なと思 うので すね。 という のは、

あの看 板にし たって 何十年 間一緒 です。 「別府 競輪場 」、「 別府競 輪」、 とにか く変

わらん わけで す。や っぱり 市長ね 、これ はネー ミング の使い 方もい ろいろ あると 思う

のです よ。課 長ね、 あると 思うの ですよ 。とい うのは 、私は 前から 言って おりま すけ

れども 、例え ばあの 食堂の 部分も レスト ラン形 式に、 ファミ リーレ ストラ ン形式 に改

修した らどう ですか と。そ うする ことに よって 競輪が ないと きでも 一般の 市民の 方が

利用で きる、 そして 競輪が あると きも競 輪ファ ンも一 緒にで きる。 不特定 多数の 人が

あの競 輪場の 中に入 れると いう雰 囲気を つくれ ば、フ ァンも 幾らか ふえて くるの では

ないか なと。 見てみ なさい 、食堂 を改修 した改 修した と言い ながら 、そう ではな いで

しょう 、もう 何十年 も一緒 。前の 風の吹 きさら しなん か、鉄 板を置 いてお って焼 きそ

ばをぱ っぱぱ っぱや って、 ほこり をいっ ぱいか ぶって おって も知ら ん顔し て、が あっ
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と小分 けして お皿に ついで 「どう ぞ」で はない ですか 。（笑 声）そ うでし ょう。 今ど

きそん なもの ないで すよ、 もう。 私は悪 いとは 言いま せん、 しかし 、そう いうと ころ

に来る のは、 私に言 わせた ら限ら れた人 。やは り不特 定多数 のいろ んな方 々が入 れる

ような 雰囲気 づくり も必要 と思う のです よ。現 に、課 長、小 倉だっ て今は ちゃん と変

えてお るでは ないで すか、 小倉は 。「ス ペース ナイタ ー競輪 」と名 前をつ けてお る。

ネーム を変え ておる 。「小 倉競輪 場」で はない 。だか ら、そ こら辺 もやっ ぱり変 えな

ければ いかん のです よ。昔 からあ るよう に、こ こに来 て銭使 え、車 券買え という ので

はない 。何回 も言う ように いろん な方々 が入れ るよう なもの にして もらい たい。

それ から、 将来ど うする のかわ かりま せんけ れども 、一時 競輪の 施設の 検討委 員会

を設置 してメ インの スタン ド、そ れから いろん なもの を建て かえる という 答申を しま

したけ れども 、それ はその ままに なって 、今は もう、 近々で しょう 、一月 と思い ます

が、選 手宿舎 を建て かえる 。そし て、今 何か競 輪場の 基本計 画を業 者に発 注して おる

ので、 それが できた 後にい ろんな ものを 考えて みたい と思い ますけ れども 、私は 、先

般、浜 野議員 とも相 談しま した。 民間の 方もそ うです けれど も、今 いろん な職員 の方

が一生 懸命努 力され ている ことは わかり ます。 しかし 、部長 、市長 、助役 に、課 長以

下の人 が話を しても 、「あ あ」と 思って もなか なか取 り上げ られな い。物 が言え ない

ような 雰囲気 を私は 感じて います 。でき ればこ の議会 の中に もーー 議会で すよー ー議

会の中 にも競 輪問題 検討委 員会み たいな ものを 設置し たらい かがか なと。 そして 、議

会は議 会側か ら別府 競輪を どうす るのか と。三 十二番 朝倉議 員がさ っき申 し上げ た。

私も扇 山ゴル フ場に は大変 興味は 持って います 。です から、 扇山ゴ ルフ場 もそう いう

ふうな ことを しても いいし 、今ま で何十 年にわ たって 別府市 の財政 に貢献 してき た競

輪場を つぶす わけに いきま せん。 そして 三百数 十名働 いてい るこの 経済的 効果と いう

のは、 相当の ものが あるの です。 そこら 辺を考 えて、 いかに 別府競 輪を再 生させ るか。

その中 身につ いては 、議会 にもあ る程度 のもの をいた だいて 、議会 側はこ うです よと

言える ような ものを 設置し ていた だきた いとい うふう に、こ れは要 望をい たして おき

ます。

それ から市 長、こ れはず っと売 り上げ をいた だいて います けれど も、別 府は相 当、

ほかの 競輪場 に比べ てまだ まだ悲 観する ところ までは 行って ないの です、 行って ない

ですね 。しか し、も う今、 五十数 場ある 中で黒 字は五 場だけ ですね 。もう 六割か 全部

赤字で す、全 部赤字 。近い 将来、 必ず自 然淘汰 といい ますか 、自然 的に競 輪場も 淘汰

されて きて数 が随分 減って くるの ではな いかな 。です から、 今私が 議会に もそう いう

検討委 員会を 設置し ていた だけま せんか という のは、 恐らく 私はあ と五年 、十年 たっ

たら、 今の三 分の一 競輪場 はなく なると 思いま す、今 のまま 行けば ですよ 。それ は景

気がぱ っと回 復して 、そし て景気 がよく なって 経済状 況がよ くなる 。では 、それ なら
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幾らか でもお 金を使 うかと いう時 代にな れば、 また話 は別で す。し かし、 今の見 通し

ではな かなか 景気も 先行き まだ不 透明。 そうい う中で 、私は 今考え ていま すけれ ども、

よその 競輪場 はわか りませ ん、距 離的に いうと 門司が もう廃 業しま した、 小倉だ けに

なりま した。 別府と 小倉、 かなり 距離が ありま す。別 府と今 度は熊 本、か なり距 離が

ありま す。こ こら辺 は三角 形の中 で何と か努力 して生 き残る のかな 、あと はどこ かが

一緒に なるか どうな るのか な、そ れは私 の考え ではわ かりま せんけ れども 、です から、

その距 離的配 置の中 で、別 府はま だまだ 私は生 き残る 要素が あると 思うの ですね 。

それ は何を 意味す るかと いうと 、市長 がもう ちょっ と競輪 場のこ とを、 私は悪 く言

いませ んけれ ども、 もうち ょっと 真剣に 考えて もらい たいな 。とい うのは 、先般 の記

念競輪 。私も 議長を したこ とがあ ります から、 今まで は優勝 式に市 長も出 、議長 も出

て表彰 式をし ます。 （発言 する者 あり） あ、井 上市長 は出な い。こ れね、 やっぱ り見

ておる ファン が、「 何で市 長は来 んのか 」と。 議長も 出てな い。議 会のト ップも 出な

い、行 政のト ップも 出てお らん。 そうで しょう 。あれ 、表彰 式をみ んな見 ておる ので

すよ。 一年に 一回し かない 大きな 行事。 そうで しょう 。（発 言する 者あり ）いい や、

この前 は副議 長が出 ておっ た。テ レビに 出てお った。

ｏ議長 （首藤 正君 ） 私 は、公 用中で す。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） それ はいい のです けれど も、悪 いとい ってい るわけ では

ないの ですよ 。でき れば、 やっぱ り私が 言いた いのは 、長年 にわた って別 府市の 財政

の中に 多大な 貢献を いただ いたそ ういう 記念競 輪の年 に一回 の、別 府競輪 のこれ は最

大行事 なので すよ。 そこら 辺には やっぱ り行政 、議会 の長が ちゃん と出て いただ いて、

ちゃん と私は 選手に 表彰す るべき かなと 、これ は私の 個人、 それは 公務だ から出 られ

ん、副 議長で かわり 、それ はそれ で結構 です。 ただ私 の要望 として 、市長 、ぜひ ファ

ンの皆 さんも そうい う思い をして います ので、 時間を 割いて いただ いてや っぱり 出て

いただ くよう にお願 いして おきま す。（ 発言す る者あ り）

それ から課 長、さ きにも 話が出 ました けれど も、武 雄が宮 崎に決 まりま したね 。だ

から、 私もこ れは非 常に残 念だな と思っ ていま す。し かし、 日田サ テライ トの問 題を

さてお いて宮 崎にな かなか 行けな いもの があっ たのか なとい うふう に思い ます。 しか

し反面 、私に 言わせ ると、 武雄の 市長さ んは競 輪にも のすご く熱心 なので す、市 長。

熱心。 これは 私が議 長をし ている ときに 、大坪 さんと いう人 が議長 をして いまし た。

しょっ ちゅう 私も遊 びに武 雄に行 かせて いただ きまし たけれ ども、 別府は 、「ふ るさ

とダー ビー」 はまだ 一回だ けしか やって ない。 武雄の 前に別 府が「 ふるさ とダー ビ

ー」を やった のです 。そし て今度 は、武 雄のま だ前に やった のです から、 当然別 府の

方が先 のはず なので すね。 しかし 、施設 の問題 ででき なかっ た。武 雄はも う二回 やっ

たので す、「 ふるさ とダー ビー」 ね。そ のとき に、岩 本課長 は知っ ている が、武 雄の
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市長さ んーー 安倍助 役が担 当です ねーー どうし たか知 ってい ますか 。一年 前に、 いい

ですか 、武雄 の「ふ るさと ダービ ー」を やるの に一年 前から 事業課 に所属 した経 験の

ある職 員を一 年間だ け十名 派遣す るので す。い かにし たらお 客さん に来て もらえ るの

か、い かにし たら売 り上げ が上が るのか 、どう したら 武雄競 輪がよ くなる のか。 年に

一回の 、いや 、「ふ るさと ダービ ー」で すから 、八年 か十年 に一回 ぐらい かな、 回っ

てくる のが。 そのも のにつ いて職 員で真 剣に考 えてみ ろと。 今度も そうで すよ、 前回

もそう 。競輪 事業課 に経験 がある 職員を 一年間 だけ余 分に、 競輪の 事業課 の職員 を余

分に十 人派遣 して、 それを つくり 上げた のが、 第一回 目の武 雄温泉 記念ふ るさと ダー

ビー、 大成功 だった 。売り 上げは 別府負 けた。 武雄の 方が多 かった 。今回 、佐世 保を

見てみ なさい 。日ご ろは別 府の半 分しか 売れん 。しか し、あ の記念 を見て 。すご い売

り上げ だ。こ れは課 長、な にかと いえば 三連担 のもの である かもわ からん 。しか し、

やっぱ りやり 方です よ。

それ と、宿 舎の問 題があ ったか もわか らんけ れども 、課長 ね、今 、四日 制にな って

ーーこ の前、 記念ね ーーこ れは中 身だけ 余り言 いたく ないけ れども 、一日 目は全 部十

一個レ ース選 手が走 った。 二日目 。一レ ース、 二レー ス、三 レース 、四レ ース、 八車

立てだ 。もう 選手が 四人足 らんの だ。二 日目で す、四 人足ら んので す。そ んな選 手の

配分の 仕方が ありま すか。 二日目 からも う選手 が足り んのだ 。選手 が足り ぬとい うこ

とは何 ですか 。売り 上げに はね返 ってく る。そ うでし ょう。 九人走 るとこ ろを八 人し

か走ら ない、 おもし ろくな い、車 券買わ ん。こ んな選 手の配 分の仕 方をし たらだ め。

それ から、 目玉の 京都に 村上義 弘、京 都の今 、先行 屋の一 番強い 選手。 配分を 受け

た。こ の選手 がどう 新聞に 書いた か知っ ていま すか。 ライン も何も できん 別府に どう

して行 くか。 あれは 京都で すから 、兵庫 、大阪 、京都 、滋賀 、これ は競輪 場があ りま

すから 、これ は近畿 ライン という のです 。日本 で一番 強い先 行屋を 一人だ けぽん と半

分して 、九人 の中を 一人で 走れと いうの だ。日 本では 一番強 い、今 。そん な配分 の仕

方して もらっ て、そ の人が 来ます か。来 ません 。超目 玉がな くなっ た、そ うでし ょう、

超目玉 がなく なった 。今度 、佐世 保なん かに行 ってみ なさい 。すご い、ゴ ールデ ンレ

ーサー 賞に出 る選手 が何人 も出て 走って おる。 小野も 走って おる、 山田も 走って おる。

だから 本来、 課長、 私が言 いたい のは、 やっぱ り選手 をいた だくと きもそ こら辺 もち

ゃんと せんと 、ただ 選手だ け集め てすれ ばいい という もので はない のです よ。同 じ開

催する のに、 売り上 げが上 がらな ければ 何にも ならん ではな いです か。経 費がそ れだ

けかか るのだ 。それ は細か い問題 です。

課長 に聞い たら、 その選 手の半 分につ いても 、何か 日自振 に今度 は文書 でちゃ んと

厳しく 申し入 れをし たと、 岩本課 長から その話 を聞い ていま すので 、岩本 課長に 期待

をして 、この 競輪の 項はも うこれ で終わ ります 、きの う、泉 議員が やりま したの で。
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続きま して、 今度は ちょっ と難し いです 。（発 言する 者あり ）はい 、そう です。 いい

ネーミ ングを 考えて くださ い。続 いて、 浄化槽 の維持 管理清 掃につ いてと いうこ とで

質問通 告をい たして おりま す。

私の 身内も この浄 化槽の 維持管 理清掃 の業務 を行っ ており ますけ れども 、昨日 、四

番議員 からこ の種に ついて 処分方 がどう だとい うよう な話も ありま した。 しかし 、私

はこの 問題に は触れ るつも りはあ りませ ん。し かし反 面、や はり違 反をし たとい う事

実は確 かのよ うであ ります から、 そこら 辺は行 政とし てちゃ んとし かるべ き措置 をや

っぱり とるべ きかな という ふうに 思って います 。

しか し、今 から私 が申し 上げる のは、 こうい う問題 は法の 整備を ちゃん となさ れて

ないと 、将来 的、別 府市だ けでは ありま せん、 大分県 、九州 、日本 全国全 部これ が広

がって いる、 またが ってく る。そ れは市 長、な ぜかと いうと 、持ち 分が違 うので す。

下水道 は昔の 建設省 、今の 国土交 通省、 それか ら浄化 槽は昔 の厚生 省、今 の環境 省、

この持 ち分が 分担が 違うの ですね 。しか し、処 理の仕 方は変 わらな い、処 理の仕 方は。

なぜか という と、環 境省が 管轄し ている のは、 浄化槽 に物を 流して 下水か 水路か 河川

に放流 をする という やり方 です。 下水と いうの は、下 水道に そのま ま直結 して亀 川の

競輪場 の沖に ある終 末処理 場で処 理をす ると、 課長そ ういう やり方 、下水 道につ いて

は。で すから 、この 下水道 につい ては、 別府市 には許 可業者 はいな いと思 うので すね、

この清 掃する に。こ れは県 の産業 廃棄物 扱いに なりま すから 、県の 管轄で す。

そこ で、私 がお尋 ねした いのは 、浄化 槽は、 一番最 初にで きたの は腐敗 槽とい うの

ですね 。こん な穴を 掘って 四つマ ンホー ルのふ たを開 けて、 一番真 ん中が 水たま りで、

その次 に流れ てくる ときに 御影石 を割っ たやつ をざあ っと一 メータ ーぐら い沈め てお

るので すね。 そこに 汚物が どおん と突き 当たっ て、汚 物がた まって 、下に たまっ たら

汚物が 落ちて 、上に 水が来 て、そ れを側 溝下水 で流す のです ね。こ れが腐 敗槽で すよ。

これで はだめ だとい うこと で、そ の次で きたの が曝気 槽。タ ンクが あって 、その 中に

モータ ーでわ あっと かき混 ぜてタ ンクを かき混 ぜて、 そして その上 水が出 てきた とこ

ろを流 すやつ 。これ もよろ しくな いと。 今でき ている のが合 併槽な のです ね。こ れが

一番い いと。 しかし 、合併 槽にも いろい ろ問題 がある 。なぜ 問題が あるか という と、

この合 併槽に ついて 流れて くるや つは、 炊事場 で扱う ものも 流せる 。それ からト イレ

からも 流せる 。そこ で浄化 槽で一 緒にな って、 その浄 化槽で 分離を ちゃん として 流し

なさい よとい う方法 なので すね。 これは 一般家 庭は規 制があ りませ ん、一 般廃棄 物に

ついて は。し かし、 五百一 人槽以 上にな ったと きには 、必ず その合 併槽の 前に油 脂分

離槽を つけな さいと いう法 律なの です、 油脂分 離槽。 いいで すか、 炊事場 から流 れて

くる油 は産業 廃棄物 ですよ 、浄化 槽に入 る前に 油脂分 離槽と スクリ ーンを つけて そこ

で分離 しなさ い。そ れで、 分離し て流れ たもの が浄化 槽に入 れば一 般廃棄 物です よ。
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産業廃 棄物で はない 。ただ し、こ の五百 一人槽 が、瀬 戸内海 汚濁防 止法と いうの があ

るので すね。 この瀬 戸内汚 濁防止 法にな ると、 普通の 法律の 五百一 人槽の ものが 、瀬

戸内に 面した 十三府 県、京 都、大 阪を含 めて大 分まで 十三府 県、こ れは瀬 戸内海 汚濁

防止法 の中で 二百一 人槽に 限定さ れてお る。法 律では 五百一 人槽以 上を、 瀬戸内 海汚

濁防止 法の中 では二 百一人 槽以上 のもの は、そ ういう ものを 設置を しろ。 油脂分 離槽

の設置 をしな さいと 義務づ けられ ておる 。それ からも う一点 。一般 の小さ い合併 槽に

しても 、例え ばラー メン屋 さん、 ギョウ ザ屋さ ん、レ ストラ ン、い ろんな 油類を 使う

飲食店 につい ては、 大小か かわら ず油脂 分離槽 を前に 設置し なさい という 法律な ので

す、そ の合併 槽につ いても ですよ 。

です から、 私がお 尋ねし たいの は、油 脂分離 槽の前 に出て くる油 、いろ んなも のに

ついて は産業 廃棄物 ですよ と、流 れてき た、も う浄化 槽に入 ったも のは一 般廃棄 物で

すよ、 こうい う位置 づけに なって おる。 では、 油脂分 離槽が 、これ が合併 槽の一 部な

のか、 合併槽 の一部 ではな いのか 、分離 をされ た部分 なのか 、そこ だけま ずお答 えく

ださい 。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

御承 知のと おりグ リスト ラップ は産業 廃棄物 で、県 の管轄 になり ます。 グリス トラ

ップの 構造は 、三槽 から四 槽に分 かれて おり… …（発 言する 者あり ）

ｏ議長 （首藤 正君 ） ち ょっと 答弁を させて くださ い。（ 発言す る者あ り）

二十 二番議 員さん 、ちょ っとお 待ちく ださい 。先ほ どの答 弁を続 けてく ださい 。私

はあな たの答 弁を指 示した まんま です。 さっき から答 弁をし たまま でしょ う。答 弁を

続けて くださ い。指 示して おるで しょう 。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） 私が 先ほど 言いた かった のは、 グリス トラッ プの件 は、

レスト ランや 飲食店 、食品 工場等 から出 る油分 を除去 するた めにグ リスト ラップ をつ

けてお ります 。それ から、 ラーメ ン屋、 油をた くさん 使うと ころ、 そうい うとこ ろか

ら流れ る部分 につい ては、 それも 私たち もグリ ストラ ップと 今まで は判断 してお りま

した。 （発言 する者 あり） 私が思 うのは 、合併 処理浄 化槽に も油分 をたく さん使 うと

ころは 、合併 処理浄 化槽の 前に油 脂分離 槽とし てグリ ストラ ップを 設置し ている とい

うこと で確認 してお ります 。この グリス トラッ プ、油 脂分離 槽につ いては 、県の 管轄

で産業 廃棄物 になっ ており ますの で、私 たちも 今のと ころ勉 強不足 のとこ ろがあ りま

すが、 今、真 剣に取 り組ん でおる ところ でござ います 。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） いえ 、だか ら私が 今聞い ておる のは、 私は下 水道の こと

を聞い ておる のでは ないの ですよ 。下水 道は別 府市に 浄化槽 清掃業 者とし て五社 許可

を、許 可をい ただい ている 業者、 この業 者は、 下水道 は当た れない のです 。下水 道と

いうの は、基 本的に これは もう産 業廃棄 物扱い なので す。そ うでし ょう。 そして 、旧
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建設省 、国土 交通省 の権限 、下水 道は。 ですか ら、私 が今お 尋ねし ておる のは、 前の

厚生省 の、環 境省の 管轄に 当たる 浄化槽 の部分 につい てお尋 ねして おるわ けです 。で

すから 、私が 今言っ たよう に、こ の浄化 槽につ いては 、何回 も言う ように 一般家 庭に

はその 規制が ありま せん。 ただ五 百一人 槽以上 は規定 がある 。しか し、瀬 戸内海 汚濁

防止法 の中に 二百一 人槽以 上はこ ういう 設備を しなさ いよと いう法 律下の 中で、 ラー

メン店 とかそ ういう ものも 合併槽 をつく れんこ とはな いのだ 。その 前にち ゃんと した

設備を つくら なけれ ばいか んと。 この前 につけ ておる 設備、 ここが 一番問 題なの だ。

この前 につけ た、で は、あ なた、 グリス トラッ プでも いいわ 、グリ ストラ ップ、 油脂

分類槽 、この ものが 浄化槽 の一部 になる のです か、な らない のです かと言 ってお るの

だ。

ｏ生活 環境部 長（井 上泰行 君） お答え いたし ます。

油脂 分離槽 、もし くはグ リスト ラップ につい ては、 そうい う浄化 槽、合 併処理 浄化

槽、そ れから 下水道 につな ぐ前処 理とい います か、要 はそう いう油 分を取 り除く ため

の施設 という ことで 別とい うふう に考え ており ます。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） そこ が問題 なので す。し かし、 それは 簡単に 、部長 それ

は別か もわか らん。 しかし 、そこ で私は 、法の 整備が おかし いとい うのだ 。では 、い

いです か。こ れね、 大体グ リスト ラップ にして も油脂 分離槽 にして も、解 説書は この

中にい っぱい ありま す。も う読む と長く なるの で、一 週間に 一回は 必ず掃 除しな さい

よと書 いてお る。い いです か、開 けて一 週間に 一回は 必ず掃 除しな さいよ 、しか し、

産業廃 棄物業 者に掃 除をさ せなさ いと書 いてな い。掃 除しな さいと 書いて おる。

では 逆に尋 ねるけ れども 、そう いう油 脂分離 槽の上 の油の 部分ね 、これ は毎日 上げ

られん ことは ないの だ、網 だから ばあっ と引き 上げら れる。 人間が 二人ぐ らいお れば、

あの小 さいの は引き 上げら れる。 それを 、市長 、今度 別府市 が行財 政改革 の中で 事業

所ごみ を民間 委託し ました ね、事 業所ご み。そ の事業 所ごみ の中に 普通の ごみを 私ら

は持っ ていく のよ。 産業廃 棄物だ ろう、 持って いくの よ。そ のもの を上げ たのを 一緒

に、飲 食店の ごみが 出る。 ラーメ ン屋さ んのご みが出 る。そ ういう ものが ちゃん と一

緒にそ の中に 上げた のをふ るって ばっと 入れれ ば、油 がいっ ぱいつ いてお る。そ れは

水分を 切りま すよ、 水がだ ぶだぶ してお るから 。その 中には 、油脂 分離槽 の中に は野

菜とか 御飯粒 とかラ ーメン のかす がいっ ぱい入 ってく るのだ 、そこ には。 流れて くる。

その上 にたま った油 の部分 が産業 廃棄物 ですよ と言っ ておる のだ。 この下 のも一 般廃

棄物だ 。それ と一緒 に引き 上げて 、それ ならそ の下の ごみと 油が混 じって いるや つを

一緒に 袋に入 れれば 事業所 が持っ ていく 。持っ ていく のでし ょう。 全部出 してお る。

それで いいの ですか と言っ ておる 。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。
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グリ ストラ ップは 、三槽 から四 槽の構 造にな ってお りまし て、一 槽部分 のスク リー

ンに残 った部 分、結 局先ほ ど言い ました ように 米粒、 それか ら残渣 で細か い部分 とい

うのは 、一槽 部分の スクリ ーンに たまり ます。 その部 分につ いては 、一般 廃棄物 とし

て処理 してい いとい う規定 になっ ており ますの で、そ の点を 説明さ せてい ただき たい

と思い ます。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） 違う という のだ。 あなた が何ぼ 言って も、そ れなら 、あ

なたは わかっ ておる のか、 その三 槽、四 槽。そ うした ら、三 槽、四 槽の部 分を上 げて

入れた らどう するの かと聞 いてお るのだ 。毎日 上がる のだ、 ごみが ようけ たまる から。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） 先ほ どもい いまし た、一 槽部分 のスク リーン 部分に たま

った残 渣につ いては 一般廃 棄物、 一槽、 二槽、 三槽の 他の部 分につ いては 、すべ て産

業廃棄 物とい うこと で県の 方から 指導を 受けて おりま す。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） では 、それ ならそ の事業 所はだ れが検 査する のです か。

普通、 一般ご み、ま ず別府 市の清 掃課が 収集に 来る。 違う物 を入れ たって 持って いか

ん。持 ってい かんで しょう 。あな た、清 掃課長 も一緒 だから そうだ 。持っ ていか んで

はない ですか 。その かわり 別府市 の名前 を書い た中身 が見え るよう な透明 の袋に 入れ

るよう にした のでし ょうが 。中に 一般収 集でき ないも のを入 れてお ったら 持って いき

はせん ではな いです か。事 業所ご みとい うのは だれも 検査せ んのだ 。持っ ていく のだ。

それな ら極端 な話、 もう一 回それ なら言 うわ。 では、 一槽は 、いい ですか 、いろ んな

ものが たまっ て沈殿 してい る。米 とかい ろんな ものが たまっ ておる から、 それは 一般

廃棄物 でいい のだと 。二槽 、三槽 、四槽 につい ては、 これは 産業廃 棄物だ 。最後 に浄

化槽が あるの だ、合 併槽が 。な、 課長。 うわあ っと混 ぜくっ て水の 中へ流 せばい い。

その上 からど んどん 流して 浄化槽 に入れ 込めば 、これ は一般 廃棄物 ではな いか。 だか

ら私は 何回も 言う。 浄化槽 に入っ た部分 は一般 廃棄物 に姿を 変える のよ。 浄化槽 に入

る前は 産業廃 棄物だ 。そこ の行政 ……（ 発言す る者あ り）、 もうい い。言 いたい のだ、

何で行 政指導 しませ んかと 。行政 だって わから ん。そ れで、 あなた たちが 行政指 導し

たのは 、今度 問題に なって 初めて したの だ。県 を呼ん だ。私 も県に 行った 。電話 もし

た、何 回。県 もあや ふや、 わから ん。そ うでし ょう。 それな ら、部 長、県 がちゃ んと

したこ とを明 確に答 え、で きたで すか、 できん ですか 。でき たかで きない かでい い、

県が。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

昭和 五十年 にこの グリス トラッ プが、 千五百 九十七 戸のレ ストラ ン、飲 食店、 食品

工場等 にグリ ストラ ップの 設置が 義務づ けられ ました 。その 後につ いて、 配置者 にも、

設置者 指導も なされ てない のが現 状です 。県に も中央 保健所 の方か らこの 件がお きま

して、 講師に なって いただ いて説 明会も いたし ました 。議員 さん言 われる とおり 、環
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境省の 方もち ゃんと した見 解はな いとい うこと でござ います ので、 私ども ででき る範

囲の指 導を今 後いた したい と思い ます。

ｏ二十 二番（ 河野数 則君） そこ なので すよ。 市長、 言うよ うに、 それは 業者に も問

題があ ったか もわか らん。 しかし 、県も 国もあ やふや なので す、あ やふや なので すよ。

どこま でがど うかわ かって ない。 ただ、 その上 の油の 部分を 流した ら悪い ですよ 悪い

ですよ と言っ ておる だけ。 それは 全部連 結して おる。 今言う ように グリス トラッ プも

油脂分 離槽も 一槽、 二槽、 三槽あ って、 その後 ろに合 併槽が ある、 浄化槽 がある 。で

は、そ れなら そこか らずう っと、 あれは 上を流 れるで しょう 、上を 。流れ ていく ので

す、ス クリー ンを通 って。 スクリ ーンは とまる ように なって おるな 。流れ ていく のよ。

流れて いって 、ここ の壁か らここ に行っ たら一 般廃棄 物だ、 ここに たまっ ておる 分だ

け産業 廃棄物 。同じ 中につ くって いる。 だから 、今聞 いてお るよう に、そ れなら この

前段の 分は、 これは 産業廃 棄物扱 いの分 は、い いかい 、産業 廃棄物 の扱い の分、 その

分は浄 化槽の 一つの やつを 聞いた のがそ うなの だ。一 緒だ、 全部一 緒のは ずだ。 これ

は法律 がもう 全くで たらめ になっ ておる 。それ と講習 も、部 長、講 習も経 営者に して

もだめ です。 経営者 は現場 にしょ っちゅ う行か ん。経 営者に するな ら従業 員を集 めて

せねば だめ。 そうで しょう 。従業 員を集 めて講 習会を 開かん で社長 だけ集 めて開 いた

って何 になる 。何も ならん 。現場 には運 転手と か従業 員が足 らぬと ころに 社長が 行く

だけだ 。従業 員は毎 日行く のよ。 だから 、言う ように 半年な ら半年 に一回 、そう いう

ものは ちゃん と正し くせね ばなら ん。

しか し、今 回問題 になっ たのも 、私に 言わせ ると、 それは 確かに 経営者 も悪い かも

わから ん。し かし、 現場に 行って それを した工 事者も 、これ も悪い 。わか ってお って

してお る。悪 い。だ から、 今回は 会社だ けがい ろんな 行政処 分を受 けてど うだこ うだ

という 話にな ってお った。 しかし 、これ は両方 悪いで すよ。 せよと 言った のかど うし

たのか わから んけれ ども、 現実に 会社が せよと 言った 。しか し、現 場でし たその 行為

をした 人もや っぱり よくな い。だ から、 経営者 だけが よくて 、それ なら従 業員が 悪い

のかと 、そう ではな い。そ れも、 これは それな らどこ までを 区分け してど うなの かと

いう明 確なも のが出 てない のでこ ういう 問題が 起こっ てくる 。だか ら、や っぱり 県に

も私も 何回も 相談し たけれ ども、 全く返 事がな い。そ して、 この解 説書を 見たっ て出

てこん のです よ、そ のこと が。た だ「油 分を流 しては いけな い」と 書いて おる、 油脂

分離槽 から外 に。そ れだけ しか書 いてお らんの よ。こ れが流 れたら 違反で すよと か、

本来、 今、清 掃課の 課長が 答弁し たよう に、二 種分離 槽とグ リスト ラップ の間だ けは、

これは 一槽を 除いて 全部産 業廃棄 物です よとい う位置 づけだ ったら 、私が 言うよ うに

ホース を持っ てきて 水でじ ゃあっ と流し て、上 をぐう んと上 澄みだ けどん どん流 せば

いい。 掃除す ること もない 。そう すると 掃除も 何もす ること はない 。浄化 槽にぼ おう
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んと放 り込ん だら一 般廃棄 物、産 業廃棄 物では ない。 そうで しょう 。

それ なら、 逆に前 に私が 言うよ うに、 一番先 に、し かし、 課長に 言った ら、あ なた

は勘違 いされ た。一 番先の 一槽が 一番よ うけ来 るのだ 。そう だろう が。一 番先に よう

け来る のだ。 それで 二槽、 三槽と 分かれ ていく のだ。 そうで しょう 。それ であな たが

言った ように 、一槽 目の部 分につ いては 産業廃 棄物で はない 、前に スクリ ーンが ある

から。 それな ら、そ の一槽 目のい っぱい たまっ た中に ぼっと 上げて 、油が 引っつ いて

おる部 分、私 がさっ き言っ たよう に、事 業所ご みと一 緒に混 ぜてビ ニール の袋に ちゃ

んと入 れて持 ってい けば、 ちゃん と収集 してあ そこで 焼いて くれる 。そう でしょ う。

たまた まこれ がどう いう現 状が起 こるか という とか、 一年も 二年も 掃除せ ん人が おる

のだ、 油脂分 離槽も グリス トラッ プも。 そうす ると、 そこに どんど んかす がたま って

きて、 どうし ようも ならん ように なる。 そこで 、業者 に頼む のか、 一般廃 棄物業 者に

頼むの かとい う判断 になる のだな 。それ で一般 廃棄物 という のは、 これは 非常に 難し

い、取 り扱い が。い いです か。扱 うのも 許可を 持たな いとい かん。 運搬す るもの 許可

を持た なけれ ば悪い 。処理 場も持 たなけ ればい かん。 それで 、この 処理場 を持た んと

ころは 、処理 場に頼 んだら 捨て賃 がすご い高い 。産業 廃棄物 だ。だ から、 普通の 小さ

い商売 人とい うのは 、その 金額が 払えん 、産業 廃棄物 扱いに なると 。それ でつい つい

浄化槽 と一緒 に連結 してお るから 、それ ならこ こもな と、こ ういう ふうに なって しま

う、そ れが現 実と思 います よ。

だか ら、悪 い分は 悪い分 、いい 分はい い分で 結構で す。ち ゃんと そうい う法律 があ

るのだ から、 だから そこら 辺もや はり業 者とか いろん な従業 員を集 めて、 関係者 集め

て、行 政とし て、こ の部分 をした らいけ ません よ、こ の部分 はこう ですと やっぱ り説

明会を して明 確にし ておか んと悪 い。も うごっ ちゃ混 ぜにな ってお る。

それ ともう 一つは 、さっ きから 言うよ うに、 市長、 最後は 同じ処 理でき るのに 、国

土交通 省と環 境省と 二つあ る。こ れがま たおか しなこ となの です。 私も国 で調べ たけ

れども 、やっ ぱりど っちも 権力争 いだな 。どっ ちも譲 らん。 このも のは自 分のと ころ

の持ち 分だ、 このも のは自 分のと ころの 持ち分 だ、譲 らん。 それも 妙なこ とだ。 だか

ら、そ こら辺 を次長 ーーも ういい ですー ー今回 いろん な問題 があっ たのを いい教 訓に

して、 どっち がいい とか悪 いので はない 、いい 教訓に してや っぱり 講習会 等を開 いて

業者に もちゃ んと説 明する 。それ で、業 者がそ の説明 の中で 、また 違法が あれば 、ち

ゃんと した対 応をせ ねばな らん。 そこら 辺を要 望して 、七分 だけ残 して終 わりま す。

ｏ議長 （首藤 正君 ） 休 憩いた します 。

午前十 一時五 十五分 休憩

午後 一時 零分 再開

ｏ副議 長（佐 藤博章 君） 再開い たしま す。
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ｏ七番 （野口 哲男君 ） 二 十人ほ ど集ま ってい ただき まして 、あり がとう ござい ます

（笑声 ）。明 るい、 夢のあ る話を これか らちょ っとさ せてい ただき ます。

何か こう、 この前 の議会 の中で 逼塞感 が漂っ ている ような 感じが します ので、 実は

日経新 聞に「 温泉大 賞」、 「ＮＩ ＫＫＥ Ｉプラ ス１温 泉大賞 」とい うのが 、十月 二十

六日に 発表さ れてお ります 。この 中に非 常に温 泉観光 地とし てのあ り方は どうい うふ

うなも のか、 どうい うふう にすれ ばいい のかと いうよ うな、 非常に 示唆に 富んだ 内容

が書か れてお ります 。私は 、これ まで観 光振興 、いろ いろお 話を申 し上げ てきま した。

市長も そうい うこと に対し て、「 やりま すよ」 という 話にな ってき ました けれど も、

きのう も二十 番議員 さんで すか、 非常に 夢のあ る、具 体的に 温泉観 光資源 、温泉 資源

を活用 した観 光資源 はどう あるべ きかと かいう 話があ りまし た。こ の後、 また原 議員

から観 光振興 につい ての話 がある そうで ござい ます。 やっぱ り別府 はどう しても 観光

振興抜 きにし て語ら れない 。必ず 一般質 問の中 で二人 ないし 三人の 方が、 観光振 興に

ついて お話を してお ります 。それ だけ皆 さん、 別府が どうあ るべき か、ど うしな けれ

ばなら ないの か、一 生懸命 別府の ことを 考えて いただ いてい る議員 さんが 多いの では

ないか なとい うふう に思っ ており ます。

ここ の中で 、簡単 に整理 してみ ますと 、観光 のあり 方とい うのは 、別府 あたり は特

に温泉 観光地 として のあり 方とい うのが 、今非 常に整 備をし なけれ ばなら ないと いう

方向に 来てい るので はない かとい うこと で、こ の「温 泉大賞 」がつ くられ たとい うこ

とにな ろうか と思い ます。 この「 温泉大 賞」と いうの はどう いうこ とでつ くられ たか

といい ますと 、温泉 地の活 性化は どうす ればい いのか という ことを まとめ て国民 の方

々に、 これは ランダ ムに抽 出した 方々か ら日経 の「プ ラス１ 」の読 者の方 に問い かけ

て投票 方式で 行われ たもの ですが 、その 中でこ の別府 の観光 地とし ての整 備をど のよ

うにし ていく のかと いう問 題にな るわけ であり ますが 、その ことに つきま して、 観光

に携わ る方々 にこれ を読ん でいた だいた と思い ますが 、この 中身も 含めて どうい うふ

うにお 考えに なって いるの かとい うこと をお聞 かせい ただき たいと 思いま す。

ｏ温泉 課長（ 安部和 男君） お答 えいた します 。

七番 議員さ んが言 われま したよ うに、 「温泉 大賞」 という ことで ござい ます。 「Ｎ

ＩＫＫ ＥＩプ ラス１ 温泉大 賞」は 、生活 者が豊 かな温 泉ライ フを楽 しめる よう、 温泉

地の活 性化を 支援す る目的 で創設 されま した。 選考基 準とし まして は、読 者調査 結果

から得 られた 総合順 位、読 者と上 位三百 の温泉 地、ア ンケー トの結 果から 審査員 が決

定され ており ます。

今回 、一般 の観光 客であ る多く の読者 の方と 温泉観 光の専 門家で 構成さ れる審 査委

員の方 々によ って、 別府温 泉が泉 質賞に 選ばれ たこと は、私 ども温 泉課と しては あり

がたい という ふうに 、そし て別府 にとっ てもあ りがた いとい うふう に私は 思って おり
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ます。

ここ に賞状 をいた だいて おりま す。「 泉質賞 別府 市役所 殿」と いうこ とで、 「別

府温泉 は、審 査の結 果、「 『ＮＩ ＫＫＥ Ｉプラ ス１温 泉大賞 』の泉 質賞に 選出さ れま

したの で、こ こにこ れを表 します 。日本 経済新 聞社」 という ふうに 、温泉 課の方 で、

部長室 の方で 掲示い たして おりま す。

その 中で泉 質賞と いうこ とでご ざいま すが、 別府市 におき まして は、地 球上に は十

一種類 中十種 類の泉 質を持 つとい う泉質 の豊か さ、さ まざま な病気 の予防 、治療 やリ

ハビリ 等の機 能回復 にも効 果が期 待でき る泉質 のよさ という ふうに 、温泉 が本来 持つ

魅力の 面にお いても すぐれ た温泉 として 認めて いただ いたと 私ども 認識い たして おり

ます。

この 機会に 、これ までパ ンフレ ット等 で別府 温泉の 魅力の 一つと してＰ Ｒ等を して

きまし たが、 今後は 、別府 八湯の ＰＲを 兼ねて 八湯ご との泉 質機能 、効能 といっ たよ

うな八 湯ごと の温泉 にこだ わりを 持たせ る形を 、温泉 企画係 でＰＲ を考え ていき たい

という ふうに 考えて おりま す。

ちな みに、 別府温 泉十種 類中、 泉質を 申し上 げます と、単 純温泉 、二酸 化炭素 泉、

炭酸水 素塩泉 、塩化 物泉、 硫酸塩 泉、含 鉄泉、 含アル ミニウ ム泉、 含銅鉄 泉、硫 黄泉、

酸性泉 の十種 類があ ります 。あと 一つは 放射能 泉とい うこと でござ います 。

それ で、温 泉の情 緒を生 かした まちづ くりと いうこ とでご ざいま すけれ ども、 別府

八湯、 明治、 大正か ら著し く栄え て独自 の温泉 場を形 成して きたそ の八湯 の位置 づけ

でござ います けれど も、性 格でご ざいま すけれ ども、 別府温 泉では 観光型 温泉地 、浜

脇温泉 では健 康型温 泉地、 観海寺 温泉は レジャ ー型温 泉地、 堀田温 泉では 田園、 来年

の三月 に落成 します けれど も、完 成予定 でござ います が、堀 田温泉 、田園 保養型 温泉

地、明 礬温泉 では伝 統保養 型温泉 地、鉄 輪温泉 でござ いまし たら湯 治保養 型温泉 地、

柴石で ござい ました ら秘湯 型温泉 地、亀 川温泉 であり ますと 海岸保 養型温 泉地、 以上

のよう にして おりま す。こ ういっ たのを コンセ プトに 考慮し て進め ていき たいと いう

ふうに 考えて おりま す。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） 大 体これ まで言 い続け てきた ことが 、温泉 関係で はまと めら

れたの かなと いう気 がしま す。別 府をさ らに魅 力ある 温泉地 とする ための 条件整 備と

しては 、泉質 、あこ がれ、 それか ら湯治 場とし ての役 割、そ れから まちづ くりを どう

するの か、そ れから 歴史保 存、そ れから 国際化 という ことで 、大体 掲げら れた方 向に

進んで はいる のです が、具 体的に その活 性化を 図る場 合に、 それで は観光 課さん にち

ょっと お伺い したい のです が、温 泉地の 役割と しての 整備と しまし て、ど のよう な考

えで観 光振興 を図っ ていこ うとし ている のかと いうこ とを、 ちょっ とお聞 かせい ただ

けます か。
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ｏ観光 課長（ 吉本博 行君） お答 えいた します 。

先ほ ど、温 泉課長 から答 弁があ りまし たよう に、観 光課と しまし ては、 温泉を 中心

とした 観光立 市であ る別府 市にと りまし て、こ の結果 につい ては大 変あり がたく 思っ

ており ます。 しかし ながら 、全国 的に温 泉地と 言われ ている ところ が多数 あるわ けで、

いかに してこ れらの ところ に対し て優位 性を保 つかと いうこ とを常 に念頭 に置い て考

えてお るとこ ろでご ざいま す。そ ういう 結果を 冷静に 分析し まして 、今、 観光課 とし

まして は、別 府八湯 がそれ ぞれの 個性を 打ち出 す中で 別府全 体の盛 り上げ を図っ てお

るとこ ろでご ざいま す。い ずれに しても 、温泉 を抜き にして 別府は 考えら れませ んの

で、温 泉を基 盤にし た観光 振興に 今後も 努める ととも に、温 泉を取 り巻く 自然環 境や

情趣・ 雰囲気 の整備 、保全 、また 演出を 図るこ とによ り、お 客様と 地元の 方々の 交流

も非常 に重要 な要素 である ことか ら、市 民の皆 様のホ スピタ リティ の意識 の喚起 につ

いても 継続し て取り 組んで まいり たいと 思って おりま すし、 また、 市街地 に点在 して

おりま す温泉 の効果 的な活 用、ま た健康 、いや し、美 ・食・ ウォー キング の、オ ンパ

クに見 られま すよう なイベ ントの 積極的 な推進 、さら に北浜 旅館街 や郊外 からの 商店

街、飲 食街の 回遊性 の創造 、また 情報イ ンフラ の整備 、イン ターネ ットを 使った 情報

発信等 が必要 になる と思っ ており ますの で、こ れは行 政だけ ではな かなか 難しい とい

うこと もわか ってお ります ので、 こうい うのを 認識し ながら 民間の 方々と 一致団 結し

ながら 、多様 なニー ズにこ たえな がら進 めてま いりた いと思 ってお ります 。また 、国

際化に つきま しても 、きの う、市 長が答 弁しま したよ うに、 また、 七番議 員さん が、

常に中 国を押 すのだ という 言葉も 九月議 会でお 聞きし ました が、今 や我々 も中国 、そ

れから 韓国に 向けて 努力し ている ところ でござ います 。また 、チャ ーター 便も、 韓国

からの チャー ター便 も十二 月二十 五日か ら二月 二十六 日水曜 日まで 、週三 便にな るわ

けでご ざいま すが、 これに つきま しても 、二月 まで約 一万二 千人の 韓国か らのお 客さ

んを別 府、こ れは大 分イン ・長崎 アウト 、長崎 イン・ 大分ア ウトと いうよ うなこ とで

約一万 二千名 を送り 込んで いただ けるよ うにな ってお ります ので、 そうい う国際 化に

ついて も今後 も努力 してま いりた いと考 えてお ります 。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） 前 回、質 問した ことが だんだ ん生か されて いると いうこ とで、

心強く 思いま す。

温泉 地とし ての役 割、行 ってみ たい、 行って よかっ たとい う、こ こに、 今回の 賞で

「行っ てみた い温泉 地」の 第一番 が湯布 院、こ れは千 百七十 五点と いうこ とにな って

います 。その 次は草 津、三 番目が 黒川、 四番目 が別府 という ことで す。行 ってみ たい

と思わ れる温 泉地で すね。 「行っ てよか った温 泉地」 、こう なりま すと、 一番が 草津、

それか ら二番 目が湯 布院、 三番目 が別府 になる わけで すね。 その後 、ずっ と続い て六

番目に 黒川が 入って いると いうこ とは、 「行っ てみた い」と いう魅 力ある 温泉地 と、
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「行っ てよか った」 という 評価が 少し異 なって いる。 ここに 私は大 きな問 題があ ると

思うの ですね 。

「行 ってみ たい理 由」と いうの を見ま すと、 「自然 環境が まずい い」と いうこ と、

それか ら二番 目が「 温泉情 緒があ る」と いうこ と、三 番目が 「温泉 のお湯 の質や 量」

という ことな のです ね。こ れは別 府があ るわけ ですが 、それ から「 安らげ る雰囲 気」、

これは 黒川と か湯布 院はそ ういう 雰囲気 ですね 。それ から「 周辺の 観光ス ポット がや

っぱり 魅力あ る」と いうこ となの ですね 。これ が、先 ほど言 ったよ うに湯 布院、 草津、

黒川、 別府と 、別府 が四位 になる わけで すが、 今度、 「行っ てよか った理 由」と いう

のが、 一番が 「自然 環境」 、二番 が「温 泉の質 や量」 、三番 目が「 安らげ る雰囲 気が

いい」 、四番 目が「 温泉情 緒があ る」と いうこ と。そ れから 「宿の 施設」 という のが

四番目 に来る 。この 中で「 行って よかっ た」と いうの が、先 ほど申 し上げ ました よう

に、一 番が草 津、二 番が湯 布院、 三番が 別府と いうこ とにな るわけ であり ますか ら、

ここら 辺に別 府の今 後の一 つの観 光振興 、温泉 を生か した観 光地と しての 振興を 図っ

ていく 一つの 大きな キーワ ードが あると いうふ うに考 えます 。

そう いう意 味で今 後の中 で、特 に別府 は観光 立市で ありま すから 、観光 立市と いう

ことは 、観光 課だけ がやれ ばいい という のでは なくて 、庁内 が横断 的に、 やっぱ り縦

割り行 政とい うのを 我々は どうし ても感 じるの ですけ れども 、今、 市長が うなず かれ

ました けれど も、こ れを取 っ払っ ていた だいて 、各課 が協調 してこ の観光 振興に 取り

組んで いただ く。あ るいは 、先ほ ど課長 が言い ました ように 官民が 共同し てとい うこ

とにな れば、 当然民 の方は どこに この話 を持っ ていけ ばいい のかと いうの がわか らな

い方が 大変多 いわけ ですか ら、一 つのま ち歩き グルー プあた りがど ういう ことを 考え

ている のかと いうこ とも吸 い上げ ていた だいて 、それ が生か せるよ うなま ちづく りを

ぜひお 願いし たいと 思いま す。

行っ てみた いとい う目的 によっ て、家 族と行 く場合 にはど ういう おふろ がいい のか。

それは 、おふ ろに入 れてレ ジャー 施設も あるよ うなと ころが いいと 、それ からカ ップ

ルで行 く場合 には、 これは お忍び という ことに なるわ けです 。もう 二人で 、一目 を気

にしな いこと とかゆ っくり できる という 、そう いう温 泉地。 両親と 行く場 合には 黒川

とか湯 布院の ように 、ちょ っと温 泉情緒 に浸れ る、ゆ っくり 家族で くつろ げる温 泉が

いい。 こうい うこと を、今 、若い 女性が このト レンド を引っ 張って いるわ けです ね。

そうい う意味 でこの ような ことも 分析を して取 り組ん でいた だけれ ばとい うふう に考

えてお ります 。

次に 、観光 はトー タル産 業と私 はずっ と言っ てまい りまし た。観 光とい うもの は、

すべて のもの が含ま れてい る。例 えば鉛 筆一本 も観光 につな がるよ うなこ とにな るわ

けであ りまし て、は し一ぜ ん、そ れから こうい う背広 、背広 を着て いくの は少な いの
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ですけ れども 、いろ んなレ ジャー 着あた りも観 光にす べて結 びつく と。そ の直接 的な

売り上 げを含 めて五 十四、 五兆円 が日本 の国の 中で毎 年ツー リスト 産業関 係で売 り上

げが上 がって いる。 これは 、これ からも っとも っと日 本は観 光に軸 足を移 してや って

いかな いと、 アジア の中で も特に 中国と かに比 べれば 外客が 非常に 少ない 、四百 五十

万人ぐ らい。 千七百 万人ぐ らいが 外国に 行って いると いうよ うなこ とで言 われて おり

ます。

その 中で、 ちょっ と市長 にお伺 いした いので すけれ ども、 市長さ んが何 か、ち ょっ

と新聞 で見た のです けれど も、国 会議員 かどな たかに 「地方 観光都 市から の提案 」と

いうこ とで、 ちょっ ときの う私は これを 初めて 見させ ていた だいた のです けれど も、

「二 十一世 紀の消 費起爆 剤は第 三次産 業であ る。観 光産業 の推進 」とい うこと を出

されて おりま す。こ の中で 、「国 際観光 収支の 大幅赤 字是正 」とい うこと で出し てお

られま すので 、今、 特に日 本の観 光資源 が劣化 してい ると言 われて います 。その 整備

のため にやは り私ど もとし ては、 別府市 全体で も一定 程度の 投資も 可能で あれば 、そ

ういう ことも 含めて 整備を してい く中で 、魅力 ある温 泉観光 地にし ていか なけれ ばな

らない と思う わけで すが、 ここら 辺の関 係をち ょっと 市長さ んにお 尋ねし たいの です

が、ど ういう ことで これは 、どこ にどう いうふ うに出 された のでご ざいま しょう か。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） お 答えい たしま す。

私も 一年数 カ月の 間に、 中国に 種まき に行っ てまい りまし た。そ の結果 、わか った

ことで ござい ます。 どうい うこと かとい います と、観 光だけ をひと つ例に とりま すと、

先般九 月のた しか二 十、二 十一、 日本人 一万人 が北京 に集結 いたし まして 、日中 国交

交流三 十周年 記念を 祝して の集ま りでご ざいま した。 そのと きに新 聞その 他でも 発表

されま したけ れども 、当時 の江沢 民首席 が、「 二十一 世紀は 観光だ 」と、 このよ うに

言って いらっ しゃい ます。 また、 そのと きに一 緒に日 本人と してつ いてい った国 会議

員、国 土交通 省の扇 大臣も 「まさ にその とおり だ」と 。こう いうこ とから して私 なり

にちょ っと勉 強させ ていた だきま した。 国内の それで は実態 はどう なのか 。こう 見て

みます と、先 ほど野 口議員 がおっ しゃい ました ように 、三分 の一し か国外 からお 客が、

外国人 の入国 客は来 ていま せん。 そして 、つぶ さに、 これは どうい うこと だろう かと、

こうし て見ま したら 、日本 人が外 国旅行 でお使 いにな るお金 、海外 支払い 額は四 兆五

千四百 八十四 億円。 ところ が、国 内で外 国旅行 者がお 使いに なるお 金はわ ずか六 千四

百三十 五億円 、十分 の一強 しか日 本に持 ってき てない 。大幅 な観光 赤字で あると いう

ことが わかり ました 。

そこ で、「 これは 」とい うこと で、一 応勉強 させて いただ いたと ころが 、国の 予算

が非常 に少な い、観 光戦略 、観光 宣伝等 におけ る。こ れでは いかん という ことで 、今

までは どちら かとい うと、 マスコ ミの報 道にも ありま したけ れども 、観光 という のは
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単なる 遊びと いうふ うにし か把握 してな いので はない かな。 これは 国の主 要な方 々が、

それぐ らいな 感覚し かない のでは ないか な、こ のよう に思い 、かつ て我が 別府市 の出

身であ りまし た佐藤 文生代 議士も 、観光 議員連 盟で御 活躍い ただき ました けれど も、

佐藤文 生当時 の代議 士が引 退いた しまし てから は、こ れもど うも影 が薄く なった な。

こうい うこと から私 も、各 国会議 員さん にこの ことを ひとつ 知って いただ こう、 そう

いうこ とで「 地方観 光都市 からの 提言」 という ことで お手紙 を出さ せてい ただき まし

た。そ の中に 、これ は四点 ありま すけれ ども、 観光だ けちょ っと言 います と、「 二十

一世紀 の消費 起爆剤 は、第 三次産 業であ る観光 産業の 推進で ある。 一つは 、休日 や生

活のゆ とりか ら来る 内外観 光地の 遊覧と いやし の場の 提供。 もう一 つは、 各地の 温泉

医療・ 療養に ついて は、即 時保険 適用を 実施し ていた だきた い。三 点目は 、未整 備の

高速道 路、地 方への 新幹線 の早期 整備拡 充、こ れを行 ってい ただき たい。 四点目 は、

航空運 賃を安 くして くださ い」、 これを 一つの 提案に させて いただ きまし た。も う一

つは、 先ほど 言った ように 、国際 観光収 支の大 幅赤字 是正、 これを やって いただ かな

ければ という ことで 、最終 的に国 の観光 戦略に おける 認識違 いであ り、立 ちおく れに

ほかな らない 。よっ て今後 、国の 観光予 算の大 幅な増 額を要 望する もので あると いう

ふうに 提言を させて いただ きまし た。

この 件でご ざいま すが、 どうぞ 野口議 員にお かれま しても 、また この面 につい てい

ろいろ のお知 恵をお 貸しい ただけ れば、 このよ うに思 います 。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） こ れは、 私がも う何回 も申し 上げま したと おり、 市長が それ

を理解 してい ただい て、観 光予算 と国土 交通省 を見る と三十 億円ぐ らいし かない そう

ですね 。五十 億にな ったの ですか 、今。 それに しても 非常に 少ない 。それ で観光 振興

のため のいろ んな整 備事業 という のがで きるの かどう か、こ れは全 くでき るわけ あり

ません で、単 にパン フレッ トをつ くって 流すと か、そ のくら いしか やって ないと いう

のが実 情であ ります から、 やっぱ りここ の中で 見えて きたの は、「 日経温 泉大賞 」の

中で、 観光地 として どうい うふう に、自 分たち が知恵 を出し てオリ ジナリ ティー のあ

る観光 地とし てのあ り方を 整備し なけれ ばなら ないと いうこ とにな るわけ であり ます

から、 常々私 は景観 条例も 言って おりま す。都 市計画 課長さ んにも お願い してい ます

けれど も、景 観条例 あたり を早急 に整備 してい ただい て、や っぱり 観光地 は、い つも

言うよ うに清 潔で、 明るく て、花 いっぱ いで、 礼儀正 しいま ちとい うこと が基本 にな

るわけ であり ますか ら、そ れに向 かって 整備を してい くとい うこと をぜひ お願い した

いと思 います 。

だか ら、別 府とし てのオ リジナ リティ ーとい うのは 何なの かとい うこと を、も うお

のずと そこは わかっ てくる わけで ありま すから 、温泉 を生か したま ちづく りとい うこ

とにほ かなら ないわ けであ ります から、 そうい う意味 では、 今言わ れまし たよう に各
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課長さ ん、そ れから 市長が 申し上 げられ ました ような ことも 含めて 早急に 、少し でも

前向き に、お 客さん が魅力 を感じ るよう なまち に官民 挙げて 取り組 めるよ うに、 ぜひ

市役所 の中も 、今、 市長が 先頭に 立って やると いう気 概を示 された わけで ありま すか

ら、縦 割り行 政では なくて 、総務 課長も 観光経 済部長 だけで はなく て皆さ ん、各 部長

さんも 課長さ んもや っぱり 観光の ことは 一生懸 命頭に 置いて 考えて いただ きたい とい

うふう なこと をお願 いして おきま す。

温泉 は、お 湯も含 めたふ ろとか 料理と か接客 とか、 それか ら宿全 体の雰 囲気と いう

のが非 常に大 事にな るわけ ですか ら、そ れに向 かって 別府が 今後ど うなる かとい うこ

とも必 要です 。それ をもう 一遍、 私ね、 どうし ても観 光地で 問題に なるの は道路 なの

ですね 。道路 という のはど ういう ことか といい ますと 、安心 して歩 ける道 路とい うの

が、観 光地の やっぱ り条件 なので すね。 やっぱ り駅前 通りと か、そ れから 今、青 山通

りあた りはウ ォーキ ングツ アーを やって います 。これ はドラ イバー のモラ ルにも つな

がるの ですけ れども 、不法 駐車が あって 、それ をよけ るため に、ま た道路 にはみ 出し

て運転 をして いく、 あるい はそれ が交通 渋滞の 原因に なって いると いうよ うなこ とも

含めて 、歩く ときに 歩道の ない道 が別府 にはた くさん ありま す。そ ういう 意味で 時間

帯とか 曜日に よって 歩行者 天国に しても いいの ではな いか。 もう一 つ進ん で言え ば、

一定程 度、ド イツの バーデ ンバー デンみ たいに 、もう 道路は 全部市 街で乗 れない よう

に駐車 場をつ くって 、そこ から先 は全部 公共の バスで やって 乗り込 む、お 客様も 市民

も。そ ういう ふうに して観 光客を 大事に 、それ からま た市民 の安全 も守る という こと

を考え る時期 に来て いるの ではな いかな 。青山 通りを あれだ け歩道 を広げ ていた だい

て、ツ アーの 主催者 あたり は大変 喜んで おりま す。そ ういう 意味で 北浜温 泉街も 今、

道路整 備をや ってい ますけ れども 、あそ こも一 定の時 間はも う自家 用車は 全部シ ャッ

トアウ トする 、営業 車だけ はそれ はしよ うがあ りませ んから 、入っ ても結 構です けれ

ども、 そうい うふう な思い 切った ことも 市民の コンセ ンサス を得て やらな ければ なら

ない。 タイペ イあた りが、 市長選 にまで 問題に なった のです けれど も、あ のタイ ペイ

の交通 渋滞を 解消す るかど うかが 、これ は一つ の市長 を選ぶ バロメ ーター になっ てい

るとい うのが あるわ けです から、 そうい う意味 では別 府も道 路の活 用につ いては 、ぜ

ひ観光 客ある いは市 民が安 心して 歩ける ような まちづ くりを 考えて いただ きたい とい

うこと をお願 いしま して、 観光の 関係に ついて は、き のうも いろい ろあり ました し、

また原 さんも やるそ うです から、 この件 につい ては、 今回は この程 度でお さめま す。

次に、 「もの づくり 学校」 という ことを 私、今 お出し をして います 。なぜ 私がこ うい

う 「 ものづ くり学 校」と いうこ とを取 り上げ たかと 申しま すと、 学校週 五日制 にな

って、 私は、 今、小 学校の 野球の コーチ とか、 それか ら今回 、観海 寺の山 の上の 方に

休耕田 があり ますが 、そこ を耕運 機を田 舎から 借りて きて掘 り起こ して、 前回ソ バを
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植えて みたの ですけ れども 、そこ で竹炭 を焼い たり、 まあ、 炭焼き 窯があ るわけ です

が、そ れを活 用した ものが できな いか、 あるい はソバ をつく ってそ ば打ち 体験が でき

ないか 、それ から竹 細工を できる ような ことが できな いか、 これは ユース の社長 さん

ともお 話をし まして 、小学 校の一 泊二日 で、包 丁にな じませ るため に料理 をつく った

り、い ろんな 体験を させる ような ことが できな いかと 思って 、それ を研究 してき まし

た。勉 強して きまし た。特 に、今 非常に 私が危 惧する のは、 技術的 な継承 という もの

が、こ の日本 の中に そごを 来して いるの ではな いか、 やられ てない のでは ないか 。一

生懸命 、子供 が勉強 するの はわか るので すけれ ども、 目標を 持って ない子 供とい うの

が非常 にふえ ている ような 気がし ます。 朝、毎 日私は 家の前 に出て 、子供 のちょ うど

通学路 になっ ていま すから 、あい さつを すると 、最近 やっぱ り向こ うから あいさ つす

るよう になり ました 。それ は親と して、 また我 々が子 供さん 、もう 小さな 子供は うち

にはい ないわ けです けれど も、そ ういう 小さい 子供を 持った 親御さ んたち は、非 常に

忙しい のです ね。二 人で共 稼ぎを して働 いてい る。と うとう そうい う意味 で南立 石校

区では 、親御 さんが 子供会 に参加 できな いとい うこと で、子 供会が どんど んすた れて

いきま した。 今残っ ている のは、 南荘園 町に一 つだけ です。 そうい う意味 で、今 後や

はり、 「もの づくり 学校」 と書い てあり ますけ れども 、子供 と大人 が遊ぶ 場、接 点を

持てる 場をど こかに つくる 必要が あるの ではな かろう かな。 その中 から遊 び心を 通じ

て自分 の目標 とか、 そうい うもの が持て る子供 、それ から最 終的に は、た だ単に 学力

だけで はなく て、い ろんな 経験を させる 中から 自分の 目標が 持てる ような 状況が つく

り出せ ること が一番 いいの かなと いうこ とを今 考えて 、こう いう質 問をし たわけ であ

ります 。

そうい う意味 で、こ れから 先、学 校教育 の中で 学校週 五日制 から、 今どの ような 取り

組みが なされ て、ど のよう に考え ておら れるの かとい うこと につい て、ち ょっと お聞

かせい ただけ ますか 。

ｏ学校 教育課 長（小 畑善実 君） お答え いたし ます。

子供 が自分 の目標 を持て る教育 でござ います が、各 学校で は、毎 日の授 業の中 で、

知識だ けでは なく、 みずか ら課題 を見つ けみず から解 決する 学習に 取り組 んでい ると

ころで ござい ます。 このよ うな学 習を通 しまし て、関 心・意 欲・態 度を大 切に、 目標

を持っ て学習 に取り 組める 子供の 育成を 目指し ている ところ でござ います 。とり わけ

今年度 から本 格的実 施にな りまし た総合 的な学 習の時 間では 、子供 の興味 ・関心 に合

わせま して課 題別に 取り組 む学習 を展開 してい るとこ ろでご ざいま す。具 体的に は、

本年度 研究発 表いた しまし た南立 石小学 校では 、七番 議員さ んもゲ ストテ ィーチ ャー

としま して、 小学校 六年生 の校区 の歴史 マップ づくり の学習 に御参 加いた だいて いま

した。 また、 学校の 方にお 聞きし ますと 、議員 さん御 自身も 、夏に は子供 たちと 一緒
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に校区 の歴史 探検を してい ただい たとお 聞きし ていま す。こ のよう に課題 に応じ まし

て、地 域の方 々を講 師にお 招きし 、技術 などを 学んで いる学 校がご ざいま す。こ のよ

うなさ まざま な実践 が、好 奇心を 持ち、 熱中し て課題 に取り 組み、 個性豊 かな子 供の

育成に つなが ると考 えてい ますし 、校外 活動の 活性化 にもつ ながっ ていく と考え てい

ます。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） 私 のこと はさて おいて 、やっ ぱり学 校でや れるこ との限 界と

いうの がかな りある と思い ます。 そうい う意味 で、我 々はや っぱり 大人と して次 代の

子供を 育てる という 意味で やらな ければ ならな いこと がある のでは なかろ うかな とい

うふう に考え ておる わけで ありま して、 ただ、 それは ボラン ティア とかい ろんな 方々

に頼ら なけれ ばなら ないわ けであ ります 。その ボラン ティア の登録 とか、 あるい は問

題にな るのが 、では 、どこ でどう いうふ うにす るのか という ことに なると 、「空 き教

室」と いうの は、言 ったら いけな いそう ですが 、「余 裕教室 」とい います かね、 余裕

教室と いうの がこれ から活 用でき るのか どうか 、ある いは、 先般、 六番議 員が質 問し

ました けれど も、南 小学校 の跡地 ですね 、そう いうと ころが 空いた 場合に こうい う活

用とい うもの が図れ るのか どうか 、その 辺につ いてお 聞かせ いただ きたい と思い ます。

ｏ教育 総務課 参事（ 穴見公 司君） お答 えいた します 。

まず 、最初 の余裕 教室の 件であ ります が、生 徒数の 減少に よりま して、 普通教 室と

してこ れまで 使用さ れてき た教室 がござ います 。これ は、現 在、各 学校で は教育 相談

室とか 、ある いは生 徒会室 、児童 の場合 は児童 室にな ろうか と思い ますが 、そう いっ

た教室 や少人 数授業 のため の教室 、それ から集 会室、 会議室 等々自 主的に 活用が 行わ

れてお るとこ ろであ ります 。

それ から、 二点目 のお尋 ねの南 小学校 の跡地 の件で ござい ますけ れども 、現在 では、

南小学 校がー ー予定 でござ います がーー 平成十 六年の 三月ま で子供 たちが 学習や 生活

の場所 として 使用し ていく 予定で ござい ます。 校舎や 体育館 を含め た跡地 の活用 につ

きまし ては、 教育委 員会だ けでの 判断は できま せんの で、全 庁体制 で考え ていく 必要

があろ うかと 考えて おりま す。そ の中で 地域の 方々の 思いと か、あ るいは 市民の 方々

の御意 見・御 要望等 がある と思わ れます ので、 そうい ったお 話等を お伺い しなが ら活

用方法 につい ては今 後検討 してい く、こ ういう ふうに 考えて おると ころで ござい ます。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） ぜ ひ活用 できる ように 、市長 、これ は教育 長とお 話をし てい

ただい て、確 かに余 裕教室 、いろ んなこ とに使 うとは 思うの ですけ れども 、たく さん

広いと ころは 要らな いわけ ですか ら、理 科教室 とか実 験室と か、そ ういう ところ があ

ればち ょっと 貸して いただ く。

それ ともう 一つは 、いろ んな工 具とか 備品と かいう ものが 、各学 校には あるは ずで

ありま す。そ ういう ものが 使われ ている かどう かとい うのは 、ちょ っと私 もまだ わか

－３４－



りませ んけれ ども、 かなり 死蔵品 という のはお かしい ね、稼 蔵品か 死蔵品 といい ます

か、も う何年 も使っ てない 、ただ し、そ れはま だ使え るとい うよう なもの がかな りあ

るとは 聞いて おりま す。そ ういう ものも 、余裕 教室と あわせ て使わ せてい ただけ るの

かどう か。

それ から、 もう一 つは、 ボラン ティア の募集 を我々 がやり たいわ けです が、い かん

せんイ ンター ネット とかそ ういう もので 呼びか けても 、なか なかお 年を召 した方 には

指さら ない場 合があ ります から、 これは 市報を 活用し たり、 いろん な意味 でそう いう

ことを やらせ ていた だきた いと思 います が、そ の件が 一点と 、もう 一点は 、最後 に、

やっぱ りどう しても 子供さ んを預 かる以 上は、 けがを したり いろん な事故 が起き た場

合に、 我々が 一番そ の辺を 危惧す るとこ ろなの ですよ ね。だ から保 険の適 用とか 、そ

ういう ものが どうな るのか 、この 三点に ついて 教えて くださ い。

ｏ教育 総務課 参事（ 穴見公 司君） お答 えいた します 。

余裕 教室の 活用等 につい てでご ざいま すが、 現在、 各学校 で自主 的な活 用が図 られ

ており ます。 これは 、第一 義的に 当該校 で必要 として いるス ペース の整備 を行い 、特

に子供 の学習 や生活 に直接 役立つ スペー スとし て活用 してま いって おりま すので 、今

後、空 くとす れば、 またそ ういっ たこと も含め て検討 してい きたい と思っ ており ます。

それか ら、次 の備品 のこと につい てであ ります が、学 校には さまざ ま数多 くの備 品が

ござい ます。 その使 用形態 に当た っては 、年に 回数が 数回か ら、そ れから 頻繁に 使う

等、い ろいろ あろう かと思 います 。そう いうさ まざま な備品 がござ います が、外 部の

方に使 ってい ただく という ことを 考えた 場合に は、学 校教育 に支障 のない 範囲で 、例

えば社 会教育 とか、 あるい は公共 のため に一時 的に使 ってい ただけ ればと 、こう いう

ふうに 考えて おりま す。た だ、そ れを学 校の中 でも有 効に活 用した いと思 います ので、

そのま まそっ くり「 どうぞ お使い くださ い」と いうこ とには 、ちょ っとそ このと ころ

まで考 えてい ません ので、 御理解 してい ただき たいか と思い ます。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） そ れはあ る程度 現場で 融通が 効くよ うな制 度にし てもら えば

と私は 思うの ですね 。一々 教育委 員会に 文書を 出して とか何 とかに なると 、なか なか

うまく いきま せんの で、学 校長あ たりに 申し込 みをし てお願 いをし てそれ ができ ると

いうよ うなこ とでで きれば という ふうに 考えて おりま す。特 に私た ちが今 一番考 える

のは、 私の家 の前に 小さな 公園が ありま すけれ ども、 そこに 女生徒 がひざ を組ん で座

り込ん でだべ ってい る。私 は言っ たので すよ、 「おい 、そん なとこ ろに座 り込ん で大

丈夫か 、おま え、汚 いのだ ぞ、地 べたに 座り込 んで」 と言っ たら、 今それ がはや りか

もしれ ません けれど も、や っぱり 目が輝 いてい るとい うか、 そうい う感じ は余り ない

のです よね。 だから 、いわ ば発展 途上国 の子供 が、目 をきら きらさ せて、 自分は 何に

なりた いから 勉強し たいと 必死な 思いで アフガ ニスタ ンの子 供さん あたり がテレ ビに
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訴えて いまし たけれ ども、 そうい うハン グリー 精神と いうの が、日 本には もうす でに

失われ てしま ったの かなと いう気 がしま すし、 そうい う意味 では今 回の「 ものづ くり

学校」 、最終 的には ドイツ とかイ タリア 等があ ります けれど も、こ れは徒 弟制度 がま

だ残っ ていま して、 親方の もとで ガラス 細工を したり 、ある いは金 工細工 をした り、

自分で 腕に身 をつけ てマイ スター という 制度が ありま すけれ ども、 日本も そうい う制

度をぜ ひ今後 取り上 げてい って、 自分の 目標を 持った 子供が たくさ ん、自 分の目 標に

向かっ て進め るよう な教育 という ものを 現場か らやっ ていく 必要が あるの ではな いか

な。

だか ら、文 部省が いろい ろ考え ていま すけれ ども、 文部省 のお役 人さん が考え るよ

りは、 やっぱ り現場 主義と いいま すか、 企業で も何で もそう ですけ れども 、現場 がそ

ういう ことを 考えて やって いくと いうこ とが非 常に大 事では ないか と思い ますの で、

教育長 、ひと つ今後 ともよ ろしく お願い いたし ます。

では 、次に 、環境 行政と いうこ とでひ とつ。 （発言 する者 あり） では… …。

ｏ教育 長（山 田俊秀 君） 今の問 題でお 答えし たいと 思いま す。

実は 昨年度 、市民 の方か ら「も のづく り学校 」をつ くりた いとい う申し 入れが あり

まして 、場所 等につ いて問 い合わ せがあ ったわ けです 。それ につき まして 、いろ いろ

場所を 探しま して、 ある学 校で、 それで は使っ てよか ろうと いうと ころま でなっ て、

具体的 な話を 詰めて いった のです が、実 は学校 の方も 、使い たいと いう教 室は学 校も

使うも のです から、 日程的 な調整 ができ なくて 、その 後、学 校の方 に、そ れでは あと

当事者 と十分 話し合 ってく れとい うこと でやっ ていた のです けれど も、今 年度に なっ

てちょ っとそ このと ころが 途絶え ている ような 状況で す。私 どもと しても 、今、 七番

議員さ んがお っしゃ ったこ とにつ いては 、大い に前向 きに検 討させ ていた だいて いる

つもり でござ います 。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 「 ものづ くり学 校」に ついて は、大 変前向 きなこ とだと 思い

ます。 私も、 直接こ れにつ いてお 聞きし たこと がござ います 。何と かして あげた いな

という のが現 状でご ざいま すが、 今、学 校現場 に置い ては、 教育委 員会が その範 疇で

ござい ますの で、教 育委員 会にお 願いし ており ます。 ひとつ 人づく り、物 づくり 、ま

ちづく り、お 互いに 相関関 係があ ると思 います し、ま た観光 都市と しては 、これ が大

きな基 本にな ろうか と思い ます。 ですか ら、皆 さん方 の要望 に沿う ように 私も努 力を

させて いただ きたい 、この ように 思いま すので 、どう ぞひと つもう ちょっ と時間 をい

ただき たいと 思いま す。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） で は、教 育長と 市長さ んがお 答えい ただき ました ので、 この

件はこ れで、 要望も 含めて お話を させて いただ いて、 終わり たいと 思いま す。

もう一 つは、 環境行 政とい うこと で、た またま 私が通 りかか ったと ころ、 高速道 路の
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すぐ上 のやぶ の中で 男性の 方が、 不法投 棄され たごみ を整理 をされ ていた 。立ち どま

って聞 いてみ ると、 私が見 た内容 では、 缶ビー ルのこ んな袋 に入っ たもの とか、 それ

から浄 化槽に 使うモ ーター とか、 これは 業者が 捨てた のでし ょうけ れども 、掃除 機と

か電化 製品と か多種 多様の ものが そこに 捨てて あるわ けです ね。そ の奥の 方に、 「行

って見 てくれ 」と言 うので 、私は 行って みまし たけれ ども、 そこに もやっ ぱりい ろん

なごみ が、例 えば顕 著なの は自分 のとこ ろの畑 のごみ を、草 取りを したも のをそ こに

捨てて あるの ですね 。トマ トのこ んな枯 れたも の、ト マトが ならな くなっ たよう なも

のをた くさん そこに 捨てて あると いうよ うなこ とで、 これは モラル の問題 になる ので

すけれ ども、 何回も この不 法投棄 が出て きます から、 今後や っぱり これは 、モラ ルを

待つと いうこ と、モ ラルの 向上を 待つと いうこ ともな かなか 難しい ので、 大分市 では

不法投 棄者が 逮捕さ れたと かあり ますけ れども 、残念 ながら 別府市 ではそ ういう こと

は聞い たこと もない し、ど のよう に管理 をして 取り締 まりと いった らおか しいの です

けれど も、や ってい るのか 、それ につい て考え 方をお 聞かせ いただ きたい と思い ます。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

不法 投棄対 策とし ては、 その現 場や不 審車両 を発見 するこ とが最 も効果 的であ ると

考えて おりま す。そ こで、 郵便局 と不法 投棄の 防止に かかわ る協力 協定の 締結、 巡回

パトロ ールの 強化、 警告看 板等の 設置等 の対策 を実施 してい るとこ ろでご ざいま すが、

決定的 な対策 がない のが現 状であ ります 。今後 も関係 機関と 連携を 図り、 粘り強 く対

応して まいり たいと 考えて おりま す。よ ろしく お願い いたし ます。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） こ れ以上 言って も、な かなか 具体的 なあれ はでき ないで しょ

うけれ ども、 ぜひそ れで、 あちこ ち今、 市内で 悲鳴を 上げて いる方 、住民 の方々 も悲

鳴を上 げてい るとこ ろがあ ります から、 きめ細 かにそ ういう ことの 対応を しなが ら、

市民の モラル を向上 させる にはど うすれ ばいい のかと いうこ とも考 えてや ってい ただ

きたい と思い ます。

その 中で非 常に今 回、二 十三、 二十四 にクリ スマス 花火の 別府花 火大会 という のが

ありま すので 、ファ ンタジ アです か、イ ルミネ ーショ ンの点 灯式で 市長も 私もそ こに

出席さ せてい ただい たので すけれ ども、 小学生 から高 校生ま での子 供さん たちが 、

「エコ クラブ 」とい うので すか、 正式な 名前は ちょっ とわか らない のです けれど も、

花火会 場で毎 年やっ ていま すけれ ども、 すべて のごみ を分別 しまし て、そ れでア ピー

ルをし ながら 「エコ クラブ 」の活 動をや ってい るとい うよう なこと があり まして 、そ

ういう ことが やっぱ り市民 の一つ の意識 改革と か意識 向上に 非常に 役立つ のでは ない

かな。 親とい うのは 、やっ ぱり子 供がや れば、 どうし ても親 もやら なけれ ばなら んと

いうこ とにな るわけ ですか ら、そ ういう 意味で 今後の そうい う意識 を高め て高揚 させ

るため にどの ように 考えて いるの かとい うこと を、ち ょっと お聞か せいた だきた いと
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思いま す。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

御指 摘の活 動は、 一昨年 から学 生ボラ ンティ ア、高 校生の ボラン ティア が取り 組み

をして いただ いてお り、回 収した 有価物 につい ては、 独自の ルート でリサ イクル をし、

スチー ル缶、 瓶、ペ ットボ トルに ついて は、市 が回収 し、リ サイク ルを行 ってお りま

す。そ れで、 来春に はその 収益金 で苗木 を購入 して植 林をす る予定 だと聞 いてお りま

す。他 にも「 ごみ仲 間連絡 会」が 行って いるフ リーマ ーケッ トや有 価物の 回収団 体に

よる廃 品回収 など、 多く団 体にご み減量 ・リサ イクル に御協 力をい ただい ておる のが

現状で ありま す。こ のよう なボラ ンティ アの活 動の広 報のあ り方を 含め、 モラル 向上

に向け た啓発 活動に 結びつ けられ るよう に方策 を検討 してま いりた いと考 えてお りま

す。

ｏ七番 （野口 哲男君 ） そ ういう ことを やって いると いうこ とも、 市民の 方が知 らな

い人が 多いも のです から、 そうい うこと を称揚 してい ただく という ことを 、ぜひ お願

いした いと思 います 。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 私 も、当 日参加 させて いただ きまし て、こ の「エ コクラ ブ」

という のを初 めて知 ったわ けでご ざいま す。高 校生、 それか ら中学 生がい らっし ゃっ

たかも しれま せん。 その方 々が、 花火の 現場で 分別収 集でち ゃんと してい ただい てい

る。こ れはこ れは感 心なこ とだな 。この ような 学生さ んがど んどん 別府市 内から 出て

いただ ければ 、大変 すばら しい環 境づく りにな るかな と、こ のよう に思い ました し、

また一 面、市 内にも あちこ ちでこ ういう ボラン ティア 的に清 掃活動 やら、 また分 別収

集やら に御活 躍いた だいて います し、町 内ごと にまた 自治会 長が中 心にな って大 変よ

くやっ ていた だいて いると ころも ありま す。ま た個人 的に気 がつき ますが 、連続 して

学校の 周辺の 落ち葉 、その 他をき れいに はわい ていた だいて 、自分 のお聞 きしま した

お話は 、体を 動かす のでス ポーツ 、運動 がわり にやっ ている のだと いう、 こうい うお

話もあ りまし たけれ ども、 こうい う方々 がどん どんふ えてい らっし ゃるこ とに対 して

は、大 変喜ば しく思 います 。

また 、先ほ ど御指 摘いた だきま したけ れども 、縦割 りでは なくて 広くと いうこ とで

ござい ますが 、官民 挙げて という 御指摘 もいた だきま した。 今、部 課長を 中心に いた

しまし て、各 地域に 、各町 内にそ れぞれ 出てい ただい て、そ の地域 の皆さ んと交 流し

ながら 、そう いうい ろんな 意見を 吸い上 げてい ただき たい。 また、 市役所 の職員 とい

えども 、そう いう地 域に根 ざして 活躍を してい ただき たいし 、そし て相互 交流を 図っ

ていた だきた いとい うこと で、今 、部課 長を中 心とし ていろ んな意 味で地 域に根 ざし

た運動 に取り 組むよ うにな ってお ります ので、 この点 につき まして も、本 当にあ りが

たい御 提言だ と、こ のよう に思い ます。 ありが とうご ざいま した。
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ｏ七番 （野口 哲男君 ） 大 変すば らしい ことで すが、 部課長 だけで はなく て別府 市の

職員の 方々が 、やっ ぱり地 域と連 携をし ながら いろん なこと をやっ ていけ ば、ひ とつ

お願い をした いと思 います 。

時間 がなく なりま したの で、あ とは市 の環境 美化条 例とい うこと で、俗 にいう ポイ

捨て条 例です ね。そ ういう ことを 地域を 決めて やった のです けれど も、こ れはな かな

か私と しては 、今い ち実効 が上が ってな いとい うふう に思い ます。 これは 答弁は もう

要りま せんの で、今 後地域 を拡大 して別 府市全 体にす る中か らやっ ていた だく。 それ

から、 先般の 新聞に ありま したよ うに、 福岡市 でも歩 きたば この禁 止とい うのが 出て

います 。これ は、自 民党福 岡市議 団がや ったの です。 我々も 、別府 市議団 もこれ はや

らなけ ればい かんか なと、 ちょっ と一歩 先を越 された なと残 念に思 うので すけれ ども、

観光地 の大事 なとこ ろ、別 府駅と かバス が乗降 すると か、そ ういう ところ のです ね。

この歩 きたば ことい うのは 、決ま ったと ころで 飲んで いただ ければ 、吸っ ていた だけ

ればい いわけ ですか ら、こ ういう 条例等 も含め て検討 してほ しいと いうこ とをお 願い

してお きたい と思い ます。 その二 点。

それ から、 最後に 、別府 市体育 館の関 係につ いてち ょっと お話を させて いただ いて

おきま す。

総合 体育館 、これ は今後 、管理 運営に ついて は、い ろいろ 検討中 だそう でござ いま

すが、 この総 合体育 館の管 理につ いて、 今ネー ミング ライツ という 一つの 手法が ある

わけで すよね 。体育 館その ものに 名前を つけて 、深谷 市でし たかね 、「ビ ックタ ート

ル」と いう、 「大き な亀」 という 意味の ネーミ ングが ついて いまし たけれ ども、 そう

いうネ ーミン グライ ツを図 って、 そこに 広告を 、運営 資金調 達のた めに広 告主を 探し

て、そ の広告 主がお 金を出 してい ただい て経営 をして いくと いうの ですか 、そう いう

ことを やって いる。 これは 東京ス タジア ムとか 、アメ リカで はもう ほとん ど、大 リー

グの球 場とか そうい うとこ ろはこ れをや られて いるよ うであ ります けれど も、せ っか

く別府 もいい ものを つくる わけで すから 、今、 この景 気でな かなか お金を 出して くる

企業が 少ない かもし れませ んけれ ども、 管理運 営の一 つの手 法とし てネー ミング をつ

けると いうこ とと、 ネーミ ングラ イツと いうか 、後援 企業を 探して 管理運 営に取 り組

まれた らどう かなと いう御 提案を して、 一応私 の質問 を終わ りたい と思い ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） で は、高 齢者の 福祉に ついて 質問を させて いただ きます 。

介護 保険事 業策定 委員会 に、私 どもが お願い しまし たよう に、市 民の方 からの 二人

の公募 、それ で策定 委員会 に出さ れた資 料と、 また議 事録の 公開な どもし ていた だい

ており まして 、陣容 を新た に第二 期介護 保険事 業策定 委員会 が、今 開催さ れてい るそ

うです 。十一 月十三 日にも 開催さ れたそ うです が、現 時点で の介護 保険事 業策定 委員

会の進 捗状況 につい てお伺 いをし たいと 思いま す。
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第二期 の介護 保険料 は、ど うなり ました でしょ うか。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。

去る 十一月 十三日 に開催 いたし ました 第三回 の事業 計画策 定委員 会に、 現段階 にお

ける介 護サー ビス料 の三カ 年の見 込みと 次期保 険料推 計をお 示しい たしま したが 、そ

の中で 算出し た保険 料推計 は、月 額三千 二百十 一円で あり、 現行基 準額と ほぼ同 額と

なって おりま す。し かしな がら、 明年二 月に、 国にお きまし て介護 報酬単 価の改 正が

予定さ れてお ります ので、 サービ ス料に つきま しても 若干の 変更が 生じる ことが 予想

されて おりま す。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 現 在とほ とんど 変わら ないと いうこ とで、 受け取 らせて いた

だきま す。

引き 続きま して、 十三年 度介護 保険特 別会計 の決算 が確定 したわ けなの ですけ れど

も、そ の積立 金収支 決算及 び十四 年度の 予想を 教えて いただ きたい と思い ます。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） まず基 金の保 有額で すが、 二億九 千五百 二十万 五千

九百二 円でご ざいま す。そ れから 、十三 年度の 剰余金 といい ますか 、繰り 越しが 一億

五千三 百六万 五千八 百五十 四円の 、合計 四億四 千八百 二十七 万一千 七百五 十六円 とな

ってお ります 。十四 年度の 見込み は、現 在のと ころ、 ほぼ予 算どお りで私 たちは 考え

ており ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） こ の四億 五千万 は、六 十五歳 以上の お年寄 りから 徴収し た保

険料と 理解し てもよ ろしい でしょ うか。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） そのと おりで ござい ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） そ ういた します と、こ の保険 料を次 の二期 計画の 保険料 引き

下げに 充てて はいか がでし ょうか 。保険 料引き 下げを 要求し たいと 思いま す。

ｏ福祉 保健部 長（岡 部光瑞 君） お答え いたし ます。

先ほ ど、保 険料が どうな るかと いうこ とにつ きまし ては、 ほぼ課 長が答 弁した とお

りでご ざいま すが、 後の質 問で、 四億五 千万円 が六十 五歳以 上の人 が納め た保険 料か

という 質問が ありま したが 、それ は最終 的には 入と出 の関係 で四億 五千万 が残っ たと

いうこ とでご ざいま す。

それ から、 保険料 四億五 千万を 使って 軽減で きない かとい う御質 問でご ざいま すが、

保険料 の決定 をする のは、 策定委 員会の 中で決 定され るわけ でござ います が、私 ども

事務方 といた しまし ては、 三つの 点につ きまし て、保 険料を 下げる ことが 困難で ある

という ふうに 考えて おりま す。

その 第一点 目でご ざいま すが、 保険料 を決定 する資 料を策 定しま して、 策定委 員会

に提出 するわ けでご ざいま す。そ のとき 、介護 サービ ス料を 幾らに するか という 推計

を出し まして 、保険 料を推 計する わけで ござい ます。 その介 護保険 料を推 計する に当
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たりま して、 介護保 険のサ ービス 料がど のくら いふえ ていく か、右 肩で四 十五度 でふ

えるの か、そ れとも 十度ぐ らいで 伸びる のか、 そこの ところ が非常 に難し いわけ でご

ざいま すが、 事務方 として は、余 り伸ば して考 えてお りませ ん。そ れで保 険料を 決定

してお ります ので、 介護サ ービス 料がふ えます と赤字 になる という ことが 考えら れま

す。

それ から、 二点目 としま しては 、サー ビス料 がどん どんふ えてお ります 。そう いう

ことか ら考え ますと 、今後 三年後 に保険 料の見 直しを するわ けでご ざいま すが、 その

ときに 赤字に なって いれば 改定幅 が大き くなる という ことも 考えら れます 。

それ から、 三点目 としま して、 赤字に なった 場合に お金を 借りる のでは なくて 、そ

の四億 五千万 の中か ら使っ ていき たい。 そのた めには 少し保 有して おきた いとい う考

えを持 ってお ります ので、 現在の 保険料 でいき たいな という ふうに 考えて おりま す。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） そ ういた します と、そ の四億 五千万 の原資 は、私 どもの 考え

と課長 の考え と違う かと思 います が、と りあえ ずはそ の四億 五千万 のいわ ゆる黒 字が

あると いうこ とにな るわけ ですね 。その 四億五 千万の 黒字は 、将来 、介護 保険財 政が

赤字に なるか もしれ ないか ら、と ってお くのだ という ことな のです ね。私 どもが 市民

の皆さ んにお 願いし ました アンケ ートの 回答で は、「 介護保 険料に ついて 高過ぎ る」

という 方が六 八％、 「今程 度なら いいや 」とい う人が 二三％ 、「そ の他、 まだ納 めて

いない からわ からな い」と いう方 など八 ％にな ってお ります 。私ど もは、 別府市 のお

年寄り の生活 実態と 、また その苦 しい生 活の中 から介 護も受 けてい ないの になぜ 払わ

なくて はなら んのか という お年寄 りの気 持ちか ら見て も、こ れから も引き 続き介 護保

険料引 き下げ を要求 してい きたい と思い ます。

二〇 〇二年 四月一 日現在 で全国 で四百 二十九 市町村 、そし てほか に国が 保険料 を一

律に減 免して はいけ ないと か、全 額を免 除する なとか 、一般 財源か ら出し たらい けな

いとか 、そう いう三 原則を 国が持 ってい るので すけれ ども、 それを 無視し た市町 村が

百十六 になっ ており ます。 保険料 の負担 が重い という のは、 今や大 きな世 論にな って

おりま す。そ の保険 料引き 下げが 、今と もかく 別府市 はでき ないと いうこ となら 、今

年度か ら市民 の皆さ んの声 を認め ていた だいて 現在始 められ ている 介護保 険料減 免の

実情と 、境界 層該当 という のが、 別府市 におい てはど のよう に運用 されて いるの か、

そのシ ステム の説明 をお願 いいた します 。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。

保険 料軽減 の申請 の状況 でござ います が、十 一月末 におき まして 、第一 段階の 保険

料適用 者の申 請が十 四件、 軽減予 定額が 十三万 四千四 百円、 第二段 階の保 険料適 用者

の申請 百件、 軽減予 定額七 十七万 六千円 、合計 で百十 四件、 九十一 万四百 円の軽 減予

定額と なって おりま す。
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それ と、境 界層該 当のシ ステム でござ います が、具 体的な 事務手 続きで 説明さ せて

いただ きます と、福 祉事務 所は、 境界層 措置を 受ける ことが できる ことに より、 保護

申請を 却下ま たは保 護廃止 する場 合は、 境界層 該当証 明書に 証明内 容を記 載して 該当

者に交 付する ものと する、 とされ ており ます。 その際 、申請 者に対 しまし て、高 額介

護サー ビス費 等の申 請書に 当該証 明書を 添えて 保険者 に提出 するよ う教示 すると なっ

ており ます。 この段 階まで が福祉 事務所 の事務 手続き でござ います 。以後 の事務 処理

につき まして は、市 すなわ ち介護 保険課 が、こ の福祉 事務所 長の証 明に基 づき各 境界

層措置 の適用 を行う ことに なって おりま す。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 何 か大変 難しい 内容の ように ありま すけれ ども、 この境 界層

該当の 減免内 容、ど ういう ふうに 減免さ れるの かとい う内容 と、こ のシス テムに よっ

て減免 を受け た方の 数とい うのを 教えて くださ い。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） 具体的 にとい うこと でござ います が、境 界層該 当証

明書が 受理さ れたと きには 、国民 健康保 険、老 人医療 も該当 いたし ますが 、ここ では

介護保 険部分 のみ御 説明申 し上げ ます。 まず、 高額介 護サー ビスの 上限が 、一般 で三

万七千 二百円 のとこ ろが一 万五千 円、二 つ目に 、食事 代の標 準負担 額が、 一般で 七百

八十円 のとこ ろが三 百円、 三つ目 に、保 険料の 区分が 、第一 段階の 適用に なると いう、

三つの 救済策 がござ います 。

なお 十二年 度以降 、この 制度の 適用は まだい たした ことが ござい ません 。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） こ の境界 層該当 によっ ての減 免を申 し入れ た、別 府市で はな

い、ほ かの市 町村の 話を聞 きます と、生 活保護 を受け るのと 全く変 わらぬ 厳しい 調査

を受け るので 、もう 減免申 請はし たくな いとい うよう な話も 出ると 聞いて おりま す。

実際に 申請者 が出た ら、柔 軟な運 用をま ずはお 願いし ておき たいと 思いま す。

現在 されて おられ るこう いう減 免は、 市民の 方から 申請し なけれ ば、市 の方か らは

何もし てあげ ないと いう申 請主義 という のは、 お年寄 りにと っては 特に冷 たいと 言わ

ざるを 得ませ ん。介 護保険 料は、 月一万 五千円 以上の 年金な らば天 引きを されま すか

ら、本 人は自 分の保 険料は 第何段 階に当 たって いるの かも意 識して はいな い方も 多い

のです 。した がって 、減免 しても らえる のだと いうこ とも知 りませ ん。さ らに境 界層

該当に 至って は理解 できな いので はない でしょ うか。 ですけ れども 、全国 でこの 保険

料の負 担に耐 えかね る階層 が広が ってい るから 、国も 低所得 者層の ために 境界層 該当

を活用 すると いうこ とを進 め出し たので はない でしょ うか。

社会 福祉法 人など により ます利 用料減 免も、 十五年 度から 対象者 を一五 ％に拡 大し

て実施 される という ことを 、私ど も共産 党市議 団の申 し入れ に市長 からの 回答を いた

だいて おりま す。市 行政の 方から 、お年 寄りの もとに 出かけ ていく ことを 基本に 据え

て、現 在でき る減免 制度を しっか りとＰ Ｒをし ていた だきた いと思 います 。せめ て、
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市報に は大き く出し ていた だきた いと思 います 。

九月 議会で もお願 いしま したの ですけ れども 、現在 のこの 保険料 減免、 一段階 と二

段階の 保険料 減免制 度は、 今年度 限りと なって おりま す。で すが、 そもそ もこの 減免

制度は 、所得 第二段 階とな って保 険料を 徴収さ れてい るのに 、実は 所得第 一段階 より

も収入 が少な い。収 入の少 ない人 が多い 人より 高い保 険料を 払って いると いうこ の矛

盾、逆 転現象 を解決 するた めの減 免でご ざいま した。 介護保 険第二 期にな っても 、こ

の逆転 は変わ りませ ん。よ って、 この現 在の減 免制度 をこの まま第 二期計 画にお いて

も維持 してい かれる ように お願い をした いので すが、 いかが でしょ うか。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。

介護 保険料 の軽減 対策に つきま しては 、今年 度に限 り市独 自の判 断によ り実施 をし

ている もので ござい ます。 こうし た中、 現在、 介護保 険事業 計画等 策定委 員会に おき

まして 、低所 得者対 策とし ての保 険料の 軽減措 置につ いても 御審議 をいた だいて いる

最中で ござい ますが 、継続 という 方向で 委員さ んの御 意見を いただ いてい る状況 でご

ざいま す。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） あ りがと うござ います 。ぜひ 継続を してい ただき たいと 思い

ます。

続き まして 、利用 料につ いての 訴えを させて いただ きたい と思い ます。

平成 十二年 三月三 十一日 、すな わち介 護保険 制度が 始まる 前日ま でホー ムヘル プサ

ービス を受け ていた 方たち は、利 用三％ が、今 度の第 二期計 画では 六％に なりま す。

施設に 入って いた方 の特例 期間、 介護保 険が始 まる前 から施 設に入 ってい た方の 特例

期間が 五年間 という ことで ござい ました 。した がって 、介護 保険事 業計画 、二期 計画

中にこ の特例 措置も 終了を いたし ます。 二期計 画中に 次々と 利用料 の負担 増とな りま

すし、 また介 護報酬 も引き 上げら れると いうこ とも聞 いてお ります 。利用 料の減 免に

ついて は、ど う考え ておら れるで しょう か。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。

利用 料、特 にホー ムヘル プサー ビス利 用者負 担額の 減額に つきま しては 、介護 保険

法施行 時のホ ームヘ ルプサ ービス 利用者 に対す る負担 の激減 緩和の 観点か ら、特 例措

置とし て定め られた もので ござい ます。 そうい う観点 から三 年間は 三％、 それ以 降は

六％に 引き上 げ、さ らに十 七年か らは一 般利用 者と同 じよう に一〇 ％の負 担とな り、

この減 額措置 は当初 の目的 を達成 された ものと して終 了する ことに なって おりま す。

したが いまし て、十 五年か らは見 直しを され六 ％に引 き上げ ること となっ ている わけ

でござ います 。また 、介護 保険法 施行の 際に、 特別養 護老人 ホーム に入所 してい た方

の利用 料の特 例措置 につき まして は、法 施行前 の費用 負担額 を上回 らない よう、 利用

者負担 を設定 したも のであ ります 。した がいま して、 この特 例措置 も十七 年五月 末ま
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での期 限とな ってお ります が、こ れにつ きまし ては未 確定要 素があ ります ので、 今後

の国の 動向を 見守り たいと 思って おりま す。い ずれに いたし まして も、利 用料の 減免

と低所 得者対 策につ きまし ては、 現在開 催され ており ます次 期事業 計画策 定委員 会に

おきま して審 議がな されて いると ころで ござい ますが 、現時 点では 、介護 費用の 財源

である 保険料 と利用 者負担 の均衡 を損ね ないよ う、さ らに利 用者の 不公平 さが生 じな

いよう 配慮し ながら 国の方 針に準 拠して いきた いと考 えてお ります 。具体 的には 、今

後の検 討課題 とさせ ていた だきた いと考 えてお ります 。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 本 当にお 年寄り の身に なって 、利用 料の減 免を今 後の検 討課

題とし ていた だきた いと思 います 。お年 寄りの 身にな れば、 突然、 介護保 険制度 とや

らがで きて保 険料を 取られ るよう になっ た。「 取られ る」と いうの は穏当 な言い 方で

はあり ません けれど も、本 人の気 持ちと しては そうだ と思い ます。 「保険 には入 りた

くない 」と言 ったの だけれ ども、 「強制 です」 と介護 保険に 入れら れた。 そして 、ひ

ざやら 腰やら が痛く なって 歩きに くくな って、 介護度 を認定 とかい うやや こしい 手続

きの後 、やっ とホー ムヘル パーさ んが来 てくれ るよう になっ た。そ して「 一割の 負担

です」 と、利 用料と いうも のを払 った。 でも、 ずうっ と前か らホー ムヘル パーさ んが

来てい るお隣 は、ど うもう ちより 安いら しいと いうこ とにこ の利用 料はな ってい るの

ではな いでし ょうか 。お年 寄りの 生活の 実態を 知れば 知るほ ど、「 あなた の利用 料は

今三％ だけれ ども、 来年か ら倍に なりま すよ」 とか、 「特別 養護老 人ホー ムに今 入っ

ておる けれど も、そ の費用 がまた 高くな るかも しれん よ。介 護報酬 が上が ったら 、利

用料も 上がっ てくる よ」。 そんな ことは 、私は 今とて もお年 寄りに 向かっ ては言 えま

せん。

九月 議会で 、低所 得者の 在宅サ ービス を全員 三％に したと き、市 が負担 する分 は約

五千万 円と試 算をし ていた だきま した。 全国で の厚生 労働省 の調べ では、 七百二 十二

市町村 、全国 市町村 の二二 ・二％ が利用 料の減 免をし ており ます。 保険料 減免市 町村

よりも 多くな ってお ります 。別府 市を長 いこと 支えて きたお 年寄り のため にも、 もう

別府も 利用料 の減免 を考え ていい のでは ないで しょう か。お 年寄り の身に なって の検

討を、 お願い してお きます 。

さて 、こと し四月 から診 療報酬 が改定 されま して、 六カ月 以上長 期入院 すると 、入

院費の 一五％ が保険 から外 されて 自費に なると いうこ とです 。国保 では、 国民健 康保

険では 該当者 が七百 人余り とたし か五月 ごろに 伺いま したけ れども 、自費 になっ たら

入院費 が払え ないで 退院を 余儀な くされ るお年 寄りが おられ ると思 います が、こ の行

き先を 介護保 険次期 計画に はどの ように 盛り込 まれる でしょ うか。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。

医療 保険の 改正に より退 院を余 儀なく される 方には 、一般 的に社 会的入 院者も おら
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れるわ けです が、介 護保険 は、そ のよう な方を 住みな れた家 や地域 で少し でも自 立し

た生活 が送れ るよう 、在宅 重視を 目的と して利 用者の 選択に より保 健医療 ・福祉 にわ

たる介 護サー ビスを 総合的 に利用 できる 仕組み として 創設さ れた制 度でご ざいま す。

したが いまし て、介 護保険 は訪問 介護、 デイサ ービス 、訪問 看護等 、在宅 サービ スの

充実を 図りス タート したわ けです ので、 別府市 も今後 のサー ビス利 用のニ ーズを 的確

につか み、需 要と供 給のバ ランス に十分 考慮し て、よ り充実 したサ ービス が提供 され

るよう 配慮す るとと もに、 次期計 画にも 当然反 映でき るもの と考え ており ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） お 年寄り にとっ て、病 院から 追い出 されて 行き場 がない とい

うこと は、こ れは非 常なス トレス です。 死ぬほ ど辛い ことで す。七 十代の 男性で すけ

れども 、市内 のある 国立病 院に長 期にわ たって 入院を してお りまし た。け い肺で 、酸

素を鼻 に管で 入れて 、酸素 ボンベ をいつ もベッ ドの脇 に置い ており ました けれど も、

「医学 的には もうこ れ以上 よくな らない から退 院して くださ い」と 言われ たので す。

この医 療制度 の改定 前の話 なので すけれ ども、 病院か ら「退 院して くださ い」と 言わ

れたと いう状 況は一 緒です 。「行 くとこ ろがな いので すよ」 と頼み 込んで そのま ま入

院をさ せても らった のです が、二 週間く らいで 亡くな りまし た。仮 に自宅 があっ て帰

っても 、介護 保険で 三百六 十五日 二十四 時間介 護など 、とて もでき るもの ではご ざい

ません 。もし できる とすれ ば、保 険では ない私 費を上 乗せし て月に 六十万 ぐらい はか

かるだ ろうと 考えら れます 。在宅 サービ スに介 護保険 だけを 使った として も、自 費の

入院費 が払え ない人 が、ど うして 介護保 険の在 宅利用 を満足 に払え ましょ うか。

九月 議会で も申し 上げま したけ れども 、行き 先のな いお年 寄りの 受け皿 に養護 老人

ホーム の増床 とか、 特養ホ ームの 増設と か、あ るいは ケアつ きの高 齢者住 宅が必 要で

す。在 宅を重 視する という のが介 護保険 のモッ トーで すけれ ども、 在宅と いうの は、

そもそ も家族 がいな ければ とても できな いこと です。 家族が 介護を して、 時々介 護保

険が手 伝って いると いうの が現実 です。 どんな に立派 な介護 用具、 福祉用 具があ った

として も、そ の用具 を使っ て介護 をする のは家 族なの です。 この一 般質問 でも先 輩議

員がお っしゃ いまし たが、 シルバ ーハウ ジング の計画 を今す ぐ立て ていた だきた いと

思いま す。こ んな行 き場の ないお 年寄り がいる という 現実を 、しっ かりと 受けと めて

いただ きたい と思い ます。 今すぐ 答弁を してく ださい といっ ても、 なかな か答弁 は出

てこな いと思 います ので、 行きま す。

特別 養護老 人ホー ムに入 所して いると きに病 気入院 をする と、六 日間は ベッド を確

保して くれま すが、 七日目 には「 退所し てくだ さい」 と言わ れます 。お年 寄りは 、病

気が治 ると同 時に行 き場が なくな るよう なこと になる のです が、こ れにつ いての 行政

指導は ありま すでし ょうか 。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。
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特別 養護老 人ホー ム入所 者の病 気入院 の場合 は、施 設及び 運営基 準省令 第十九 条に

より、 入所者 がおお むね三 カ月以 内に退 院する ことが 明らか に見込 まれる ときは 、そ

の者及 びその 家族の 希望等 を勘案 し、必 要に応 じて円 滑に入 所する ことが できる よう

にしな ければ ならな いと、 入所者 が退院 時に施 設に戻 りたい 場合に は、再 入所で きる

ように 義務づ けられ ており ます。 ただし 、入院 時に医 師の判 断によ り、明 らかに 三カ

月を越 えて長 期の入 院が見 込まれ る場合 には施 設も運 営をし なけれ ばなら ないわ けで

すから 、解約 という ことに なって もやむ を得な いわけ でござ います 。した がいま して、

このよ うな場 合は、 それで も施設 入所が 必要な 方は、 特別養 護老人 ホーム の優先 入所

という 方法も ござい ますの で、再 度申し 込みを される とよい のでは と考え ており ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 市 の行政 指導は 、全く ないと いうこ とです ね。優 先入所 とい

うのは どうい う方法 なのか 、また 、それ に市が どのよ うにか かわっ ている のか、 御説

明をお 願いし ます。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。

優先 入所と 申しま すのは 、特別 養護老 人ホー ムに申 し込み をされ ている 方を、 県の

老人福 祉施設 協議会 で策定 しまし た入所 指針を もとに 、各施 設で入 所に関 する基 準を

定めた 上で、 介護の 必要の 程度及 び家族 等の状 況を勘 案し、 施設サ ービス を受け る必

要性が 高いと 認めら れる申 し込み 者を優 先的に 入所さ せよう とする 方法で ござい ます。

また、 この方 法は、 遅くと も来年 四月一 日まで には施 行する ことと なって おりま すの

で、現 在、各 施設に おいて 準備中 と伺っ ており ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） ど んな立 派な入 所基準 があろ うと、 それは 施設の 絶対数 が足

りない のは事 実であ りまし て、行 き先の ないお 年寄り がいる のも事 実でご ざいま す。

ただ、 机の上 で帳面 の上に これこ れをす るとこ れこれ になる はずと いうこ とでは 、現

実のお 年寄り の苦悩 は救う ことは できま せん。 これで 基盤整 備が十 分とは 、とて も言

えませ ん。さ んしゃ く基準 がどう とかい うお話 も法律 上はあ るので すけれ ども、 それ

は実際 のお年 寄りの 実態と いうも のは全 く反映 してい ない数 字では ないで しょう か。

将来、 特別養 護老人 ホーム も個室 にして 、ホテ ルコス トで利 用料を 取ると いうこ とに

でもな ったら 、お金 がなけ ればま すます お年寄 りの行 き場は なくな ってし まいま す。

民間の 株式会 社なり 、ある いは法 人なり に頼る のでは なく、 市や、 あるい は県で も、

国でも 、施設 サービ ス基盤 の拡充 をする ように 要求を いたし ます。 何かあ りまし たら

……。

ｏ福祉 保健部 長（岡 部光瑞 君） 施設の 件でご ざいま すが、 別府市 としま しても 、県

の方に 施設を ふやし てほし いとい う申し 込みを してお ります 。それ につき まして 、今

県と話 をして おりま すが、 なかな か圏域 の調整 と、別 府市だ けふや すとい うこと はで

きない 、全体 的に見 た中で やって いきた いとい う話を 聞いて おりま す。そ ういう こと
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でござ います ので、 もうし ばらく お待ち いただ きたい と思い ます。

ｏ助役 （三浦 義人君 ） お 答えを いたし ます。

ただ いま、 野田議 員さん の質問 を聞い ており まして 、私ど もとい たしま しても 、こ

の問題 は非常 に厳し い問題 だとい うよう に認識 をいた してお るわけ でござ います 。高

齢化社 会は始 まった ばかり でござ います 。これ から十 年、二 十年先 を考え るとき に、

果たし て現在 のお年 寄りの 対策に 対して 十分だ ろうか という ことを 考えて みると 、非

常に不 安な要 素がご ざいま す。そ ういう 状況を いかに して乗 り切っ ていく のかと いう

ことが 、行政 に課せ られた 大きな 責務で あろう という ことは 、私ど も認識 をいた して

おりま す。考 えてみ まして も、お 年寄り がいる 、それ に対し て今ま では高 齢化と いう

ものが そうで もなか ったわ けでご ざいま すから 、老人 福祉施 設を中 心に措 置がま あま

あある 程度運 営がで きたわ けでご ざいま す。こ うなっ てまい ります と、非 常に高 齢化

が進み ますと 、該当 者が多 くなっ てまい ります 。そこ で考え ついた のが介 護保険 制度

でなか ろうか という ように 思って おりま す。こ の介護 保険と いうも のは、 この中 に地

域が入 り込み まして 、いか にお年 寄りを 私ども が老後 の保障 をさせ ていた だくか とい

うこと になる わけで ござい ます。 しかし ながら 、それ には経 費もか かって くるわ けで

ござい ますか ら、こ のよう なもの を考え たとき に、や はりい ずれに いたし まして も、

厳しい 問題が あるわ けでご ざいま すが、 これは 避けて 通れな い道で ござい ますの で、

今後と も行政 が中心 となり まして 、社会 福祉施 設、さ らには 病院、 地域が 一体と なっ

て取り 組んで いくし か方法 はない のでは なかろ うかと いうよ うに思 ってお ります 。た

だ具体 的な現 時点、 今後、 介護保 険が始 まりま して二 期目の 三年間 を迎え るわけ でご

ざいま す。こ の計画 の事業 計画の 策定に つきま しては 、一期 目の事 業計画 を反省 しな

がら、 それを もとに して二 期計画 を策定 してい くとい うよう な状況 でござ います ので、

その点 は御了 承願い たいと いうふ うに思 ってお るとこ ろでご ざいま す。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 高 齢化社 会とい いまし て、ほ んの少 し前ま では古 来まれ と言

われま した七 十歳が 、「も う七十 かい、 まだ若 いな」 と言わ れるよ うな世 の中に なっ

ており ます。 これは 、本来 喜ぶべ きこと であっ て、戦 前の方 から見 ればま るで夢 のよ

うな世 の中で はなか ろうか と思い ます。 この世 の中を 本当に よくし ていく かどう かと

いうの が、今 、私ど もの双 肩にか かって いるわ けです 。

いろ いろ申 しまし たけれ ども、 別に私 は、市 の行政 を責め ている のでは なくて 、実

情を訴 えてい るので す。介 護保険 制度の 矛盾の もと、 市の行 政も困 ってお られる もと

という のは、 国庫負 担が五 〇％で 、自治 体の負 担が二 五％だ った措 置制度 をやめ て、

介護保 険の給 付費に 対して 国庫負 担を二 五％、 自治体 負担を 二五％ 、保険 料、国 民が

納める 保険料 を五〇 ％とい う介護 保険制 度にし たとい うこと にあり ます。 したが って、

介護保 険の利 用がふ えれば ふえる ほど、 保険料 や利用 料の負 担が利 用者に かかる 仕組
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みにな ります 。平た く言え ば、い い介護 をして もらい たけれ ば、も っと保 険料を 出し

なさい という ことに なるの です。 保険料 の高騰 を抑え て市の 介護保 険財政 を悪化 させ

ないた めには 、国庫 負担の 割合の 引き上 げが必 要と考 えます 。国に 対して その負 担分

を措置 時代の 五〇％ に戻す よう求 めてい ただき たいの ですが 、いか がでし ょうか 。

ｏ介護 保険課 長（杉 田 浩 君） お答え いたし ます。

国に 対しま しては 、介護 保険財 政の健 全な運 営のた め、十 分な財 政支援 措置を 講じ

るよう 、全国 市長会 等あら ゆる機 会を通 じまし て要望 をして おりま すが、 今後と も引

き続き 努力し てまい りたい と考え ており ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 市 長、助 役の努 力を、 よろし くお願 いを申 し上げ ます。

引き 続きま して、 介護を 受ける 身にな らない ための 介護予 防事業 につい ての質 問を

させて いただ きます 。

最初 に、も う何度 も申し 上げま したの で、耳 にタコ ができ たかも しれま せんけ れど

も、聞 いてく ださい 。介護 予防事 業とし て訪問 理美容 サービ ス、寝 具類等 洗濯乾 燥サ

ービス 、これ を国も 認めて おりま す。と いうこ とは、 この事 業を市 が実施 すれば 、予

算の半 分を国 が出す という ことな のです 。ただ し、市 が、「 私がや ります 」と手 を挙

げて、 初めて 国が半 分出す ように なりま す。こ のサー ビスを 始めて くださ るよう に、

再々申 し上げ ており ます。 日の差 さない 狭い借 家に布 団を敷 いて寝 ている お年寄 りを、

市は忘 れては ならな いと思 います 。若い 人たち は、布 団ぐら い干せ ばいい ではな いか

と、そ れは思 うので すけれ ども、 外に布 団を持 ち出し てさお にかけ る力と 、日当 たり

のいい 庭なり 、ある いはベ ランダ なりが ない生 活なの です。 この市 庁舎か ら五分 とか

からな いとこ ろでそ んなお 年寄り が暮ら してお られま す。伸 び放題 の髪の 毛もき れい

にした いと。 でも、 歩いて いくの もまま ならな い。で すから 、この 二つの サービ スの

実施に ついて 要望を してお ります 。ぜひ 実施を してく ださい 。いか がでし ょうか 。

ｏ高齢 者福祉 課長（ 伊豆富 生君） お答 えいた します 。

要望 事項の 訪問理 美容サ ービス 、寝具 類等洗 濯乾燥 消毒サ ービス につき まして は、

大分県 下の実 施状況 も考慮 し、別 府市介 護保険 事業計 画及び 新老人 福祉保 健計画 の見

直しの 中で現 在協議 してお ります 。今年 度末に は、方 向性が 出るも のと思 ってい ると

ころで ござい ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） お 年寄り は、一 日千秋 の思い で待っ ており ます。 早く実 施の

方向を 出して くださ い。

続い て、バ スの利 用につ きまし ての訴 えです 。

別府 は、ど こに行 くにも 坂です 。高齢 者が買 い物や ら病院 通いや らのバ ス利用 が低

額でで きるよ うに。 例えば 百円バ スなど の補助 ができ ないで しょう か。

ｏ高齢 者福祉 課長（ 伊豆富 生君） お答 えいた します 。
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全国 的に見 まして も、過 疎地の バス路 線の廃 止、そ れから 、それ が福祉 バスと いう

形で山 間部の 過疎地 などの 輸送に 町営な どで運 行して いるも のと、 別府市 のよう に路

線バス 廃止路 線に手 当てを し運行 してい くもの も、考 えよう によっ ては福 祉バス とい

うふう にとれ るもの と思っ ていま す。ま た、大 分市で は、敬 老月間 に合わ せて四 回の

無料乗 車券や 、庄内 町のよ うに役 場まで の無料 乗車券 を数枚 出して いると 。

質問 の百円 バスに つきま しては 、福岡 市のよ うな都 会の人 口の多 いとこ ろで、 バス

事業者 の理解 の上で 成り立 ってい るもの でござ います 。別府 市にそ れを導 入する こと

につき まして は、種 々問題 もある と思い ます。 例えば 、地場 企業の タクシ ー会社 など

も圧迫 するの ではな いかと 思われ ますの で、今 後の検 討課題 として とらえ ていき たい

と考え ており ます。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） さ っきも 申しま したよ うに、 別府は どこに 行くに も坂で す。

そして 三十年 前には 家がほ とんど なかっ たよう な扇山 あるい はまた 関の江 など、 山の

上の方 にも家 をつく って、 もうい っぱい 住んで おられ ます。 バス代 もほか の都市 に比

べると 高うご ざいま す。し たがっ て、車 なりバ イクな りが大 変役に 立ちま す。と ころ

が、年 をとる と、ま ず運転 が心配 になり ます。 また、 女性の 多くは 免許を 取らな かっ

た世代 が、今 お年寄 りにな ってお ります 。高齢 者の交 通手段 として は、バ スに頼 らざ

るを得 ません 。とこ ろが、 そのバ ス代の 負担が 、年金 暮らし には大 変重い のです 。例

えば国 立病院 、亀川 の国立 別府病 院から 市役所 まで来 ると、 片道三 百二十 円かか りま

す。結 局だん だん外 に出な くなっ て足腰 は弱り 、外に 出ない から刺 激もな くて痴 呆に

もなり やすい のです 。バス 代が安 かった ら、ま ちに出 て買い 物をす るチャ ンスも ふえ

ます。 公民館 の介護 予防教 室など にも出 られま す。友 人同士 集まる ことも できま す。

タクシ ー業界 の圧迫 にはな らない と思い ます。 そもそ もバス 代が負 担にな ってい るよ

うな人 は、そ れほど タクシ ーには 乗りま せん。 バス代 が安い のなら 、バス 停まで タク

シーで 行こう かとか 、外出 する人 がふえ れば、 むしろ タクシ ーの利 用はふ えるの では

ないで しょう か。

山香 町では 、町を 六コー スに分 けて毎 日違う コース をバス が走る ので、 お年寄 りは

週一回 バスで 出かけ ること ができ るよう になっ ており ます。 安心院 にもバ スがあ りま

す。福 祉バス の傾向 なので すけれ ども、 安心院 にもバ スがあ ります 。

今申 し上げ ました 百円バ スの計 画だけ ではな く、週 一回走 らせる とか、 どこか らど

こまで と区間 を限定 すると か、敬 老月間 とか、 もっと 柔軟に 考えて 知恵を 出し合 い、

先ほど 助役も おっし ゃいま したが 、地域 の活性 化と、 そして 地域の 皆さん と御一 緒に

介護予 防の一 環とし て検討 される ように お願い をした いので すが、 課長、 いかが でし

ょうか 。

ｏ高齢 者福祉 課長（ 伊豆富 生君） お答 えいた します 。
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先ほ ども少 し申し ました ように 、天間 とか、 あるい は枝郷 とか東 山とか 、あち らの

方のバ ス、い わゆる 過疎路 線につ いて廃 止をと いう話 もたび たび話 の中で 聞いて おり

ます。 その中 で企画 課を中 心とし てその バス路 線の維 持のた めに補 助金を 出し、 路線

バスの 維持を 図って いると ころで ござい ます。 そのよ うにし て、今 、過疎 路線の とこ

ろ、い わゆる 東山、 山間部 につい てもお 年寄り が数多 く住ん でいら っしゃ います ので、

そうい う方か らも手 だてを しなが ら、少 しでも そうい うバス 路線の 廃止を 伴わな いよ

うにし ていき たいと は考え ており ます。 高齢者 福祉課 といた しまし ては、 先ほど タク

シー会 社を圧 迫する のでは ないと いうよ うなお 話でご ざいま したが 、多少 なりと もそ

ういう ことも 懸念さ れます ので、 今後の 検討課 題とし ていき たいと 思って おりま す。

ｏ福祉 保健部 長（岡 部光瑞 君） 今、議 員さん が言わ れまし た、家 の中に じっと して

おらな いよう にとい うこと を考え まして 、老人 クラブ が旅行 すると きにバ スを借 り上

げてい きます 。その 補助金 を別府 市とし て出し ており ます。 それを 楽しみ にして いる

御老人 も、た くさん おると いうこ とを答 弁させ てもら います 。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 八 番議員 さんの 御質問 を、じ っと聞 かせて いただ きまし た。

八番議 員さん の優し さがに じみ出 るよう な、お 年寄り にいた わりの ある御 質問で ござ

います 。痛い ほど身 にしみ るわけ でござ います 。しか し現今 の時世 、国も 県も財 政的

にはも う危機 的状況 にあり ますし 、別府 は、何 とか今 のとこ ろ財政 運営で は持て てお

ります が、で き得る ならば すべて お年寄 りに対 しても 、また 身体障 害者の 方々に 対し

ても、 すべて 何か実 践して あげた いよう な気が します が、先 ほど来 、部長 、課長 の答

弁の中 にもあ りまし たよう に、で きるも のとで きない ものと 、また 国の法 律に縛 られ

ている もの、 また県 のいろ んな絡 み等の 中で実 施させ ていた だきた いと思 います 。

サー ビス事 業につ いては 、課長 の答弁 のとお り、今 協議中 でござ います ので、 その

結果が 出まし たら、 いち早 くと。

また 、バス の路線 につき まして は、今 、身障 者の方 々に対 しては 、福祉 バスを 運行

させて いただ いてお ります 。また 、過疎 地にも バスの 運行に ついて は補助 金を出 して

おりま す。ま た今、 部長が 答えま したよ うに、 老人ク ラブ、 その他 がバス 旅行を する

ときに は補助 金を出 してい る。こ ういう システ ムにな ってお ります 。また 路線バ スに

つきま しては 、御案 内のよ うに、 皆さん の御希 望に沿 うよう にまた ですね 。バス 会社

等やっ ぱり相 手があ ります ので、 御相談 したい と思い ますが 、大都 会ある いは自 主的

にバス 路線を 市が運 営して いると ころ、 あるい は大都 会では 地下鉄 等は七 十歳以 上で

すか無 料化し ている のです ね。こ ういう ところ もござ います ので、 残念な がら別 府市

は、バ ス路線 もそう いう交 通路線 も持っ ており ません ので、 やはり 私企業 の相手 のバ

ス会社 と相談 をしな がら、 今後進 めてい きたい 、この ように 思いま す。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 優 しいと ほめら れると 、優し くなっ てしま うよう な…… 。ぜ
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ひお年 寄りに 優しく 、かつ 障害者 に優し い別府 市をつ くって いただ きたい と思い ます。

引き続 きまし て、共 同温泉 の充実 という ことで 訴えさ せてい ただき ます。

今回 の一般 質問で は、市 有区営 温泉で すね、 市有区 営温泉 、区有 区営温 泉、町 内の

温泉組 合所蔵 の温泉 などが あるの ですけ れども 、市営 あるい はまた 会社経 営では ない

温泉、 町内の あちこ ちにあ る温泉 を、一 応「共 同温泉 」とく くって 質問を してい きた

いと思 います 。

私は 平成十 一年の 九月議 会で、 この共 同温泉 につい ての質 問をさ せてい ただい てお

ります 。当時 、道路 拡幅に よりま して、 秋葉温 泉が廃 止にな ってお りまし た。同 じ議

会で浜 田温泉 問題も 論議さ れてお ります 。今は 、当時 よりも 浜田温 泉、堀 田東温 泉、

またレ トロな 別府の 路地裏 散歩な ども広 く別府 の外に も知ら れるよ うにな ってお りま

す。別 府市に は、あ ちこち 町内ご とのよ うに共 同温泉 があり ます。 町内の 人が朝 に夕

に洗面 器を持 ち、ふ ろ帰り にはパ ジャマ を着て 自宅に 帰って いても 当たり 前とい うの

が、別 府の風 景でご ざいま す。若 い女性 がパジ ャマを 着て歩 いてい ても、 だれも 変に

思わな いとい うのが 、別府 の風景 です。 これら の共同 温泉の 所在地 とか数 とか利 用者

数など 、市は 掌握し ておら れるで しょう か。

ｏ温泉 課長（ 安部和 男君） お答 えいた します 。

市有 区営温 泉、区 有区営 温泉に つきま しては 、温泉 課では 掌握い たして おりま す。

許可を 得た公 衆浴場 法共同 温泉に つきま しては 、大分 県中央 保健所 の方で 掌握さ れて

いる。 今言わ れまし た個人 、路地 裏温泉 、今は やりの 「路地 泉」で すか、 短く。 それ

につき まして は、掌 握はし ており ません 。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 多 くの別 府市民 が毎日 利用し ている のです から、 市の方 も何

とかつ かむと いうこ とをし ていた だきた いと思 います 。別府 観光に 市民の 皆さん の力

もあり まして 、別府 八湯が インタ ーネッ トにも 載って おりま す。共 同温泉 として 別府

市中の 温泉も 紹介を されて おりま す。市 の方が 、「い や、こ れは知 りませ んでし た」

では済 まなく なって おりま す。前 回も申 し上げ ました けれど も、共 同温泉 を福祉 とし

て、ま た温泉 文化と してま ちづく りに生 かして はどう でしょ うか。

今回 、この 市中の 共同温 泉の中 で聞い たこと なので すけれ ども、 近所に 大きな マン

ション ができ た。そ うした ら、温 泉のお 湯が減 った、 温度が 下がっ た。問 題のマ ンシ

ョンの 近所二 カ所の 温泉で 聞きま した。 温泉の ことに 詳しい 方に、 私も、 そんな こと

があろ うかな と聞き に行っ たので すが、 渇水期 であり ますし 、その 因果関 係があ るの

かない のか、 それを はっき り言う ことは できな いとい うこと でした 。温泉 法で温 泉掘

削規定 がある のです けれど も、泉 源掘削 の規制 が別府 市にあ れば、 教えて くださ い。

ｏ温泉 課長（ 安部和 男君） お答 えいた します 。

温泉 は、貴 重な限 りある 地下資 源でご ざいま す。地 中から 噴出す るもの は幾ら 掘っ
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てもよ いとい うふう なもの ではあ りませ ん。適 正量を 越えて くみ上 げれば 、枯渇 の問

題にな ると思 います 。そこ で、大 分県の 方でご ざいま すが、 大分県 自然環 境保全 審議

会温泉 部会が ありま す。そ こで自 然保護 と温泉 の適正 な利用 を図っ ている ところ でご

ざいま す。そ この審 議の内 容でご ざいま すが、 温泉掘 削、造 掘、動 力ポン プ等で ござ

います が、設 置する ときに は、温 泉法の 規定に よりま して、 最寄り の保健 所で申 請を

行って 、温泉 部会で 審議を 得て、 県知事 の許可 を得る 。別府 市にお きまし ては、 浜脇

から富 士見通 り、細 かいこ とは別 にして 田の湯 ぐらい ですか 、西側 に。そ の地域 。そ

れと亀 川一部 、鉄輪 一部、 これが 特別保 護地域 になっ ており ます。 これに つきま して

は掘削 はでき ません という ふうに 、新規 掘削も できま せんと いうこ とでご ざいま す。

保護地 域につ きまし ては、 観海寺 、石垣 地区等 、明礬 とかそ ういっ たとこ ろがあ りま

すが、 百メー ター以 内とか 百五十 メータ ー以内 とか、 そうい った規 制を設 けてい ると

ころで す。そ の他に つきま しては 六十メ ーター 以内、 そうい った別 府市に おいて は掘

削、そ れなり の自然 保護を 図って いる、 規制が あると いうこ とでご ざいま す。

ｏ八番 （野田 紀子君 ） 今 、青山 通りと か上田 の湯、 あるい はまた 石垣方 面に次 々と

十五階 建てな どの大 きなマ ンショ ンが建 設され ており ます。 温泉が 売りの マンシ ョン

もふえ ており ます。 限られ た量の お湯を くみ上 げてい けば、 枯渇し ていく のは目 に見

えてお ります 。高層 マンシ ョンの 規定に ついて は、日 照権な どから も今問 題が表 面化

してお ります けれど も、温 泉の保 護につ いて、 市はど のよう な保護 策をと ってお られ

るでし ょうか 。

ｏ温泉 課長（ 安部和 男君） お答 えいた します 。

資源 の保全 につき まして は、道 路、植 林等が ありま すが、 道路の 雨水排 水を浸 透性

にする とか、 舗装や 側溝を 改良す るとか 、歩道 の舗装 は浸透 の多い 構造に すると いっ

たふう なこと が考え られる と思い ます。 議場で もいろ いろ市 長から も答弁 してお りま

すが、 別府市 として は農林 水産課 でござ います が、水 源涵養 林造成 事業、 平成十 二年

から十 三年度 、山桜 とか山 もみじ 、そう いった 植林・ 植栽を いたし ており ます。 十六

ヘクタ ール、 約三万 八千本 ほどや ってお ります 。平成 九年か ら今年 まで、 「誕生 記念

の森づ くり」 の植樹 祭を行 ってお ります 。七ヘ クター ルの三 千三百 本植樹 を行っ てお

るとこ ろでご ざいま す。ま た、雨 水対策 、浸透 性でご ざいま すが、 建設中 の総合 体育

館にお きまし ては、 雨水対 策を講 じて、 西側の 歩道部 分を透 水性に する、 雨水を 浸透

式にい たしま して、 井戸に 集めま して地 下に戻 すとい うふう な設計 を講じ ている 。道

路につ きまし ても、 ことし 開通し ました 青山通 り、歩 道部分 の透水 性を行 ってい ると

いうふ うに、 土木課 、いろ いろな 課が関 係課と 連絡を 密にし ながら 、今後 、自然 保護

につき まして も、市 長から も十分 言われ ており ますの で、そ れに向 けて温 泉課も 各課

に呼び かけを いたし ており ます。
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ｏ八番 （野田 紀子君 ） 私 ども日 本共産 党は、 市民の 皆さん に市政 に対す るアン ケー

トをお 願いし ました が、こ の中に 温泉行 政につ いての 三つの 設問を いたし ました 。

「観光 客のた めの大 型温泉 の充実 をして ほしい 」とい うのが 二八％ 、「共 同温泉 の充

実」が 五五％ 、「そ の他」 一八％ で、無 回答と いうの が一六 ％でご ざいま した。 意見

の中に は、「 観光客 は、も う昔の ように 来ない のだか ら、共 同温泉 を重視 した方 がい

い」と いう非 常に率 直なも のもあ りまし た。ま ちづく りとい う大き な観点 と観光 と市

民の保 健福祉 を守る という 立場で 、共同 温泉が 続けて いける ように 市の助 成も重 ねて

要望し て、一 般質問 を終わ ります 。あり がとう ござい ました 。

ｏ副議 長（佐 藤博章 君） 休憩い たしま す。

午後二 時五十 一分 休憩

午後三 時 十分 再開

ｏ議長 （首藤 正君 ） 再 開いた します 。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 議 長の許 可をい ただき まして 、質問 の順序 を若干 変更し 、質

問した いと思 います 。まず 、国民 健康保 険税の 引き下 げをと いうこ とに関 してか ら順

次質問 したい と思い ます。

先ほ ど、野 田議員 の質問 の中で もちょ っと触 れてい ました けれど も、私 たち共 産党

議員団 は市民 の皆さ んにア ンケー トをお 願いし ました 。この アンケ ートに 四百名 の方

が今の ところ 回答を 寄せて いただ いてい るので すけれ ども、 私、一 年前の 十二年 度の

決算委 員会で も国保 税の引 き下げ という ことを 求めて 質問を したの ですが 、この アン

ケート の中で 七二％ の方が 「国民 健康保 険税は 高過ぎ る」と いうふ うに答 えてい らっ

しゃい ます。 ある三 十代の 主婦の 方は、 「若い と病院 に余り 行かな いので 、実費 で行

く方が はるか に安い 」。七 十代の 方は、 「もう すぐ七 十六に なるが 、病気 で医者 にか

かるこ とはな い。年 に五十 万の保 険税は 大きな 負担で ある」 と。ま たある 方は「 こん

なこと 聞かな くても 高いに 決まっ ている 」とい うふう に書い ていら っしゃ る方も いる

のです が、あ るいは 、「国 民健康 保険税 で使わ ずに健 康でい れば表 彰状を 出して いま

すが、 これら の費用 はむだ 。その 費用は 国保税 から差 し引い てもら いたい 気持ち で

す」と 、そう いうお 気持ち を書い てくだ さった 方もい らっし ゃいま す。三 億八千 万の

基金が あると いうこ となの ですけ れども 、最高 額でい うと年 間五十 三万で すね。 これ

に二号 保険該 当者の 方、四 十歳か ら六十 五歳ま での方 は、介 護保険 料七万 が加わ りま

すので 、五十 三万に 保険料 七万加 えると 六十万 という 年間の 額にな るわけ ですね 、最

高で。 やはり そうい う市民 の皆さ んの切 実な声 、私た ちも日 ごろか ら、「 高い、 何と

か安く しても らえん のか」 という 声をお 聞きし ていま す。何 とかこ たえて 引き下 げを

すべき だと考 えます が、い かがで しょう か。

ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） お答 えいた します 。
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先ほ ど、別 府市は 他市に 比べて 保険税 が高い という お話で したけ れども 、別府 市の

場合、 被保険 者一人 当たり の医療 費が四 十八万 五千七 百六十 二円、 これは 県下十 一市

の中で 最も高 いわけ です。 その次 に被保 険者一 人当た りの保 険税、 これに つきま して

は七万 三千二 百九十 円、こ れは安 い方か ら数え て五番 目とい うこと で、決 して別 府市

が一番 高いと いうわ けでは ござい ません 。

続き まして 、保険 税を下 げるこ とにつ きまし てです が、保 険税は 、国保 事業に 要す

る費用 、これ に充て るため の目的 で徴収 をして おりま す。そ の大半 は、医 療費を 賄う

もので す。患 者が病 院にか かれば 、窓口 で医療 費の三 割を負 担しま す。残 りの七 割を

国保で 負担を します 。大ま かにい えば、 そのう ちの五 〇％を 公費で 負担を します 。残

りの五 〇％、 これを 被保険 者に保 険税と してお 願いを してい るもの であり ます。 した

がいま して、 保険税 は医療 費に大 きく左 右され るとい うこと でござ います 。

今回 、十月 に健康 保険法 の改正 があり ました 。これ まで七 十歳以 上の高 齢者は 、老

人医療 で診療 を受け ており ました 。これ から七 十歳を 迎える 方は、 七十五 歳まで 国保

で高齢 受給者 証を使 って診 療を受 けるこ とにな ります 。老人 保健医 療費拠 出金と いう

のがあ ります が、こ れとの 関係も ありま すが、 これか ら五年 間、こ ういう 方たち の医

療費が だんだ んふえ てまい ります 。それ から、 また三 歳の乳 幼児の 給付、 これが 今ま

で七割 でした が、八 割給付 になり ました 。こう いった ことの 波及効 果とい うのも 考え

なけれ ばなり ません 。当然 今まで 、過去 の流れ から見 ますと 自然増 という のもあ りま

す。そ ういっ たよう なこと が全体 の医療 費にど のよう に影響 するか 、こう いった こと

を見き わめて 対応し ていく 必要が あるの ではな いかと いうふ うに思 います 。税率 を下

げるこ とで赤 字にな ったと いうわ けには いきま せん。 今の税 率で医 療費が 十分賄 われ

るかど うか、 そうい ったこ とを考 えなが ら、必 要であ れば国 保の運 営協議 会、こ うい

ったと ころに も意見 をお聞 きしな がら対 応して いくと いうこ とにな ります 。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 私 は他市 に比べ て高い という ことを 言って いるの ではな くて、

市民の 方の生 活実感 からい って「 高い」 という 声が多 いとい うこと を言っ ている ので

すね。 それか ら、七 二％の 方が、 私たち のアン ケート で「高 い」と 言って いると いう、

その声 をやは り謙虚 に受け とめて 、何と かーー 今、課 長が言 われた ことも よくわ かる

のです けれど も、安 くする 方向で 今後ぜ ひ検討 してい ただき たいと 思いま す。

では 、次に 行きま す。教 育の充 実の問 題に移 りたい と思い ます。

三十 人学級 の問題 、これ は当選 させて いただ いて、 もう最 初の議 会から 何回か 、本

会議で 三回ほ ど私は 一般質 問で取 り上げ させて いただ いてい るので すけれ ども、 やは

りこの 三十人 学級の 問題も 非常に 切実な 声が上 がって います 。学校 週五日 制が始 まっ

て学力 の低下 という ことも 、皆さ ん心配 する声 をたく さんお 聞きし ますし 、塾に やら

なけれ ば、な かなか 学力が ついて いかな いとい うふう な実態 も広が ってい るのが 現状
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です。 やはり この私 たちの アンケ ートに も、こ れは六 十代の 男性の 方です が、「 休み

がふえ て子供 の学力 の低下 が著し い」と 、この 六十代 の世代 の方も 心配を されて いる

声を上 げてい ただい ていま すし、 三十代 の主婦 の方は 、「一 クラス 三十人 ででき るク

ラスに してく ださい 。今の クラス は三十 人を超 え、先 生の負 担を考 えると 、親と して

大丈夫 ではと 思うば かりで す」と いうふ うな声 も寄せ ていた だいて おりま す。ぜ ひこ

れ、三 十人学 級実現 の方向 で国や 県にも 働きか けて、 ぜひ実 現すべ きだと 思いま す。

あわ せて、 学校施 設の問 題です けれど も、青 山中学 校の体 育館や 校舎の 建てか えの

問題も 何度か 議会で 取り上 げてき ました し、私 は先日 、文部 科学省 に行く 機会が あり

まして 、十一 月二十 一日で したけ れども 、文部 科学省 で就学 援助の 問題や 三十人 学級

の問題 、施設 整備の 問題な ども文 部科学 省の方 に交渉 を持つ ことが できま して、 お願

いもし てきた のです けれど も、や はりこ れもア ンケー トの声 にもあ る三十 代の女 性の

方、「 学校関 係の建 物、設 備備品 等古く 、子供 たちが かわい そうで す。特 にトイ レ関

係はど うにか なりま せんか 」とい う声が 上がっ ていま す。こ れは補 正予算 でもい ろい

ろな学 校施設 、改善 をする という ことで 今回上 がって いまし て、い ろいろ 努力し てい

ただい ている と思う のです が、今 後もぜ ひ施設 整備、 改善を 進める べきだ と思い ます。

このよ うな学 校施設 の改善 などは 、地元 の業者 の仕事 がふえ るとい うこと になり ます

ので、 ぜひ積 極的に 取り組 むべき だと思 います が、い かがで しょう か。

ｏ学校 教育課 長（小 畑善実 君） お答え いたし ます。

三十 人学級 の実現 につき まして は、こ れまで もお答 えをさ せてい ただき ました が、

市独自 では実 現が難 しいと 判断し ていま すが、 これか らも引 き続き 関係機 関と連 携し

まして 、国に 働きか けるよ う県に 要望し てまい りたい と考え ていま す。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 三 十人学 級は今 、県単 位でも できる ように なりま して、 もう

今は四 割を超 える自 治体で 、都道 府県で 何らか の形で の三十 人学級 、少人 数学級 とい

うのが 実現を してい ます。 一、二 年生だ け三十 五人以 下にと か、部 分的な 形で始 めて

だんだ ん広げ ていこ うとい うふう なこと で実施 をして います ので、 県にも 働きか けて、

大分県 として 実施を すると いうこ ともぜ ひして いただ きたい と思い ますの で、今 後と

もよろ しくお 願いい たしま す。

次、 児童福 祉・保 育の関 係に移 ります 。

児童 館、児 童セン ターの 増設の 問題も 、私は もう再 三にわ たって 繰り返 し議会 で取

り上げ てきた 問題な のです けれど も、エ ンゼル プラン で十七 年度ま でに五 カ所と いう

目標値 が上が ってい ますし 、これ はぜひ 市とし て設置 をする 、高校 生まで 利用で きる

児童セ ンター にすべ きだと 思うの ですが 、来年 度の予 算にぜ ひ上げ るよう にして いた

だきた いなと 思いま す。

また 、保育 サービ スの充 実の問 題につ いては 、別府 市は、 保育所 の配置 基準が 国の
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基準そ のまま ですよ ね。一 人の保 育士さ んで何 人の子 供さん を見る かとい う配置 基準

が、ゼ ロ歳児 は三対 一、一 ～二歳 児六対 一、三 歳児二 十対一 、四、 五歳児 三十対 一と

いうふ うにな ってい ますけ れども 、一歳 の子供 さん、 一人で 六人の 子供さ んを見 ると、

保育士 さん一 人で六 人の子 供さん を見る 、十二 人のク ラスだ と二人 の先生 という ふう

な国基 準があ ります が、私 は大分 市の保 育所に 勤めて いたと き、私 が大分 市に採 用さ

れた時 点で、 二十年 以上前 の話で すけれ ども、 もう大 分市独 自の基 準を持 ってい まし

たよ。 本当に 別府市 はこう いう点 でもお くれて いるな と思い ます。 別府市 独自の 最低

基準を つくっ て充実 した保 育がで きるよ うにこ の基準 、独自 のもの を持つ べきだ と思

います し、主 任さん が、今 クラス を持っ ていま すよね 。やは りこれ も二十 年以上 前の

時点で 大分市 、主任 さんは フリー で、も うクラ スを持 たずに ほかの クラス のいろ んな

指導や お休み の交代 や、そ ういう ことに 入る。 大変な ところ にちょ っとお 手伝い した

りだと かいう ふうな ことが できる ように フリー 化をさ れてい ました 。この 主任も やは

りフリ ー化に すべき だと思 います し、保 育所に コピー 機がな いなん という ことは 、も

う時代 おくれ で甚だ しいと 思いま すね。

病後 児保育 ファミ リーサ ポート センタ ーにつ いて、 九月議 会でも 前向き な答弁 があ

ったの ですが 、これ もアン ケート の中で あるお 母さん が、「 働きな がら子 育てし たく

ても、 子供が 病気の ときな ど、ほ かに面 倒を見 てくれ る人が いない ので、 そうい う面

が不安 です」 という 声も寄 せられ ていま すし、 子育て を終わ った世 代の五 十代の 方で

すけれ ども、 「子供 を育て るには やはり 女性の 負担が 大きい ので、 保育施 設を充 実さ

せるこ とが重 要だと 思う」 という ふうな 声もい ただい ており ます。

また 、無認 可保育 園、こ れは昨 年度か ら補助 金の支 給をさ れまし て、大 変喜ば れて

います けれど も、無 認可保 育園の 連絡会 の方か ら補助 金の増 額・充 実を求 めて市 の方

に要望 書が提 出をさ れてい ます。 ぜひこ の声に こたえ て充実 をすべ きだと 思いま すが、

いかが でしょ うか。 答弁を お願い します 。

ｏ福祉 保健部 長（岡 部光瑞 君） 先ほど 、八番 議員さ んの答 弁の中 で、ち ょっと 私の

方が抽 象的な 言い方 でわか りにく かった のでは ないか なと思 います ので、 一番議 員さ

んには 大変申 しわけ ないの ですが 、ちょ っと補 足させ ていた だこう と思い ます。

（発言 する者 あり）

六十 五歳以 上の人 の保険 料かと いう問 題でご ざいま したが 、六十 五歳以 上の方 の保

険料で はなく て、四 十歳以 上の方 の保険 料と、 国・県 ・市の 負担金 を合わ せたも の、

それか ら介護 サービ ス費用 を引い たもの 、その 残りが 四億五 千万と いうこ とでご ざい

ます。 よろし くお願 いしま す。

ｏ児童 家庭課 長（阿 南俊晴 君） お答え いたし ます。

まず 児童館 、児童 センタ ーの増 設とい うこと でござ います が、こ れまで も議会 のた
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びに御 答弁を させて いただ いてお ります 。子育 て支援 また児 童健全 育成に おきま して、

この児 童館の 果たす 役割、 非常に 大きい ものが あると 十分認 識をい たして おりま す。

ただ、 施設整 備にお きまし ては、 補助事 業とい う位置 づけを してお ります ので、 私ど

も、市 立保育 所等の 再編計 画案、 この中 で十六 年度を 計画し ている ところ でござ いま

す。

また 、保育 サービ スの充 実とい うこと で保育 士の配 置の件 がござ いまし た。こ れは

国基準 に従っ て現在 配置を してい るとこ ろであ ります が、昨 年の十 一月二 十二日 、児

童福祉 法の改 正がご ざいま した。 その中 で「保 育士と は」と いうこ とで、 「児童 の保

育及び 保護者 に対す る保育 に関す る指導 を業と する」 という 部分で 、保育 士の役 割が

児童の 保育と 保護者 の保育 指導と 、この 二つに 大きく 義務づ けされ たとこ ろでご ざい

ます。 そうい う中に あって 近年、 少子化 と。そ れから 子育て 支援が 重要な 役割を 持つ

という ことで 、保育 所の担 う役割 という ものが 、子供 のため の施設 だけで なく親 また

家族を サポー トする 、こう いう施 設でな くては ならな いとい うふう に私ど もは思 って

おりま す。そ うした ことか ら、私 どもも 市立保 育所の 再編計 画をこ とし一 月二十 日に

調査会 を開催 し御説 明をさ せてい ただき ました が、そ の中に も、今 後保育 の充実 をす

るため には、 やはり 職場体 制の確 立とい うこと で適正 な職員 の配置 を一つ の柱と して

掲げて いると ころで ござい ます。 そうい うこと で今後 、職員 の配置 等につ きまし ても、

先ほど 言いま した主 任保育 士のフ リー化 という のも、 これも 必要で ござい ます。 再編

計画に 基づき まして 実施し てまい りたい という ふうに 考えて おりま す。

また 、無認 可保育 園の助 成の件 と要望 書の件 でござ います が、十 一月二 十二日 、文

書によ りまし て要望 をいた だいて おりま す。こ れにつ きまし ては、 今月十 八日に 団体

の皆さ んから 状況を 伺うと 。その 中にあ って、 私とし ての考 え方等 もお話 をして まい

りたい という ふうに 考えて おりま す。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 主 任のフ リー化 あるい は配置 基準の 市独自 の基準 につい て、

やはり 今、課 長が言 われま したよ うに、 保護者 の方へ の働き かけと いうの が、も う非

常に今 大変だ し重要 になっ ていま すね。 子育て 支援と いうの は、保 育所に 行って ない

子供さ ん、家 庭に対 しても もちろ んです けれど も、保 育所に 来てい る家庭 に対し ても

非常に 重要に なって きてい ますの で、ぜ ひ早い 時期に これを 改善し ていた だきた いと

思いま す。

では 、次の 問題に 移りま す。市 民の安 全のた めにと いうこ とです けれど も、生 活道

路や側 溝の改 善とい うのは 、非常 にやは り要求 が高い です。 私たち のアン ケート の中

で、「 限られ た予算 の中で も公共 施設の 計画的 整備が 必要で すが、 優先度 の高い もの

三つに 丸印を つけて くださ い」と いう問 いが一 つある のです けれど も、そ の中で もい

ろいろ な施設 を上げ て丸を つけて もらう ように してい ますが 、一番 が「老 人福祉 施

－５７－



設」、 二番が 「道路 や側溝 」とい うふう に回答 率が高 いです 。ある 方なん かは、 「今

の別府 で道路 と言え るのは 、十号 線と富 士見通 りだけ 。観光 港より 上は田 んぼの あぜ

道より 悪い。 箱物ば かりつ くらな いで、 まず足 の下の 道路か らと思 う。大 通り並 みの

通行量 で車が 離合し たら、 歩行者 は全然 動けな い。夕 方は特 に」と いうふ うな声 も寄

せてい ただい ている のです けれど も、や はり本 当に赤 印、赤 いボー ルペン にそこ だけ

かえて 丸印を しっか り書い てくだ さって いる方 もいま すし、 要求が 高いの が非常 に伝

わって くるの ですけ れども 、やは り来年 度の予 算でも 予算を 十分と って、 要求が 出て

いると ころは 早く解 決でき るよう にして いただ かない と、も う何年 たって も、「 もう

何年も 何年も 待たさ れるで はない か」と いうふ うな声 を多々 伺いま す。職 員配置 、予

算、と もに充 実して 要求に こたえ るべき だと思 うので すが、 いかが でしょ うか。

ｏ土木 課長（ 亀岡丈 人君） お答 えいた します 。

道路 の整備 という ことで ござい ますが 、この 別府市 の今、 市道認 定して おりま す道

路は二 千三百 三十四 本、約 六百二 十一キ ロがご ざいま す。そ の中で 都市計 画街路 等は

順次整 備して おりま す。ま た、計 画街路 以外の 市道に つきま しても 、バリ アフリ ーを

取り入 れた道 路整備 という ことで 今鋭意 やって いると ころで ござい ます。

今要 望が多 い、そ れに対 応する べきで はない かとい うこと でござ います が、我 々市

道の側 溝要望 につき まして は、か なり自 治会等 から要 望を受 けてお ります 。それ を受

けまし て、平 成十四 年度に つきま しては 、当初 予算に つきま して、 道路維 持費を まず

地場企 業の育 成、ま た景気 浮揚策 などの 兼ね合 いでか なりの 予算計 上して 認めて いた

だいて おりま す。そ れで精 力的に やって おりま すが、 何分別 府市に おいて は戦災 に遭

ってな い旧態 依然の 道路と いうの がかな りあり ます。 道路側 溝の形 態はあ ります が、

ふたが かりが ないと いうよ うなと ころも 多うご ざいま すので 、自治 会から の要望 等が

かなり ありま す。そ れを受 けまし て、私 どもは 現地調 査をし まして 、緊急 性また 危険

性等を 考慮し て整備 を鋭意 やって いると ころで ござい ます。 今後に つきま しても 、予

算の効 率的な 運用の 中で、 安全で 、安心 して通 れる道 路整備 につい て努力 してま いり

たいと 思って おりま す。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 予 算の効 率的な 運用と いいま すか、 やはり 予算の 枠を広 げな

いとな かなか 、要望 がたく さん出 てくる のでこ たえき れない という のが実 態だと 思う

のです ね。年 配の方 だけで はなく て、若 い方か らも声 が上が ってい ます。 これは 十代

の女性 の方、 学生さ んかな と思う のです が、「 歩道が 歩きに くいか ら道路 に出て くる。

すると 車との 接触の 危険が 出てく る。事 故は当 人の問 題もあ るが、 この環 境にも 問題

がある のでは ないか 」とい うふう な声と か、子 供さん を持っ ていら っしゃ る方だ と、

「自転 車道も なく、 ベビー カーも 通れな い。歩 く人の ことも 考えた 道路づ くりを して

ほしい 。それ も途切 れない 道路を 」とい うふう な声も いただ いてい ますの で、ぜ ひ予
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算枠を 広げて 対応し ていた だきた いなと 思うの ですが 、いか がでし ょうか 。

ｏ土木 課長（ 亀岡丈 人君） 御指 摘の道 路、ど の辺の 道路か という のがち ょっと わか

りませ んが、 確かに 歩道の 狭い旧 態依然 の道路 という のがあ ります 。そこ で幅員 が確

保でき る部分 につい ては、 歩車共 存道路 という ことで 整備を やって いると ころで ござ

います 。各市 道で、 かなり 狭隘な ところ もござ います 。それ で用地 が確保 できる 分に

ついて は、歩 道整備 、歩道 拡幅等 をやっ ていく 考えは 持って おりま す。

ｏ建設 部長（ 由川盛 登君） 道路 整備の 件でご ざいま すが、 本年度 は当初 予算に 二億

ほどプ ラスい たしま して、 景気浮 揚も含 めまし て側溝 それか ら道路 舗装の 整備を 例年

以上に 増して 整備を いたし ており ます。 これで 完全と いうこ とはご ざいま せんが 、今

後も要 望のあ る、そ れから 調査い たしま して不 備なと ころは 、早急 に取り 組んで いき

たいと 思いま す。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 戦 災に遭 ってな いとい うこと で大変 なのは よくわ かるの です

けれど も、ぜ ひ積極 的に取 り組ん でいた だくよ うにお 願いい たしま す。

では 次に、 一つ飛 ばしま して、 市長の 退職金 の引き 下げを 。

この 問題は 、私は 昨年十 三年の 第一回 議会、 三月議 会で質 問をし ている のです けれ

ども、 市長が 四年ご とに三 千二百 五十九 万二千 円とい う退職 金をも らって いるわ けで

すけれ ども、 これは 他市と 比べま して、 別府市 は百分 の七十 、大分 市は百 分の六 十三、

竹田市 の場合 は百分 の四十 なので すね。 それ以 外の県 内の市 は、全 部百分 の五十 です。

別府市 だけが 断トツ にこの 割合が 高いの ですね 。これ をせめ て他市 並みに 、ほか の市

並みに 百分の 五十に 引き下 げるべ きだと 思うの ですが 、これ 、百分 の五十 に引き 下げ

たとき に九百 三十二 万安く なると いう計 算にな るので すけれ ども、 私たち 、これ は市

長の退 職金だ けでは なくて 、議員 の報酬 も本来 引き下 げるべ きだと 考えて います 。ま

た、市 長の報 酬もあ わせて 引き下 げるべ きだと 思って いるの ですけ れども 、これ は前

回、去 年の三 月議会 のとき に質問 したと きには 市長が 、「特 別報酬 等審議 会にお 任せ

してい ます。 だから 、自分 の口か らどう こうだ という ことは 、きょ うは差 し控え させ

ていた だきま す」と いう答 弁なの ですが 、これ 、その 報酬審 議会に 白紙委 任では なく

て、引 き下げ をする という ことで 引き下 げの案 を審議 会に諮 問すべ きだと 思うの です

が、こ れは職 員課は 聞かれ ても困 ると思 います ので、 市長、 答弁し ていた だきた いと

思いま す。よ ろしく お願い します 。

ｏ総務 部長（ 大塚利 男君） お答 えいた します 。

退職 金の算 定基準 となり ます給 料月額 が、別 府市長 の場合 は、他 の類団 都市の 市長

と比べ まして 、かな り平均 給与月 額が低 い位置 となっ ており ます。 そうい ったこ とで、

これら を含め て今後 の特別 職報酬 審議会 の中で 議論を いただ きたい と存じ ておる とこ

ろでご ざいま すので 、御理 解を賜 りたい と思い ます。
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ｏ一番 （猿渡 久子君 ） き ょう議 案と予 算案が 提案さ れます けれど も、職 員も今 度は

給料が 下がる わけで すし、 今は本 当に厳 しい財 政状況 の中で 、私た ちのア ンケー トに

もやは り、「 議員も 報酬を 引き下 げるべ きだ」 という 声もた くさん いただ いてい ます

ので、 やはり 私もそ ういう 方向だ と思っ ていま す。市 長自身 が、や はりこ れを引 き下

げの方 向で諮 問をし ないと 、ほか の都市 に比べ て給料 が云々 という ことを 言われ まし

たけれ ども、 やはり 別府は 、福祉 の関係 の予算 が大変 ですし 、今こ ういう 時期に やは

り引き 下げと いうこ とでな いと、 市民の 理解を 得られ ないと 思うの ですね 。私は 以前

この質 問をし ました ときに 、市報 に挟ま ってく る「議 会だよ り」で すよね 。「議 会だ

より」 を見ら れた方 が、私 がある ところ で話し ていま したら 、「市 長は四 年ごと に三

千二百 万もも らって おるっ てな。 下げな ければ 悪いわ 」とお っしゃ るので すね。 「ど

こでそ れを見 た、お ばちゃ ん」と 言った ら、「 市報に 挟まっ ておっ たわ」 。それ ぐら

いやは り市民 として は関心 を持っ ている し、声 として あるの ですね 。市長 、いか がで

しょう か。

ｏ総務 部長（ 大塚利 男君） お答 えいた します 。

先ほ ど申し ました ように 、市長 の給料 月額と いうの は特別 職報酬 審議会 の中で 決定

されて おるわ けです が、こ れは平 成七年 から据 え置き として おりま すので 、そう いっ

た実態 も含め て御理 解を賜 りたい と思っ ており ます。

ｏ助役 （三浦 義人君 ） 私 どもも これは 特別職 でござ います ので、 自分の 口から 申し

上げる のもい かがな ものか とは思 うので すが、 また前 回、私 も特別 職の報 酬審議 会の

中に参 画をさ せてい ただき まして 、その 実態は 、ただ いま総 務部長 が申し 上げま した

ように 、「別 府の市 長は低 いのだ な。こ れでよ くこん な商売 するな 」とい うよう な意

見もあ ったわ けでご ざいま す。こ れは委 員の意 見でご ざいま すから 、事実 として 私は

述べさ せてい ただい ておる わけで ござい ます。

この ように 特別職 の職務 と報酬 額です ね、こ れはど れぐら いが適 切かと いうこ とは、

非常に 比較し にくい 部分が ござい ます。 ただし ながら 現在、 類似団 体等と 比較を した

場合は かなり 低いと いう位 置にあ ります ので、 さらに 平成七 年に当 たって 、それ 以外

一切増 額もい たして おりま せんし 、そう いうこ とも含 めて、 いずれ また今 後の特 別職

の報酬 審議会 等でこ れらの 問題も 議論し なけれ ばいけ ない時 期が来 るとい うよう に考

えてお ります ので、 そうい う状況 の中で 御理解 をして いただ けばと いうよ うに思 って

おりま す。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 今 、部長 、助役 が申し 上げた とおり でござ います 。ただ 特別

職報酬 審議会 、これ は議員 さん方 の歳費 も、そ れから 私ども の特別 職の歳 費もあ わせ

て審議 してい ただき ますの で、や はり特 別職報 酬審議 会の方 々に御 一任を させて いた

だきた い。そ の中で 御判断 をいた だきた いと。 それ以 外に我 々がこ うせよ 、ああ せよ
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という のは、 ちょっ と僣越 かと思 います 。まし てや議 員さん のこと まで報 酬審議 会に

どうだ こうだ という のは僣 越かと 思いま すので 、この 辺はひ とつ御 理解を いただ きた

いと思 います 。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） こ れは、 やはり 市長が 下げる べきだ と、下 げる方 向で検 討し

てくれ という ふうに 言わな いと、 なかな かやり にくい のでは ないか なと思 います 。

では、 障害者 福祉の 問題に 移りた いと思 います 。

ｏ議長 （首藤 正君 ） や がて正 規の時 間がま いりま すので 、あら かじめ 時間の 延長

をいた します 。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） ま ず、障 害者の 方の水 道料の 問題か ら入り たいと 思いま す。

私は十 二年の 第三回 議会、 九月の 議会で 一般質 問でも してい ますし 、その 後、建 設水

道委員 会でも 意見を 言って いるの ですけ れども 、今、 福祉減 免です ね。身 体障害 者の

方と六 十五歳 以上の ひとり 暮らし の方に 福祉減 免があ るーー 身体障 害者の 一、二 級で

すかー ーとい うふう になっ ていま すけれ ども、 前回質 問をし た時点 で、あ る方か ら匿

名でお 電話を 私の家 の方に いただ きまし て、「 知的障 害者や 精神障 害者の 水道料 金の

福祉減 免がな いとい うのは おかし いでは ないか 。前々 から身 体障害 者と同 じよう に福

祉減免 するべ きだ、 してほ しいと いうふ うに言 ってい るし、 そうい う声が 上がっ てい

るのに 、一体 いつに なった ら実現 できる のだ。 早くし てくれ ないと 困るで はない か」

という ふうな 御意見 をいた だいて いるの ですね 。そう いうこ とで十 二年の 九月に 質問

しても う二年 以上た ってい るので すね。 その間 、ずっ とそう いう不 公平な 状態が 続い

て、水 道料金 を払い 続けて いらっ しゃる わけで す。こ のとき の議会 の中で も、障 害福

祉課長 に私は 障害者 の定義 を質問 して、 障害福 祉課長 が、「 障害者 基本法 の第一 条の

第二の 定義に 、障害 者とは 身体障 害、知 的障害 または 精神障 害があ るため 、長期 にわ

たり日 常生活 または 社会生 活に相 当制限 を受け るもの と定め ており ます」 という ふう

にきち んと答 弁して いただ いてい るので すね。 だから 、「料 金改定 のとき に」云 々と

いうふ うな答 弁が水 道局か らあっ たので すけれ ども、 これは 障害者 という のは、 身体

障害、 知的障 害、精 神障害 の三つ がある のだよ という 規定が あるの に、そ のうち の身

体障害 の方に だけ減 免とい うのは 不公平 ではな いか、 だから 早く改 善しな いと、 その

不公平 をいつ まで続 けるの かとい うこと なので すね。 ぜひ早 急にこ れを改 善すべ きだ

と思い ますが 、いか がでし ょうか 。

ｏ水道 局営業 課長（ 手嶋亮 彦君） お答 えいた します 。

議員 さんの おっし ゃるこ とは十 分承知 いたし ており ますが 、福祉 減免制 度の枠 拡大

につき まして は、ほ かの方 々から もさま ざまな 御意見 もいた だいて おりま す。そ して

前回、 それか ら委員 会等で も回答 いたし ました が、現 状の水 道料金 の調定 額の推 移を

見ます と、平 成十二 年、十 三年、 十四年 と減収 の一途 をたど ってお ります 。この 枠拡
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大につ きまし ては、 現時点 ではも ろもろ の水道 料金体 系その ものか ら考慮 しなけ れば

ならな いとい うこと で考え ており ません ので、 この辺 を御了 解いた だきた い、こ のよ

うに思 います 。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） こ の問題 は、枠 を広げ ろとい うこと ではな くて、 予算が ある

なし、 お金が あるな しの話 ではな くて、 最初か ら福祉 減免を する時 点で身 体障害 だけ

でなく て知的 障害、 精神障 害の方 も一緒 に入れ ておか なけれ ばなら なかっ たこと が、

それが 身体障 害だけ になっ てしま ってい るでは ないか という 話なの ですね 。だか ら、

最初に 福祉減 免を始 める時 点で障 害福祉 課に「 障害者 とは」 という ことで 意見を 求め

られた ので、 身体障 害、知 的障害 、精神 障害の 三つが ありま すよと いうこ とはち ゃん

と言っ ている という ことな のです よ。だ から、 今ある 枠をさ らに広 げてく ださい とい

う話で はなく て、落 ちてい る部分 、きち んと本 来やる べきも のとし て入れ てもら わな

いと困 るでは ないか 、不平 等では ないか という 話なの ですよ ね。水 道局長 、いか がで

しょう か。

ｏ水道 局長（ 宮崎眞 行君） ただ いま、 営業課 長が申 し上げ ました とおり でござ いま

して、 実は一 番議員 さんの お話で 、障害 者には 精神障 害者、 知的障 害者も 入って いる

からと いうこ とであ ります が、私 どもが 、この 減免を するに は、こ れは「 福祉減 免」

という ことで 、福祉 行政を 対象に して考 えたと きには 、その ほかに も母子 とか寡 婦と

か、そ れから 生活保 護も当 然そう ですし 、それ から児 童福祉 法の知 的障害 者、こ れも

そうな ります し、そ れから 特別児 童手当 の扶養 手当受 給者と いうよ うに、 福祉行 政全

般から 見まし てバラ ンスを とった 行政と いうこ とから します と、そ のよう な方面 から

の福祉 減免と いうの は考え ていか なけれ ばなら ないの かなと いうよ うなこ とにな りま

すと、 私ども 水道事 業をや る者と しまし ては、 やはり 赤字を 出さな いよう に経済 性、

経済性 だけで はあり ません 、もち ろん福 祉の面 も含め まして 考えて やって いる中 では、

今の福 祉減免 制度が 限度か なと。 あと、 今「拡 大では ない」 と言い ました けれど も、

福祉全 般につ いて減 免制度 を考え るとい うこと であれ ば、福 祉行政 の方と 一緒に なっ

て知恵 を絞っ てそう いうよ うな方 面、バ ランス のとれ た減免 制度を 考えな ければ なら

ないの ではな かろう か、こ のよう に思っ ており ます。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 今 、水道 局長が 言われ た母子 家庭云 々とい うのと 、また 話が

違うの ですよ 。障害 者に福 祉減免 をする のであ れば、 身体障 害者だ けが生 活が大 変と

いうこ とでは ないの ですよ 。精神 障害者 、知的 障害者 の方も 本当に 生活が 大変な ので

すよ。 私は十 二年の この九 月のと きにも 言って います よ。精 神障害 者の方 でいう と四

万五千 円から 六万五 千円、 五、六 万とい う障害 者年金 で暮ら してい るので すね。 作業

所に働 いてい らっし ゃる方 でも、 それに 一カ月 五千円 かそこ らの給 料しか 出ない ので

すよ。 そうい う中で 生活保 護を受 けない ともう 生活で きない という 状況が ふえて いる
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のです ね。障 害者の 方に、 そうい う生活 だから 水も使 うな、 電気も 使うな という わけ

にはい かない でしょ う。そ ういう ふうに 当事者 の方、 関係者 の方は おっし ゃって いま

すよ。 だから 、ほか の母子 家庭や いろん なとこ ろに広 げろと いう話 とは別 だとい うこ

となの ですよ 。障害 者とい う認識 が、最 初に導 入する 時点で 間違っ ていた ではな いか

という 話をし ている のです けれど も、そ こがわ かって いただ けない ですか ね。

ｏ水道 局長（ 宮崎眞 行君） 一番 議員さ んの主 張して いるこ ともよ くわか ります 。た

だ、先 ほど私 の方で 申し上 げまし たよう に、や はり生 活に困 ってい る方は 、その ほか

にも、 それな ら母子 、父子 、寡婦 の方が 困って ないか という と、そ ういう ことも ない

という ことで 、そう いう面 から見 まして 、やは り福祉 行政全 般を見 る中で 見直し を図

らなけ れば悪 いので はなか ろうか という ことで 、先ほ ど申し ました ように 、福祉 の方

とタイ アップ してこ れを全 面的に バラン スのと れた行 政をや ってい かなけ ればな らな

い、こ のよう に考え ており ます。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） こ ればか りやっ ている わけに はいき ません ので、 次に移 りま

す。

来年 四月か ら、支 援費制 度がス タート します 。この 問題で 九月で も質問 をしま した

けれど も、こ の基本 は、障 害者本 人が利 用した いサー ビスを 決め、 みずか らサー ビス

事業者 を選ん で契約 する方 向へと 大きく 変わる という ことな のです けれど も、し かし、

実際は うたい 文句と は裏腹 に、国 庫負担 を減ら して福 祉への 市場原 理への 導入を ねら

ったも ので、 具体化 して出 てきた もので すね。 多くの 問題点 がある 制度で す。行 政責

任の後 退、深 刻なサ ービス の不足 、利用 者の負 担増大 の心配 、そう いう心 配が非 常に

されて 、自己 責任だ けが強 調され て、行 政が責 任を後 退させ るなら ば、弱 い立場 にあ

る障害 者の方 は制度 そのも のから 排除さ れてし まうと いう危 険性が あるも のです 。そ

もそも 契約制 度が成 り立つ 前提と しては 、十分 な情報 を選べ るだけ のサー ビス、 サー

ビスを 利用す る上で 必要な お金、 これが 障害者 の方に なけれ ば成り 立たな いわけ です

けれど も、現 状では そのど れもが 不十分 、改善 策が本 当に必 要です 。十分 な情報 提供、

相談体 制を充 実する という ことは 、新し い制度 発足の 大前提 です。

そこ で、ま ずＰＲ 、情報 提供の 問題で すけれ ども、 制度を 知らな かった り、申 請で

きない ような 障害者 を生み 出さな いため に、行 政のき め細か な対応 が必要 だと思 いま

すが、 市が、 行政の 責任と してど うＰＲ をして いくの かとい うこと なので すけれ ども、

長野県 の下諏 訪町な んかは 、町独 自の説 明書つ きのパ ンフレ ットを それぞ れの家 庭に

郵送を して、 なおか つ今後 、担当 者が一 人ずつ の家庭 全部を 、障害 者の方 の自宅 を訪

問する という 計画も 立てて います 。申請 待ちで はなく て、積 極的に こうい う要求 を掘

り起こ す手だ てが必 要だと 思いま す。

ちょ っと時 間の関 係で続 けて行 きます けれど も、二 点目の 問題は 、生活 実態を 反映
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した認 定をど う行う かとい うとこ ろで、 専門ス タッフ が必要 ではな いかと 思いま す。

これ大 分市は 平成九 年から 事務職 に福祉 の専門 職員を 採用し まして 、十二 人今の とこ

ろいま す。そ のうち 平成十 一年度 からは 、社会 福祉士 の資格 を持っ ている 人を採 用し

て、今 、社会 福祉士 六人の 方が正 規職員 として います 。この ように きめ細 かなプ ラン

を立て ていく ために は、社 会福祉 士を市 の障害 福祉課 に置く 必要が あるの ではな いか

なと思 います 。

また 、やっ ぱり集 団的に 検討す るとい うこと が大事 だなと 思いま すので 、第三 者機

関をつ くって フィー ドバッ クする サービ ス、決 まった サービ スに対 して意 見があ れば、

第三者 機関を 通して 市の方 に意見 を上げ て調整 すると いう支 援費サ ービス 調整会 議と

いうふ うなも のを、 兵庫県 の西宮 市なん かでは つくっ ていま すけれ ども、 そうい うふ

うなも のが必 要では ないか なと思 います 。

それ と、基 盤整備 の問題 ですね 。今こ れは新 聞でも 連載さ れてい まして 、この 記事

の中で も選ぶ だけの サービ スがな いし、 知的障 害など 判断の 難しい ケース を市町 村担

当者だ けで判 定でき るのか という ふうに 、ある お母さ んが指 摘をし ていま すけれ ども、

このと おりだ と思う のです ね。私 は先日 フォー ラムに 出席さ せてい ただい たとき にも、

そのよ うなお 話がた くさん 出てき ました けれど も、支 援費制 度の対 象とな るサー ビス

の中で も別府 市に全 くない という ものが 結構あ ります し、特 に皆さ んがお っしゃ るの

は、知 的障害 者のグ ループ ホーム が一つ もない 。グル ープホ ームが 別府に ないと いう

のは恥 ずかし いこと だとい うふう に言わ れてい ます。 あと、 知的障 害者の デイサ ービ

スセン ターは 一つし かあり ません 。一つ では、 選べる ことに ならな い。そ れとホ ーム

ヘルパ ーの派 遣、こ れは議 案質疑 の中で も言い ました けれど も、や はりサ ービス が足

りない 。必要 な人に 必要な 分だけ サービ スを提 供でき るよう にしな いとい けない とい

うこと ですね 。ショ ートス テイ、 お年寄 りのシ ョート ステイ には行 きたく ない、 杵築

までは 行きた くない という 声が出 ていま す。ど んなに 障害が 重くて も、だ れ一人 とし

て制度 から漏 れるこ とがな いよう に支援 体制を 整えな ければ ならな い、こ れは本 当に、

これも フォー ラムの 中で強 調され ていた ことで すけれ ども、 北海道 の伊達 市は人 口が

三万六 千余り の市な のです けれど も、こ こも高 齢化率 二三・ 六％、 別府と 同じぐ らい

ですね 、でも 、その 中で道 立の施 設、四 百二十 人規模 の施設 があっ て、な おかつ グル

ープホ ームが 二十一 カ所、 百六人 分ある のです ね。地 域生活 支援セ ンター もある 、生

活寮も 二つあ る、共 同作業 所も四 カ所あ る、通 所授産 施設も ある、 こうい うふう なと

ころも ありま す。

私、 今回い ろんな 方に御 意見を 伺いま して、 その中 で特に 感じた のが、 ある七 十代

の男性 なので すけれ ども、 この方 は四十 代の息 子さん が知的 障害が あって 、今、 施設

入所を されて いるの ですけ れども 、「ノ ーマラ イゼー ション という のは本 当にあ りが
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たい、 うれし いこと だと思 う。だ けれど も、自 分も本 人が希 望する なら息 子と一 緒に

暮らし たい。 しかし 、今の ままの 状態で は、息 子と一 緒に暮 らして も、も ういき つい

てしま って、 船から 飛び込 まんと いけな くなる 、親子 心中せ んとい けなく なるの では

ないか 」とい うふう におっ しゃっ ていま す。い ろんな 今まで 自己負 担にな らなか った

おやつ 代とか 布団代 とかい ろんな サービ スが自 己負担 になっ て、負 担が大 幅にふ える

と、一 級年金 受給者 の方は 一・五 倍にふ える。 三万四 千百円 が一カ 月五万 一千八 百円

になる 。二級 年金受 給者の 方は、 一万九 千百円 が四万 一千八 百円に なると いうふ うな

通知が 来てい るそう です。 それで 非常に 心配を されて います 。そう いう声 にどう こた

えてい くのか という のが、 非常に 大事に なって くる、 自治体 でそれ ぞれで きるこ とは

たくさ んある と思い ますの で、こ たえて いくべ きだと 思いま すが、 いかが でしょ うか。

ｏ障害 福祉課 長（石 川弦太 朗君） お答 えいた します 。

私も 先日フ ォーラ ムに出 席させ ていた だきま して、 いろい ろ御意 見を聞 かせて いた

だきま した。 いろん な意見 が出て おりま したが 、まず 順を追 って説 明・回 答させ てい

ただき ます。

ＰＲ という こと、 今後は どうす るかと いうこ とでご ざいま すが、 先日、 九月号 の市

報にも 掲載を させて いただ きまし たし、 身体知 的障害 者とそ の家族 説明会 という こと

で、十 一月十 七日に 午前中 と午後 、それ ぞれ社 会福祉 協議会 と市の レセプ ション ホー

ルをお 借りい たしま して説 明をさ せてい ただき ました 。

それ から、 地域社 会で福 祉の手 助けが 要ると いうこ とで、 住民の 方を一 番よく 知っ

ている 民生委 員の校 区長会 でも説 明をさ せてい ただき ました し、私 も西校 区の集 会、

民生委 員の勉 強会で ござい ますが 、出席 をさせ ていた だき説 明をい たしま した。 その

後、浜 脇校区 、それ からそ の他の 校区か らも、 「私の 方に説 明に来 ていた だきた い」

という ことで 引き合 いも来 ており ますの で、喜 んで行 かせて いただ き説明 をして いき

たいと 思いま す。

郵送 による 周知等 につい ては、 難しい 問題が ござい ますけ れども 、周知 の方法 とい

たしま して、 事業所 、グル ープに よる説 明会も 予定し てござ います し、先 ほど申 し上

げたよ うに、 地域社 会の担 い手で ござい ます民 生委員 の方々 に説明 をする などし て広

報を図 ってま いりた いと思 います 。

それ から、 専門員 の配置 という ことで ござい ますが 、九月 議会で も説明 をさせ てい

ただき ました が、専 門職員 のとい うこと でござ います が、現 在の障 害福祉 課の業 務は

ほとん どが事 務手続 きでご ざいま すが、 ただい ま議員 さんの 御意見 もござ いまし たが、

それら の意見 を十分 に配慮 いたし まして 、配置 するこ とは本 当に必 要とい う場合 には、

人事当 局に専 門職員 の配置 をお願 いして まいり ます。

それ から、 障害福 祉の充 実とい うこと で苦情 処理窓 口とい うこと でござ います が、

－６５－



支援費 制度の 中では 、不服 申し立 てがあ った場 合には 、市町 村の窓 口でお 受けい たし

ます。 また、 その後 は身体 知的厚 生相談 所の方 に、ま た難し い問題 の場合 にはそ ちら

に伺う という ことで ござい ます。

それ から、 先ほど 議員さ んが申 された のです が、集 団によ るとい うこと でござ いま

すが、 現在、 市の関 係する ケア会 議とい うもの があり ます。 全体会 議から 個別の 会議

までそ れぞれ ござい ますが 、現在 、三障 害の全 体会議 、これ は大分 県、日 出福祉 、農

協リハ 、ほっ と、中 央保健 所、病 院関係 、別府 市等が 、年に 二、三 回全体 会議で ござ

います ので、 集まっ ていろ んな問 題を協 議して おりま す。ま た、そ の下に 地域ケ ア会

議とい うのが ござい ます。 これは 別府市 、中央 保健所 、病院 関係等 が集ま りまし て、

年五、 六回ほ ど協議 をいた してお ります 。それ から、 本当に 障害の ある方 でケア が必

要な方 は、個 別にそ の都度 会議を 開いて おりま す。別 府市、 中央保 健所、 病院関 係、

農協リ ハ、ほ っと等 の、ま たその 関係者 が集ま りまし て、そ の障害 者に対 して個 別に

どうす るかと いう問 題をし ており ますの で、議 員さん が先ほ ど言わ れまし たのは 、こ

の会議 に当た るのか なとい うふう に考え ており ます。

それ から基 盤整備 という ことで ござい ますが 、この 基盤整 備につ きまし ては、 別杵

速見と いう圏 域の中 で基盤 整備を 行って おりま す。障 害者計 画がご ざいま して、 その

中にい ろんな 施設を 五つぐ らい、 障害者 数に応 じまし てつく るとい うふう になっ てお

ります が、こ の福祉 施設に つきま しては 、行政 側とい たしま しては 、その 福祉関 係事

務所、 施設等 に建設 及び配 置する ように お願い してい くとい うこと でござ います ので、

引き続 きお願 いして まいり ます。

それ から、 最後に なりま したが 、スケ ジュー ルとい うこと で一言 。現在 、九月 二十

日に県 の福祉 事務所 により ます説 明会、 支援費 制度の 研修会 が開か れまし た。負 担額

や支援 費基準 等、案 が示さ れまし たので 、これ に基づ きまし て準備 事務を 進めて おり

ます。 十月二 十三日 から厚 生療護 授産施 設に通 所・入 所して いる障 害者に つきま して、

申請の 受け付 け、聞 き取り 等を行 ってお ります 。十二 月の今 週いっ ぱいぐ らいに 施設

関係を 済ませ まして 、年が 明けま して一 月の中 旬以降 、また 在宅の 障害者 に対し まし

て、同 じよう な申請 の受け 付けを 始め、 その後 聞き取 り調査 を行っ てまい りたい と思

ってお ります 。三月 中旬ご ろまで には受 給者証 を発行 いたし まして 、四月 からの 支援

費制度 に対応 してま いりた いとい うふう に考え ており ます。

ｏ一番 （猿渡 久子君 ） 説明会 はなか なかわ かりに くいと いう声 を聞き ますの で、

すべて の障害 者、家 族の方 に行き 渡るよ うに繰 り返し 説明会 を開催 すると いうこ とが

大事だ と思い ます。

それ と、ケ ア会議 という ことが 言われ ました が、や はりこ れを発 展させ る形で ネッ

トワー クをど うつく ってい くかと いうこ とが大 事にな ってき ますの で、こ れをさ らに
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発展さ せてい ただき たいと 思うわ けです 。苦情 申し立 てと支 援費サ ービス 調整会 議と

いうの は、若 干意味 が違う と思い ますの で、こ の辺、 西宮市 の方の 取り組 みを勉 強し

て、今 後そう いうも のも必 要かな と思い ます。

それ と小規 模作業 所です ね。今 国・県 ・市で 百十万 ずつ三 百三十 万です 。全国 最低

の補助 金なの ですけ れども 、この 小規模 作業所 は支援 費支給 の対象 からも 外され るわ

けです ね。概 算要求 では、 無認可 の小規 模作業 所に対 する補 助対象 、施設 数も減 らさ

れてい ますの で、ま すます 厳しく なりま す。や はり小 規模作 業者だ けでは なくて 、い

ろんな サービ スにつ いても ですけ れども 、毎年 たくさ んの養 護学校 の卒業 生が出 て、

ニーズ がどん どん高 まって いくわ けです から、 こんな 状態で は、今 後作業 所を立 ち上

げるこ とすら できな くなる という お話も 伺いま すので 、ぜひ 一緒に なって 考えて 、一

緒に取 り組む 姿勢で お願い したい と思う のです が、そ このと ころ一 言お願 いしま す。

ｏ障害 福祉課 長（石 川弦太 朗君） ただ いまの 御意見 を踏ま えまし て、ま たでき る部

分から 検討し てまい りたい と思い ます。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） 一般 質問も 最後か ら二番 目にな りまし た。最 後から 二番

目を、 ゴルフ では「 ブービ ー」と 言うそ うでご ざいま すが、 元気よ くやっ ていき たい

と思い ます。

私の 前に共 産党の 議員の お二方 が福祉 行政、 介護保 険から 少子化 の問題 、さま ざま

質問を いたし ました から、 私はだ んだん 範囲が 狭くな ってま いりま した。 でも、 一般

的に予 算を反 対して おきな がら、 あれだ けよく いろい ろと要 求がで きるな と思い ます

し、市 長もち ょっと ね、予 算の執 行権者 であり ながら 予算を 反対さ れてお って、 あれ

だけの 答弁が できる なんて 私は感 心して おるわ 。私は 、今ま で市民 生活向 上のた めに

予算と いうも のは、 できる だけ私 たちは 反対を したく ないと いうこ とで、 井上市 政に

なって から、 私は記 憶では 反対し たこと はない と思う 。これ はやっ ぱり市 民生活 に大

事な関 連する 予算が あるわ けです から、 私は、 いろい ろ問題 はあっ たとし ても予 算は

反対は してお りませ ん。で すから 、今か らの私 が質問 するこ とにつ いて、 執行部 、市

長を含 めて的 確な答 弁があ るのだ ったら 、その 部分に ついて は短縮 します ので、 そう

すれば みんな ハッピ ーエン ドにな ります ので、 ひとつ ぜひお 願いし たいと 、この よう

に思い ます。

まず 私は、 今回質 問事項 の中に 少子化 対策と いうこ とを盛 り込ん でおり ます。 この

少子化 対策、 これも 先日二 十一番 議員さ んが、 五十年 後は別 府市の 高齢化 は三五 ％を

超える だろう という ことで ……（ 「全国 」と呼 ぶ者あ り）あ 、全国 ですね 。そう する

と別府 市はも っとふ えるの ではな いか、 このよ うに予 測され ており ます。 高齢化 率も

裏返せ ば少子 化なの ですね 。別府 は、特 に今少 子化が 続いて おりま す。市 長が就 任以

来、こ れは相 当の幼 児、六 歳未満 の子供 さんが 減少し ている ことは 事実で ござい ます。
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後で数 字はま た申し 上げま す。そ の中で この少 子化対 策、こ れはも う何を いわん や、

エンゼ ルプラ ンの中 で、今 回、新 エンゼ ルプラ ンを別 府市も 組みま したけ れども 、こ

の中で どのよ うな対 策をし ていく か、こ れが行 政の最 大の山 だと私 は思っ ており ます。

その少 子化対 策の中 でやは り一番 大事な ことは 、出産 それか ら育児 それか ら医療 、こ

れをど のよう に適切 な行政 の執行 の中で 安心し た出産 ができ るか、 その体 制づく りを

してい くとい うこと が、私 は一番 大事で はない かと思 ってお ります 。

さあ 、そこ で私は 今回は 、さま ざまあ ります けれど も、四 点に絞 らせて いただ いて

おりま す。ま ず一点 は、乳 幼児の 医療費 につい て、そ れから 不妊治 療対策 につい て、

それか ら誕生 祝金制 度の拡 充につ いて、 出産一 時金の 受領委 任制度 につい てとい うこ

とで通 告して おりま すので 、順次 質問し てまい りたい と思い ます。

乳児 医療費 につい ては、 私たち 公明党 の女性 局です けれど も、ず っと昭 和六十 一年

から現 平松知 事に予 算要望 を女性 の立場 からし てまい りまし た。功 を奏し まして 、平

松県知 事から 当時ー ー平成 二年で すけれ どもー ーいい 返答を いただ きまし て、皆 さん

の粘り 強い、 根気強 い予算 要望に 脱帽と いうわ けでは ないで すけれ ども、 敬服し まし

たと、 何とか 次の予 算編成 のとき に皆さ んの御 要望に 応じま しょう という ことで 、平

成三年 十月か ら三歳 児未満 の乳幼 児医療 費の入 院・通 院とも に無料 化が実 現した わけ

ですね 。その 後、私 たちも 毎年県 知事に 対して 女性の 立場か ら予算 要望を してま いり

ました 。その 結果、 平成八 年十月 、三歳 児から 六歳未 満児の 入院に 対する 無料化 が実

現をい たしま した。 さらに 続けた 結果、 平成十 二年二 月から 、償還 方式か ら現物 給付

方式の 実現が なりま した。 これか ら見ま すと、 あと乳 幼児の 医療費 の無料 化につ きま

しては 、三歳 児から 六歳未 満児の 通院に 対する 医療費 の無料 化が実 現すれ ば、す べて

就学前 六歳未 満児の 乳幼児 の医療 費の無 料化が 実現す るわけ でござ います 。これ は、

もう余 りそん なに急 激にで きる問 題では ありま せんか ら、答 弁はそ んなに 急がな くて

も結構 ですけ れども 、私た ちもこ としも やはり 公明党 の女性 局を中 心に平 松県知 事に

陳情に 行って まいり ました 。今回 の眼目 は、や はりこ の乳幼 児医療 費の無 料化の 三歳

から六 歳未満 児をど うする か、一 歳上げ てもら うか二 歳上げ てもら うかと いうこ とが

焦点で ござい ました 。

やは り別府 市も今 回、保 険医療 制度の 改正に よりま して、 医療費 負担が 若干減 額に

なった と思う のです が、ど の程度 になっ たか、 その点 だけを お尋ね したい と思い ます。

ｏ保健 医療課 長（伊 南忠一 君） お答え いたし ます。

原議 員御指 摘のと おり、 本年十 月一日 より、 ゼロ歳 から三 歳未満 児の入 院、入 院外

につい ては、 三割負 担から 二割負 担へと なりま した。 この負 担、助 成でご ざいま すが、

その分 につき まして は、県 と市が 二分の 一ずつ の助成 をいた してお ります 。幾ら ぐら

いにな るかと いうこ とでご ざいま すけれ ども、 現在は 、先ほ ど原議 員から もござ いま
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したけ れども 、三歳 以上六 歳未満 の入院 につい ても助 成いた してお ります ので、 請求

が来る 場合に 一歳、 二歳と いうぐ あいに 区分さ れてお りませ ん。そ れで、 三歳ま での

算出方 法とし まして 、平成 十一年 までに 償還払 いして いまし たその 分の統 計をも とに

しまし たとこ ろ、本 年度で ござい ますが 、十月 分から の四カ 月診療 分で約 一千百 万円

を見込 んでお ります 。これ にいた します と、市 の減額 は約五 百五十 万円に なるの では

ないか なと考 えてい るとこ ろでご ざいま す。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） これ は現在 までの 分です ね。県 が試算 してい るのは 、大

体この 医療費 の改正 によっ て不用 額にな るとい います か、減 額され る部分 が大体 二億

二千万 円ぐら いだろ うと言 われて おりま す。そ うする と、別 府市は 大体そ れの十 分の

一です から、 私は二 千万前 後に一 年間に なるの ではな いかと 、この ように 思って おり

ます。 これは るるそ んなに 長くは 言いま せん。 要はこ の乳幼 児の医 療費の 無料化 、こ

れは内 容は各 都道府 県でま ちまち ですけ れども 、大分 県は、 わりか しレベ ルは評 価で

きると 思うの です。 ただ問 題は、 三歳児 から六 歳児ま での通 院がま だ無料 化され てな

いとい うこと ですが 、大分 県の場 合は所 得制限 もあり ません 。平等 にこの 医療費 は六

歳未満 児の方 が受け られる ことで ありま すので 、私は 、この 三歳児 から六 歳児を でき

ればー ーでき ればで すよー ー別府 市単独 でもや ってい ただき たいと 思うの ですが 、そ

の点は いかが ですか 。

ｏ保健 医療課 長（伊 南忠一 君） 三歳以 上未就 学児ま での入 院外に ついて は、原 議員

御指摘 のとお り助成 対象外 でござ います 。この 数字が 幾らぐ らいに なるか という のも、

本人払 いです ので、 うちの 方に資 料はご ざいま せん。 先ほど の三歳 以上六 歳未満 まで

の入院 の助成 対象に なる分 をちょ っと割 り返し ました ところ 、約一 億六千 万にな ると

思いま す。こ れを市 の単独 事業で 賄うこ とは大 変なこ とでご ざいま すので 、償還 払い

から現 物給付 になる ように 、先ほ ど原議 員がお っしゃ いまし た、公 明党が 知事に お願

いしま したよ うに、 別府市 におい ても県 の方に お願い をいた したい と思っ ており ます。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） じゃ んじゃ ん言っ てくだ さいよ 。ここ には安 倍助役 もお

るので すから 、ちゃ んと助 役を通 じて県 にも言 ってく ださい 。でも 、私が 言いた いの

は、今 できる かでき んかわ からな いけれ ども、 大分県 下の中 でも、 十一市 の中で もも

うすで に、名 前を出 したら 市長は 嫌うか もしれ んけれ ども、 日田市 がやっ ていま すよ。

（笑声 ）単独 でやっ ていま す。そ れから 竹田市 がやっ ていま す。津 久見が やって いま

す。財 政指数 からい ったら うちよ りも高 いか低 いかと いうこ とが論 議にな るとこ ろで

すが、 やはり 少子化 対策で 各地方 自治体 も悩ん でおる のです よ。で すから 、少し でも

やはり 産み育 てやす い環境 をつく るため には医 療費と いうの が大事 だとい う観点 から

これを やって いるの ですか ら、十 一市の うちも う三市 はやっ ている 。いろ んな問 題を

抱えな がらや ってい るので すよ。 だから 、やろ うと思 えば例 えば県 より先 駆けて 四歳
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未満児 とか、 もう県 に先駆 けて五 歳未満 児は市 の単独 でやり ましょ うとい うこと は、

私はや れんこ とでは ないと 、この ように 思いま す。ぜ ひこれ は研究 課題と してお 願い

をした いと思 います 。よろ しいで しょう か。市 長はも う最後 、あと まとめ て答弁 して

いただ きたい と思い ます。

では 、次に 不妊治 療対策 につい て質問 いたし ます。 （発言 する者 あり） 不妊。 日本

では、 夫婦の 十組に 一組が 不妊症 だと言 われて おるそ うです ね。全 国で不 妊症と 言わ

れる方 は二十 八万五 千人の 方が不 妊症で 、現在 治療を 受けて いる人 もおる という こと

で言わ れてお ります 。この 別府市 として は、不 妊症に 対して どのよ うな認 識を持 って

おるか 、その 点だけ 一点お 尋ねし ます。

ｏ保健 医療課 長（伊 南忠一 君） 最近こ の質問 通告が 出ます 前に、 公明の 新聞で 見ま

した。 （「あ りがと うござ います 」と呼 ぶ者あ り）

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） 不妊 症のこ とにつ いては 、私も ずっと 以前か ら、も う二、

三年前 から研 究をし ておっ たので す。と ころが 、たま たまこ とし、 私たち は厚生 委員

会のメ ンバー でござ いまし たので 、七尾 市と輪 島市に 視察に 行かせ ていた だきま した。

そうし たら、 そのと きに輪 島市に 行きま したら 、もう この不 妊治療 対策に ついて 市独

自の補 助制度 を設け ており ました 。それ で私た ち、厚 生委員 会のメ ンバー みんな で、

それを 聞きな がらび っくり してお りまし た。へ え、あ の輪島 市が、 もうこ ういう 不妊

治療に 対して 、少子 化対策 に対し て、不 妊治療 を市独 自で助 成をし ておる な。（ 「七

十万」 と呼ぶ 者あり ）七十 万と今 言って おる。 今言っ た人が 、一番 熱心に 勉強し てお

った。 （笑声 ）私よ りも熱 心に勉 強して おりま した。

こう いうふ うに不 妊治療 という のは、 なぜ少 子化対 策に有 効なの か。要 するに 今も

のすご く全国 で不妊 治療に 悩んで おりま す。子 供が欲 しくて もでき ない。 ところ が治

療を受 ければ 多額の 費用が 要る。 ですか ら若い 夫婦、 経済力 がまだ まだ低 い方は 、治

療を受 けたく ても受 けられ んので すよ。 ですか ら、例 えば全 国で二 十八万 五千、 その

千分の 一、別 府市は 、人口 的にい けば。 多少の 上限は あるか もしれ ません けれど も、

そうし ますと 、約二 百八十 人の不 妊で悩 んでい る夫婦 がおる のでは ないか という 憶測

でござ います 。です から、 私は、 この不 妊治療 に対し ても別 府市と しても 何らか の手

を打つ 必要が あると 思うの ですが 、この 点どう ですか 。

ｏ保健 医療課 長（伊 南忠一 君） 不妊治 療につ きまし ては保 険適用 外が多 く、旧 厚生

省のア ンケー トでは 、夫婦 の治療 費が百 万を超 えてい るのが 四割以 上とい うアン ケー

トが出 ており ます。 このこ とを重 く見ま した国 は、保 険医療 の適用 か公的 支援に よる

援助等 が必要 とのこ とで、 現在検 討中と いうこ とでご ざいま すので 、国の 動向を 見守

りたい と考え ている ところ でござ います 。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） 私の 言って いるの は、厚 生労働 省は、 公明党 の坂口 大臣
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ですか ら、ち ゃんと そんな ことは わかっ ておる 。治療 にはい ろんな 方法が あるの です。

数万円 から最 高は百 万円ま でいろ んな方 法があ るけれ ども、 今どの 方法で 保険適 用し

たらい いのか 、それ とも出 産一時 金的な もので 適用し たのが いいか 、今、 厚生労 働省

も研究 してお るわけ です。 でも研 究をし ておっ ても、 来年適 用にな るか再 来年適 用に

なるか 、まだ わから ないわ けです よ。厚 生労働 省は、 できれ ば来年 ぐらい にめど をつ

けたい と言っ ておる けれど も、こ れはや っぱり 国だっ て予算 が関係 します から、 いつ

になる かわか らん。 だから 私が言 ってい るのは 、別府 市とし てある 程度こ ういう こと

も前向 きに考 えてみ る必要 がある のでは ないで すかと 言って おるわ け。

では 、これ ね、あ なたは 言いま すけれ ども、 大分県 下でも やって いると ころは ある

のです よ。（ 「日田 市」と 呼ぶ者 あり） 日田市 ではあ りませ ん、宇 佐市で ござい ます。

宇佐市 がもう やって いるの ですよ 。さっ き私が 輪島の ことを 言いま したけ れども 、市

町村、 村まで 含めて 、もう この不 妊治療 に対し て、額 は定か ではあ りませ んが、 十五

万だっ たり二 十万だ ったり 、輪島 なんか 最高七 十万円 までや ってい る。そ して、 「そ

の結果 はどう でした か」と いった ら、「 四人の 夫婦に 子供が 誕生し ました 」とい うの

ですよ 。あな たたち は、こ こを重 く見な ければ いかん ですよ 。今ま でこれ ができ なか

った。 保険適 用にも ならな かった 。です から、 輪島市 は単独 でこう いう制 度を設 けて、

子供さ んが欲 しくて もでき ない夫 婦、悩 んでい る夫婦 にこう いう助 成制度 をやっ たわ

けです から、 別府市 もやれ んこと は私は ないと 思う。 これ、 ぜひ… …。（ 「課長 は女

性だっ たぞ」 と呼ぶ 者あり ）ああ 、そう でした かね、 それで わかり ました 、はい 。ぜ

ひこれ は前向 きに取 り組ん でもら う必要 がある と思う のです が、ど うでし ょうか ね。

ぜひお 願いし たいと 思うの ですよ ね。

もう 一つ言 います 。では 課長、 今、別 府市で 普通私 たちは 、よく これ、 わから ない

のです がね、 秋草葬 斎場で すね。 生後一 カ月未 満、そ れから 、まだ 生まれ てない ので

すから 、胎児 という のか、 児胎と いうの ですか 、嬰児 という のです か、（ 「はい 」と

呼ぶ者 あり） 嬰児、 どのく らい火 葬され ておる か、御 存じで すか。

ｏ保健 医療課 長（伊 南忠一 君） 大変申 しわけ ござい ません 、把握 してお りませ ん。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） これ ね、私 は今、 広域圏 議会の 理事で 予算の 説明を 受け

て初め て気が ついて びっく りしま した。 広域圏 で八十 七遺体 、生後 一カ月 未満で す。

それか ら十二 歳未満 の方を 入れま すと、 何と九 十四人 が火葬 されて いる。 これを 見ま

して、 子供さ んを健 やかに 育てて いくた めには 、やは りこう いう医 療とか 不妊治 療制

度とか 、また 後にも 述べま すけれ ども、 いろい ろな誕 生祝金 制度、 こうい うこと を含

めて少 しでも 希望の ある出 産がで きるよ うにし ていく ことが 、私は やはり 社会の 務め

でもあ るし、 行政の 務めだ と、こ のよう に思っ ており ます。 本来別 府市は 、生後 一カ

月未満 の嬰児 が八十 七遺体 と言い ました けれど も、別 府市は 、では どのく らいお るか

－７１－



という と、ち ょうど 五十遺 体。五 十人の 嬰児が 火葬さ れてい るので すね。 そうし ます

と、現 在の出 産率か ら見ま すと、 出産さ れたあ れから 見ます と、五 ％です よ。こ れを

見ます と、私 は、い かにや っぱり 医療の 充実、 それか らお産 までの やはり 検診と かい

ろんな ことを 含めて 大事な ことで はない かと思 うので す。だ から、 こうい うとこ ろに

手厚く 私は、 やはり 予算は つける べきだ と思っ ており ます。 この点 は、私 が今い ろい

ろるる 述べま したけ れども 、参考 にしな がら、 ぜひ前 向きに 取り組 んでい ただき たい

と、こ のよう に要望 してお きます 。

では 次に、 誕生祝 金制度 の拡充 につい てとい うこと で質問 させて いただ きます 。

別府 市も誕 生祝金 制度、 我が党 の要望 により まして 平成十 三年四 月から これを 実施

してお ります 。非常 にこれ は画期 的な制 度とし てスタ ートし たわけ ですけ れども 、現

状は課 長さん 、どう ですか 。誕生 祝金制 度、現 在まで はどの ような 形で支 給され てお

るか、 その状 況を教 えてく ださい 。

ｏ児童 家庭課 長（阿 南俊晴 君） お答え いたし ます。

誕生 祝金に つきま しては 、三子 以降の 新生児 に対し て支給 をいた してお ります 。平

成十三 年度で 見ます と、合 計百四 十三名 。内訳 で言い ますと 第三子 が百十 四名、 第四

子二十 二名、 第五子 六名、 第六子 が三名 という ことで ござい ます。 今年度 で見ま すと、

十一月 末現在 でござ います が、百 二十九 名の方 に支給 をして おりま す。内 訳とし まし

て、第 三子が 百九名 、第四 子が十 一名、 第五子 が五名 、六子 が二名 、第七 子が二 名と

いうこ とで、 平成十 三年度 と十四 年度、 現在、 十一月 末現在 で比較 します と二十 五名

の増と いうこ とにな ってお ります 。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） これ は第三 子以降 を見ま すと、 確かに 数字的 には伸 びて

おりま す。と ころが 出産し た子供 さんの 全体か ら見ま すと、 これは 落ちて います ね。

それは なぜか といい ますと 、第一 子、第 二子を 出産し た方が 少ない という ことな ので

す。だ から、 ここに やっぱ り私は 眼目せ ねばい かんと 思うの ですよ ね。私 はこの 前も

これ、 出産祝 金制度 につい て申し 述べさ せてい ただき ました 。別府 市は、 課長、 出生

率はど の程度 ですか 。

ｏ児童 家庭課 長（阿 南俊晴 君） お答え いたし ます。

別府 市独自 の推移 という のは出 ており ません 。これ は平成 十一年 度の参 考とし て一

・一九 でござ います 。平成 十三年 度の全 国が一 ・三三 という ことで 過去最 低、大 分県

下にお きまし ては一 ・四八 という ことで 過去二 番目で ござい ます。 別府市 におき まし

ては、 先ほど 申しま した一 ・一九 を恐ら く下回 ってい るとい うふう に推測 をいた して

おりま す。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） そう ですよ ね、別 府市は 全国平 均、大 分県下 の平均 より

も特殊 出生率 が下が ってい る。平 成十一 年度の 時点で すから 、一・ 一九よ りも現 状と
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しては 下がっ ている 可能性 が多い という ことで すね。 これか ら見ま すと、 やはり この

誕生祝 金制度 も、前 回言い ました ように 、一・ 一九、 一・三 三の人 数より も、要 する

に二人 を産ん でくれ る政策 、施策 、これ を私は やらな ければ いかん のでは ないか なと

思うの です。 二人目 を産め る環境 づくり 。もう 子供は 一人で いいと いうの ではな くて、

やはり 最低限 度若い 夫婦に は二人 産んで いただ けるよ うな政 策。そ のため には、 私は

やはり 第二子 ぐらい からこ の祝金 は支給 した方 がいい のでは ないか と、こ のよう に提

言をし ておき ます。

これ は金額 はどう か知り ません けれど も、隣 の日出 町では 、もう 第一子 からや って

います ね。そ のかわ り第四 子以降 は何人 産んで も一緒 なので すよね 。もう 金額は 申し

上げま せん。 ところ が大分 は、別 府と同 じ第三 子から ですね 、第三 子から です。 でも

大分は 、わり かし出 生率が いいの です、 今のと ころ。 別府は 悪いの です。 だから 、そ

れから 見ると 、でき ればこ ういう ところ にやは り少子 化対策 として 予算を つける べき

だと私 は思っ ており ます。

では 、次に もう行 きます 。第三 番目、 出産一 時金の 受領委 任払い 制度に ついて 、こ

れにつ いてお 尋ねを いたし ます。

これ は、現 状はも う皆さ んも御 承知の ように 、出産 一時金 という のは正 式には 「出

産育児 一時金 」とい うこと で、子 供を出 産され て三十 万円支 給され ており ますね 。こ

の出産 費用は 、退院 時に医 療機関 に本人 が支払 って、 出産育 児一時 金は、 市に手 続き

後、こ れは前 後はわ かりま せんけ れども 、約一 カ月で 本人に 支払わ れるシ ステム にな

ってお るのが 、これ が通常 だと思 います 。しか し、こ の出産 という のは病 気では ない

ために 医療適 用にな らない のです よね。 ですか ら、例 えば部 分的に 定期検 診を受 けた

りいろ いろし ますと 、現金 で払わ なけれ ばなら ない。 そうす ると要 するに 若い御 夫婦

の方は 、経済 的な基 盤の若 い人た ち、収 入が少 ない人 たちは 、その 出産の 定期検 診に

行く費 用でさ え困っ ている 方もお られる と聞い ており ます。 ですか ら、当 然この 出産

育児一 時金に 頼らざ るを得 んのが 現状で はない かと思 います 。そう いう若 い世代 の夫

婦が結 構多い という ことで すね。 そのた めに国 として も平成 十三年 度より 出産育 児一

時金三 十万円 ですね 、これ の八割 を基準 に出産 資金の 貸付事 業制度 が創設 されま した

ね。現 状これ はどの 程度の 利用率 がある のか、 その点 をお尋 ねしま す。

ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） お答 えいた します 。

出産 費の貸 付事業 ですが 、昨年 の七月 から実 施をい たして おりま す。こ れを利 用し

た人は 、平成 十三年 度が二 十五件 、平成 十四年 度は、 これま で十六 件の方 が利用 して

おりま す。利 用が月 平均二 件に満 たない 状況で す。こ の制度 をもっ と理解 してい ただ

くため に、普 及にも 努めて いきた いとい うふう に思っ ており ます。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） これ は一つ 私なり の提案 ですけ れども 、この 出産一 時金
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の受領 委任払 い、こ の制度 を私は ぜひ別 府市で 導入し ていた だきた いと、 このよ うに

思いま す。先 ほど私 がいろ いろる る述べ ました けれど も、要 するに これを するこ とに

よって やはり 出産家 庭の若 い家族 は、非 常に助 かるの ですよ ね。要 するに 医療機 関と

本人と の話し 合いに よって 三十万 が支給 されま すと、 例えば ーー例 えばの 話です よー

ー三十 万を超 えた場 合は、 超えた 分だけ を医療 機関に 払えば いいわ けです 。そし て、

もし三 十万円 を下回 れば、 下回っ た分は 医療機 関が本 人に支 払う制 度にな ってい る。

これは 地方自 治体で も、も うどん どんこ れを導 入して おるの ですよ 。そう します と、

本人た ちも安 心して 出産が できる と同時 に、複 雑な手 続が、 何度も 貸付制 度を申 し込

んだり 、出産 後に行 ったり せんで も、本 人たち が選択 できて 、前も って三 十万円 を医

療機関 との話 し合い の中で 受領委 任払い 制度に すれば 、こう いう制 度がで きれば 喜ん

で出産 ができ る人も 多くな るので はなか ろうか と、こ のよう に私は 思いま すので 、ぜ

ひお願 いをし たい、 このよ うに思 います 。

先ほ ど言い ました ように 、今、 出産前 に診察 に行き ますね 、何回 ぐらい 行きま すか。

子供さ んが生 まれる のは、 十カ月 で子供 さんは 生まれ るわけ ですが 、それ までの 妊婦

さんの 検診は 、大体 どのく らい行 かれる のかわ かりま すか。

ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） 何回 行くか という 質問で すけれ ども、 後半に なれ

ば、八 カ月以 上にな れば週 二回、 それか ら間近 に、一 カ月ぐ らいに なれば 週一回 とい

うふう に聞い ており ます。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） そう します と、こ れはや っぱり 定期検 診には 相当行 くと

いうこ とです ね。そ うする と、今 、医療 扱いで はない ですか ら、一 回行く と大体 五千

円かか るとい います ね。そ うしま すと、 これは 出産す る方に は、も う大変 な負担 なの

ですよ 。だか ら本来 は、こ ういう ところ まであ る程度 、例え ば出産 するま でに七 回を

限度に とか五 回を限 度にと いうこ とで地 方自治 体で助 成制度 をして おると ころも ある

のです よ。だ から、 こうい うとこ ろもひ とつ含 めて検 討して いただ きたい と、こ のよ

うに思 います 。

いろ いろる る申し 上げま したけ れども 、少子 化対策 という のは、 これは 私は、 別府

市にと っては 非常事 態宣言 と思い ます。 そのく らいの 気持ち で取り 組まな ければ なら

ない非 常事態 宣言と いうこ とで、 私は少 子化対 策に全 庁を挙 げて取 り組む 必要が ある

と思い ます。

私は 、一つ 意見だ けを述 べさせ てもら います 。これ は公明 新聞に 載って おった ので

すけれ ども、 「妊娠 中の検 診に保 険適用 を」と いうこ とで、 これは 「私の 意見」 とい

うこと で投書 されて いまし た。こ れをち ょっと 読ませ てもら います 。

「妊 婦が、 産婦人 科で定 期検診 を受け る際、 一回に つき五 千円も の費用 を負担 しな

くては ならな い。妊 婦は病 気では ないと いうの で医療 保険が 適用さ れない からだ そう
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です。 若い世 代の人 たちが 、検診 を受け るたび に五千 円を支 払うと いうの は、経 済的

に余裕 がない だけに 大変で す。長 引く不 況の中 で妊娠 ・出産 に伴う 費用は 、家計 に重

くのし かかっ ていま す。本 当はも う一人 子供を と思っ ても、 この経 済状況 や、先 々の

家計の ことを 考えて 二の足 を踏ん でいる 人も多 いので はない でしょ うか。 特に二 人目、

三人目 となる と、上 の子供 にも教 育費が かかる など、 さらに 切実で す。確 かに妊 婦は

病気で はあり ません が、子 供を産 むカッ プルに 子供を 持つ機 会を少 しでも ふやし てあ

げよう と思え ば、妊 娠中の 定期検 診費用 に対す る医療 保険の 適用を 認める べきで はな

いでし ょうか 。新し い生命 を宿し た母親 たちの 経済的 な負担 を少し でも軽 減させ るた

めにも 、早期 実現を 望みま す。」 と投書 されて きてお ります 。私は これを 読んだ とき

に、や はりで きると ころは 社会や 地方自 治体が 手厚く してや る、こ れはも う当然 のこ

とだと 思いま すよ。 市長、 その点 どうで すか。

ｏ福祉 保健部 長（岡 部光瑞 君） お答え いたし ます。

妊娠 してい るとき 、妊娠 中二回 無料券 を発行 してお ります 。それ から妊 娠した 後、

出産後 ですが 、二回 無料券 を発行 して診 察して もらっ ており ます。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 大 体福祉 に関し ては終 わりに 近づい ており ますの で、ま とめ

て一言 答弁を させて いただ きます 。

福祉 関係に ついて は、大 変勉強 なさっ ていて 、すば らしい 御意見 ・御提 言をい ただ

きまし た。（ 「ほか のこと は悪い 」と呼 ぶ者あ り）（ 笑声） そうで はあり ません 。

（発言 する者 あり） そうで はあり ません 。都市 間にお いては 、それ ぞれ都 市間の 事情

があろ うし、 財政収 支のや はりバ ランス もある でしょ うし、 また先 進都市 は非常 に進

んだ都 市で、 財政的 にも税 収が非 常に多 くある という ところ もある でしょ うし、 逆に

税収が よろし くなく て困っ ている ところ もある でしょ う。ま た最近 の話で ござい ます

けれど も、こ こ来年 、再来 年にか けて危 険、赤 字の転 落都市 が出て くるの ではな いか

なとい うよう な予測 もされ ている ようで ござい ます。 別府も おかげ さまで 、そう いう

面では 皆様方 の御協 力で今 、何と か安定 をして おりま す。一 例をと ります と、皆 様方

の御要 望や要 求は、 やはり 緊急性 のある ところ から、 我々行 政マン として も、助 役を

中心と して部 課長が 一生懸 命頑張 って取 り組ん できた と思い ます。 その中 で先ほ ど一

番議員 からも お話が ありま したが 、認可 外保育 、これ の助成 金、こ れは公 明党議 員が

十一年 度から 十二年 度にか けて声 を高く して、 また社 民党の 議員も 何度か 行って いた

だきま した。 これを 一つ例 にとり ますと 、九州 ではこ の制度 をやっ ている のは大 分市、

久留米 市、鹿 児島、 宮崎そ して別 府なの です。 この認 可外保 育所の 補助金 制度は 今考

えてみ ますと 、別府 市の場 合は、 人口規 模から いって も税収 からい っても 非常に 今、

差があ ります 。大分 市、久 留米市 、鹿児 島、宮 崎とい うのは 人口も 多いし 、非常 に財

政規模 も違い ます。 こうい う中で やはり これは いいな と思っ たこと はさせ ていた だい
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ておる わけで ござい ます。 これは 一例で ござい ます。 まだた くさん 、いろ いろな 面で

もさせ ていた だきま した。

だか ら先ほ ど八番 議員に も申し 上げま したけ れども 、皆さ んの要 求をす べてさ せて

いただ きたい けれど も、そ の要望 ・要求 事項を すべて やった ときに は、へ たをす ると

財政的 な逼迫 を来す 。そこ で、私 どもも 財政規 模に見 合った 形の中 で議員 さん方 の要

求・要 望を一 つ一つ 片づけ ていこ うと。 こうい うこと で何ぼ か遅く なりま したけ れど

も、緊 急性の あるも のはど んどん やって いって いるつ もりで ござい ます。 ところ が、

十三年 度にー ー一例 ですが 、先ほ ど言っ たよう にーー 認可外 保育の 助成金 を出せ ば、

今度は またす ぐ上げ よと、 こうな るわけ ですか ら、こ れはも う財政 当局と しては 持ち

ません 。この 辺も、 ひとつ 十分に お考え いただ ければ ありが たいな と。

また 、さっ きの御 指摘の 四つの 点でご ざいま すが、 これに ついて も、や はり少 子化

対策と しては これは 前向き に緊急 に考え 、取り 組まな ければ ならな いかな と。ま た、

市民要 求の中 で情勢 をよく 把握し ながら 、本当 に必要 なもの に取り 組んで いくと 。こ

れはま た後ほ ど、今 後とも 一つの 条件も 出てき ましょ うが、 それぞ れ議員 さん方 のま

た考え 方、ま たいろ いろな 取り組 み方も ござい ましょ うから 、そう いうも のも把 握し

ながら 、また 市民の 声なき 声をし んしゃ くしな がら、 今後取 り組ん でいき たいと 、こ

のよう に思っ ており ますの で、ど うぞそ の辺は 御理解 方をお 願いい たした いと思 いま

す。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） ある 程度そ う来る だろう とは思 ってお った。 市長は そう

言いま すけれ ども、 今回総 合体育 館も来 年いよ いよ竣 工しま す。今 度は球 場も平 成何

年か、 十六年 か十七 年には できる だろう と言わ れてい ます。 それか ら先日 、二十 番議

員の質 問にい ろいろ 市長の 今後の 施策と いいま すか、 いろい ろ述べ ており ました けれ

ども、 私は聞 いてお ってす ごいな と思っ ておっ たです ね。あ れ、全 部合わ せると 三百

億から 五百億 かかる のでは ないか な、私 は自分 で指折 り数え てして おりま したね 。確

かにそ ういう 施策も 別府市 は大事 なこと なので すよ。 やらざ るを得 ぬ。特 に今、 これ

だけ経 済が冷 え込ん でいる 中、起 爆剤は 何かと いうと 、観光 浮揚を しなが ら経済 力を

つけて 活性化 をして 経済を 豊かに する以 外には 、別府 市は浮 揚する ことは ないの です

よ。だ からそ れを私 はわか ってお る。で もね、 私がさ っき言 ったの は、こ のまま 行き

ますと 、別府 市はど んどん 少子化 が続い て、こ れはい ろんな 学者の 統計に なりま すけ

れども 、さっ き二十 一番議 員が言 ったよ うに、 高齢化 が全国 で五十 年後は 三五％ を超

えるだ ろう。 人口は どうか といい ますと 、五十 年たっ たら、 今の日 本の人 口は一 億二

千五百 万が一 億を切 るので はなか ろうか と言わ れてい ます。 百年た ったら 六千万 台に

なるだ ろうと 言われ ておる のです よ。そ うした ら、野 球場ど ころで はあり ません よ。

別府市 は、野 球する 子供が 少なく なって くる。 スポー ツをす る人口 が少な くなっ てく
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るので はない ですか 。一番 大事な のは、 この少 子・高 齢化、 これを やはり 社会の 観点

から立 った、 社会福 祉から 立った 場合、 一番優 先すべ きなの ですよ 。これ が地方 自治

体の長 たる責 任だと 、こう 私は思 ってお ります 。だっ て、私 は野球 はへた ですよ 、へ

ただけ れども 、私た ちの小 さいこ ろは、 野球場 はフェ ンスも 何もあ りませ んでし た。

原っぱ のとこ ろで、 学校で もフェ ンスが ありま せんで したか ら、野 球する と田ん ぼの

中に入 り込む 。それ を靴脱 いで、 稲を植 えてお るとこ ろを球 拾いし ておっ た。そ した

ら、お じさん から「 こらっ 」と怒 られて おった 。それ でも野 球は楽 しかっ たので すよ。

今はフ ェンス に囲ま れて立 派な球 場、球 拾いを する必 要もな いでは ないで すか。 球拾

いも一 つは楽 しいス ポーツ なので すよ。 だから 私は、 今まで 野球部 に入っ ていま した

けれど も、ほ とんど 球拾い です。 （笑声 ）です から、 確かに 野球場 も必要 ですけ れど

も、私 が非常 宣言を 出しな さいと 言った のは、 やはり 少子化 、これ は地方 自治体 、特

に別府 は高齢 化率が 高いこ の別府 市につ いては 、もう 切実な 問題な のです よ。だ から

私は、 そこを 言って おるわ けです から、 余り本 末転倒 して考 えても らいた くない と思

います よ。ど うです か、市 長。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 誤 解のな いよう にして くださ い。今 までの 中で緊 急性の ある

こと、 それか らまた 生活に 密着し て必要 性のあ るとこ ろから やりま すよと いうこ と。

この中 に位置 づけが どうあ るか、 これに よって 決めて いくわ けでご ざいま すから 、す

ぐやる とか何 とかで はなく て、そ ういう 御意見 を体し て、ま た市民 の声な き声を 吸い

上げな がらそ れに対 処して いきた い、こ のよう に思い ます。 きょう 、すぐ やりま すよ

とかで はあり ません 。そう いうも のを含 めなが ら考え ていき ますの で、ど うぞそ の辺

は誤解 のない ように 御理解 くださ い。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） 「誤 解」と 言いま すけれ ども、 私は「 五階」 とか「 六

階」と 言って おるわ けでは ない。 あなた が話を 横に広 げ過ぎ る。持 論を言 い過ぎ るか

ら私が 言って おるわ けだ。 だから 、みん な大事 なこと とわか ってお る。だ から、 予算

も伴う ことは わかっ ておる 。だか ら、少 子化対 策の中 でも私 が今回 四項目 言いま した

けれど も、こ れから また子 供を、 特に子 供さん の中で はアレ ルギー の問題 とかい ろん

な問題 が出て くるの ですよ 。そう いうや っぱり 医療の 体制を 整えな がらや ってい かな

ければ いかん から、 できる ところ から着 実に一 つずつ やって いく、 これが 行政の 仕事

ではな いです か。だ から私 は、そ ういう ふうに 申し上 げた次 第で、 だから 私は、 一番

議員が とか八 番議員 がとか 、そん なこと は関係 ない。 私の答 弁に対 して前 向きに して

くれれ ばそれ でいい わけで すよ。 そのよ うにお 願いし たい、 このよ うに思 います 。

もうな いです かね、 なけれ ば次に 行きま す。で は、も う時間 もなく なりま したか ら、

もう後 は次回 に回し ますけ れども 、一点 だけひ とつ言 います 。

まち づくり につい ての中 で、別 府市地 域環境 美化条 例と駐 輪場対 策、こ れだけ はち
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ょっと 今回言 ってお きます 。これ は前回 に続い て二回 目です 。私は 、でき るまで 毎回

でも言 おうと 思って おる。 この駐 輪対策 という よりも まず美 化条例 、これ が条例 が制

定され てもう 二年を 過ぎま したで すね。 その美 化条例 が制定 されて 二年過 ぎまし たけ

れども 、今の 状況は どのよ うにな ってい るのか 、お知 らせ願 いたい と思い ます。

ｏ環境 安全課 長（高 橋 徹 君） お答え いたし ます。

別府 市の地 域美化 条例に つきま しては 、平成 十三年 四月一 日に施 行いた しまし て、

もうす ぐ二年 になろ うかと いうと ころで ござい ますが 、規制 の地域 といた しまし ては、

もう御 存じの とおり 別府市 の玄関 口とい う地域 を指定 して、 現在ま でに、 当初施 行初

日には ＰＲ活 動とい うこと で駅前 で取り 組んだ ところ でござ います が、そ の後、 地域

につき まして は、車 両に条 例の「 制定地 域」と いうポ スター を張り 、職員 につき まし

ては、 腕章を しなが らパト ロール 等をし て周知 徹底を 図ると ともに 、たば こを吸 って

歩いて いる方 につき まして は、灰 皿を配 る等を してぽ い捨て をしな いよう に啓発 活動

に取り 組んで きたと ころで ござい ますが 、まだ 十分な 浸透が されて ないの が現状 と認

識して いると ころで ござい ます。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） 認識 してお ると言 うけれ ども、 これは 、条例 が二年 して

から、 特に駅 前通り から西 口、き れいに なって おるど ころか 、土曜 日曜も 行って みて

くださ い。も うたば この吸 い殻、 空き缶 、ひど いです よ。ど ういう ふうな 啓発活 動を

してお るのか 、私は そこが 疑問。 もう少 しね。 この条 例まで 制定し て二年 がたつ なら

ば、本 来、観 光都市 別府玄 関、も うある 程度き れいに ならな ければ いかん 。駐輪 場も

しかり ですよ 。私は 、ずっ とあれ を土曜 日、そ れから 火曜日 、歩い てみま した。 自転

車でず うっと ね、自 転車を 押しな がら歩 いてみ た。随 分いろ んな人 に会い ました 。何

で私が 自転車 を押し て歩い ている のかと 思って 。自転 車で歩 きなが らたば この吸 い殻

とか空 き缶が どうな ってい るのか 、それ とも不 法駐輪 がどの くらい あるか 、ずう っと

調べて みまし た。と ても改 善され ておる ような 状況で はあり ません 。この 状況を 見た

ときに 、当局 として はどの ように 今後対 策をし ていこ うとし ている のか、 その点 をお

尋ねし ます。

ｏ環境 安全課 長（高 橋 徹 君） お答え いたし ます。

地域 指定に つきま しては 、ぽい 捨ての 地域に つきま しては 、別府 市内に 六カ所 ござ

います が、特 に駅前 を中心 といた します 地域を 重点と しまし て、啓 発活動 を職員 が取

り組ん でおる ところ でござ います 。ただ 、他の 地域に つきま しては 、巡回 パトロ ール

という 形で現 在では 月に一 、二度 しかな かなか 回りこ なして おりま せんが 、一、 二度

は各指 定地域 につい て巡回 してい るとこ ろでご ざいま す。

それ から放 置自転 車につ きまし ては、 西口を 中心と する地 域につ きまし て、関 係課

と協議 いたし まして 片づけ をお願 いして いると ころで ござい ます。
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ｏ二十 四番（ 原 克 実君） あな た、そ んなこ とを言 ってお ったっ てつま らんで すよ、

課長。 全然改 善がさ れてな いでは ないで すか。 では、 今まで 二年た って改 善され てな

ければ どうす ればい いかと いうこ とを今 後対応 するの が、当 局では ないで すか。 今、

年末商 戦が始 まって います 。いろ んなク リスマ スイブ の歌も 流れて きてお ります 。あ

あいう 要する に、あ れはな んとい うか、 ミュー ジック 、ああ いうの を通じ て商店 街に

もお願 いしな がら、 やはり 別府に 、庁舎 内でも 今何で すか、 マナー アップ ですか 、た

ばこの あれは 何かな 、朝の 十時と 三時、 禁煙タ イムと いうの が放送 でされ ている では

ないで すか。 年末商 戦を通 じて商 店街な んかに お願い して、 一時間 ごとに 、今別 府市

は美化 条例に よって たばこ の吸い 殻、空 き缶は ぽい捨 ては禁 止にな ってお ります と、

こうい うマナ ーを市 民の皆 さんも 観光客 の皆さ んも守 ってく ださい と。で も、も しこ

れが何 度も警 告して 守られ ない場 合は罰 則規定 もあり ますよ という ぐらい 、ある 程度

そのＰ Ｒを市 内にな ぜでき んのか 。

そし て結局 、宮崎 、私は 宮崎の ことも 言った けれど も、自 転車駐 輪対策 も言っ たけ

れども 、全然 ……。 いや、 これは 持って います とか言 いなが ら、何 にもで きない 、こ

れが別 府市の 状況で すよ。 あそこ は、シ ルバー 人材セ ンター の人を 常駐約 四十名 です

よ、自 転車の 駐輪の 整理と 、そう いう宮 崎の駅 前橘通 りの美 化に努 めるた めに、 もし

万が一 たばこ なんか が落ち ておっ たら、 ちゃん とそれ を拾っ て、捨 てる人 たちに 注意

を促す 人たち までち ゃんと 配置し ておる 。

さっ き七番 議員が 言われ ました けれど も、今 回、福 岡市も 歩きた ばこの 禁止と 言わ

れてい ました 。きょ うは、 ラジオ の中で も、岐 阜県の 白河村 、白河 村がこ のやは り条

例を設 置する と言っ ており ます。 観光都 市別府 であり がら、 この美 化条例 の機能 を果

たして ないと いうこ とは、 問題で はない ですか 。これ はぜひ ……。 せっか く有効 な条

例があ りなが ら、何 のため にこれ をつく ったか 、目的 をよく 掌握し てくだ さいよ 。あ

なたた ち、こ こにあ るでは ないで すか。 別府市 地域環 境美化 条例、 これを 見ます と、

第一条 、これ はもう 時間が ないか ら読み ません 。その 後に、 第三条 、第五 条、第 七条

は、ど ういう それぞ れの立 場の責 務を書 いてお るので すか。 これを しっか り踏ま えて

協議す るなら ば、私 はでき ない問 題では ないと 思いま す。そ して、 先ほど 放置自 転車

が云々 と言い ました けれど も、私 もずっ と歩い てまい りまし たら、 駅前通 りだけ で放

置自転 車が、 多いと きで百 四十台 、少な いとき で百十 台。そ れはコ ンビニ とかパ チン

コ屋と か、固 有名詞 を挙げ て悪い ですけ れども 、ああ いう人 の集ま るとこ ろに駐 車し

ている のが現 状です 。でも 、ある パチン コ屋は ちゃん と駐輪 場があ ります 。ある パチ

ンコ屋 はあり ません 。こう いうあ たりを あなた たちは 、この 条例の 範囲内 で事業 者と

どう話 し合い ながら やって いこう として おるの ですか 。ここ にちゃ んと事 業者の 仕組

みとい うのを 書いて おるで はない ですか 。そし て、た だ放置 自転車 が、各 関係と 協議
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してや りまし たと言 ってお るけれ ども、 そんな もので はない でしょ うが。

では 、別府 市の交 通安全 対策基 本法と いうの があり ますね 。これ は国が 定めた 基本

法があ ります 。これ に合わ せて別 府市は 、どう いう交 通安全 対策会 議を開 いてい るの

ですか 。そこ からお 尋ねし ます。

ｏ環境 安全課 長（高 橋 徹 君） お答え いたし ます。

国の 定めま す交通 安全対 策基本 法に基 づきま して、 別府市 の条例 で別府 市交通 安全

対策会 議条例 を設置 いたし まして 、別府 市交通 安全対 策会議 を開催 し、別 府市に おけ

る交通 安全計 画、現 在は第 七次と なって おりま すが、 七次計 画を策 定して いると ころ

でござ います 。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） その 協議会 を設置 してい るので すかと 言って おるの です

よ、そ の駐輪 対策に 対して 。立ち 上げし ている のです か。

ｏ環境 安全課 長（高 橋 徹 君） 別府市 の交通 安全対 策会議 条例に よりま す交通 安全

対策会 議につ きまし ては、 国・県 ・市の 職員等 により ます会 議でご ざいま して、 交通

全般の 内容を 検討し 、基本 的な交 通安全 の計画 を策定 する会 議でご ざいま して、 個別

の内容 につい ての会 議とし て運用 は、現 在して いない ところ でござ います 。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） だか ら私が 言って いるの は、こ れに基 づいて 別府市 も自

転車等 の駐輪 対策協 議会と いうの を設置 しなけ ればい かんの ですよ 。それ をやっ てな

いから 、こん なこと でしょ う。で も、別 府市も 実際い って協 議会は あるの ですよ 。法

的根拠 のある 協議会 を開い てない 。平成 二年か ら警察 それか らＪＲ それか ら北名 店街、

別府市 、いろ んなと ころで この不 法駐輪 に対す る協議 会とい うのを 平成二 年にも う設

置して いるの です。 そして 平成二 年から 平成五 年、平 成八年 、ずっ と協議 はして きて

いるけ れども 、こう いう法 的根拠 がない がため に機能 を果た してな いのが 現状で しょ

う。だ から、 これを やりな さいと 私は言 ってお るので すよ。 この立 ち上げ をせん から、

いつま でたっ てもイ タチご っこ。 青山通 りなん か見て くださ い。き れいに なった では

ないで すか。 駅前は 、まだ あのま ま、西 口だっ た東口 だって 。あそ こだっ て本当 は交

通シス テムが 若干今 の現状 にはそ ぐわな い。交 通シス テムを あそこ は整備 をやり 直さ

なけれ ばいか んので すよ。 その周 辺を整 備して いたら 数十億 円かか ります からと 、都

市計画 課は言 ってお る。そ んなも のでは ないで すよ。 数十億 円かけ んでも 、今の 交通

システ ムをき ちっと 都市計 画法に 基づい て整備 をして 、駐輪 場を設 置して 、そし てそ

こにき ちっと した不 法駐輪 対策を してい くなら ば、あ の駅西 口・東 口はき れいに なり

ますよ 。だか ら私は これを 持って いる、 宮崎の 例を。 いつも 述べる のです けれど 、宮

崎はも うきち っとし た対策 会議を 開いて 、一台 も不法 駐輪も ない。 これ、 都市計 画課

は持っ ておる のです よ。だ から別 府市は 、各課 がばら ばらだ から、 これが 機能を 果た

してな い。よ く覚え ておい てくだ さい。 ちゃん とやっ てくだ さいよ 。助役 、どう です
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か。き ちっと やって くださ い。

ｏ助役 （安倍 一郎君 ） お 答えを いたし ます。

議員 のただ いまの 御意見 等を踏 まえま して、 可能な 対策を 早急に 、これ は関係 部局

一丸と なって 講じて まいり たい、 こうい うふう に思っ ており ます。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） 最後 に、ち ょっと 一言言 います 。青山 通り。 この間 、グ

レード アップ してき れいに なりま した。 そら、 もう物 の見事 にきれ いなバ リアフ リー

の通り ができ ました 。本当 に市長 、これ はすば らしい ものだ と思っ ていま す。た だ私

も、た だ一つ だけ言 いたい 、これ 。ずっ と私は 片道約 一キロ 、九百 メータ ーぐら いを

ぐるっ と一通 り回り ました 。そう したら 、杖を ついた おじい ちゃん が上が ってき てお

りまし た。そ うした ら、そ の人が 、長い ものだ から途 中でふ うっと とまっ て、ず うっ

と眺め ながら ほうっ とため 息つい ておる 。そし て、し ばらく 休憩し たら、 また歩 いて

おる。 何でか なと思 ったら 、やっ ぱり私 、あの 通りに は一つ もベン チがな い。バ ス停

にもベ ンチが ない。 そして また、 ずっと 回って おりて きてお ったら 、白菊 の前に 来ま

した。 バス停 があり ました 。そし て、お 年寄り の方が 三人、 若い方 が一人 、四人 立っ

ていま した。 そして 、ずう っと立 ってお るので すよ。 そして 、どう してか なと思 って、

バスの 時間表 を見た ら、三 十分に 一本し かあそ こは通 ってな い。ど のくら い立っ てお

るかと 私はは かった ら、十 七分立 ってお ったで すよ。 とうと う高齢 者の方 は、後 ろに

下がっ て、白 菊の垣 根の石 に座っ た。「 おばあ ちゃん 、きつ いです ね」と 言った ら、

「昔は ここに あった のだけ れども 、今は 、これ はきれ いにな ったけ れども 、いす がな

い」と 言うの ですよ 。です から、 また宮 崎のこ とを言 うよう ですけ れども 、宮崎 の橘

通りは 、ちゃ んと高 齢者に 配慮し たまち づくり がなさ れてい ます。 ちゃん と花壇 の縁

にベン チがあ ります よ。だ から、 あれだ けきれ いなグ レード アップ した通 りです から、

やはり 心が必 要。バ リアフ リーに も心が 必要な のです よ。だ から、 ときど きやっ ぱり

そうい うポケ ットパ ークみ たいな のにベ ンチを つくっ て、高 齢者が 休める 場所、 そし

て停留 所あた りもや はり高 齢者が 腰かけ られる ような ベンチ ぐらい 少しは 、ちょ っと

ユニー クなも のを置 いても いいと 思いま す。

そし て、私 は、こ れがあ ったか ら、国 道筋か ら富士 見通り から、 幸通り から、 全部

回りま した。 いけま せんね 。観光 都市別 府には ふさわ しくな いバス 停とベ ンチの あり

方。こ れを観 光客が 見たら どう思 うかと いうこ とです 。やは り私は 、そこ らあた りに

ある程 度配慮 してこ れから の街路 整備、 歩道の 整備と いうの はやっ ていた だきた いと、

このよ うに思 います が、い かがで しょう か。

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 大 変前向 きな、 建設的 な御意 見をい ただき まして 、あり がと

うござ いまし た。も う御無 理ごも っとも でござ います 。駅前 、駅裏 は完全 に対策 を練

ってあ ります し、ス テーシ ョンセ ンター の社長 もかわ りまし た。そ れから 、あの 近郊
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の土地 も今は ありま せんが 、土地 も交渉 して、 駐輪場 対策を 含めて 、それ からま たお

年寄り 対策を 含めて 、また 亀の井 バスと も交渉 しなが ら、満 足いく 行政を してい きた

い、こ のよう に思い ます。

ｏ二十 四番（ 原 克 実君） よろ しくお 願いし ます。

ｏ議長 （首藤 正君 ） 休 憩いた します 。

午後五 時 九分 休憩

午後五 時二十 五分 再開

ｏ議長 （首藤 正君 ） 再 開いた します 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ れでは 、質問 の順序 に従っ て質問 してま いりた いと思 いま

す。

庁舎 管理に ついて という ことで 、上げ ており ます。

現在 の庁舎 は昭和 六十年 に建て られま して、 十数年 間経過 をして いるわ けであ りま

す。こ の間、 脇屋市 長、中 村市長 、井上 市長と いうこ とで現 在に至 ってい るわけ であ

ります けれど も、現 在の広 報広聴 課の前 の通り を抜け て庁議 室とい います か、そ こが、

以前は 通り抜 けがで きてい たわけ であり ますけ れども 、それ が、今 遮断を されて いる

わけで ありま す。そ れから 、その 庁舎の 東側階 段の二 階につ いても 、いわ ばそこ から

入れな いとい うこと で、こ の庁舎 の中で 一つは 、申し ました ように 、市長 も「日 本一

の応接 間」を 目指し て行政 をやる と言っ ており ますし 、そう いう観 点から すれば 、そ

ういう 事態が 起こっ ている ことに ついて 、そう いうこ とが管 理上問 題とし てある ので

はない かとい うこと になる わけな のです けれど も、そ れでま ず、い つごろ まで素 通り

ができ たか、 お尋ね をいた します 。

ｏ総務 課長（ 藤野 博君） お答 えをい たしま す。

行政 棟の通 路の特 徴とい たしま しては 、各フ ロアの センタ ーにエ レベー ターホ ール

を設け ており ます。 それで 通路を 通じま して西 側、東 側の通 路と回 遊性を 持たせ てお

ります 。御指 摘の場 所も、 以前は 扉を開 けて通 れるよ うにし ておっ たよう にあり ます

が、た びたび 一般の 来庁者 といい ますか 、市民 の方が 、その 通路や 階段を 通って 奥の

方に迷 い込ん だとい うこと もござ います し、予 約をさ れたお 客さん も、秘 書課の 前を

通らな くて北 側の通 路を通 ったた めに、 秘書課 の職員 が把握 できな い間に 応接棟 に入

られた という 経緯が ござい ます。 また、 この場 所には 、来客 者等多 うござ います 。中

には女 性職員 が常時 一名な いし二 名しか いない という ことも ござい まして 、管理 上、

平成九 年ごろ にその 扉を閉 めたと いうふ うにお 聞きを してお るとこ ろでご ざいま す。

この 件につ きまし ては、 防災上 問題は ないの かとい うこと でござ います けれど も、

関係部 署に確 認をと りまし たとこ ろ、防 火上は 、扉が いつで も解錠 できる 状態に ある

ので、 この点 につき まして は問題 はない という ふうに 伺って おりま す。
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ｏ十番 （田中 祐二君 ） ち ょっと 防災上 はまだ 聞いて いませ んので 、ちょ っと… …

（「今 から聞 く」と 呼ぶ者 あり） 今から 聞きま すけれ ども、 いつご ろまで 素通り がで

きたか という ことを 最初お 聞きを したの ですけ れども 、ちょ っとそ のくら いのと ころ

が、今 の答え でない ので、 あとの 遮断に ついて は、平 成九年 ですか 、遮断 をされ たと

いうこ とであ るわけ であり まして 、階段 も平成 九年だ という ことで 理解し ていい ので

すか。 その二 点と、 まず私 が聞き たいの は、い つごろ まで素 通りが できて おった とい

うこと と、こ れです ね、い つごろ まで。 そして 、それ と同時 に扉が 閉まっ たのか どう

か、そ の間期 間があ るかど うかと いうこ とも含 めて。 最初に お聞き したの は、い つご

ろまで 素通り できて おった のです か。

ｏ総務 課長（ 藤野 博君） お答 えをい たしま す。

いろ いろ関 係職員 にお聞 きをし た経緯 がござ います けれど も、は っきり いつご ろと

いうの が言え ません けれど も、平 成九年 ごろで はなか ろうか という ことで ござい ます。

扉ない し階段 の扉で すね、 両方と も大体 同じ時 期だと いうふ うに伺 ってお ります 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 先 ほど、 市民が 迷い込 んだと かいろ いろ言 ってい ますけ れど

も、前 の市長 のとき はそう いうこ とがな かった わけで すね。 その理 由とし て、市 民が

迷い込 むとい えば、 それは ほかの ところ だって 一緒で すわね 、迷い 込むこ とにつ いて

は。そ うでは ないで すか。 市役所 の中で 迷い込 むこと だって あるわ けです よね。 ほか

のとこ ろに行 こうと 思って 違うと ころに 行った とかね 。だか ら、そ このと ころの 理由

をはっ きりね 、私は 理解が できな いので すけれ ども、 その点 ともう 一度、 消防上 の問

題とし て防災 上、あ そこに 火災が 起こっ たとき 、あそ こに扉 にある わけな のです ね、

実際に 。どう やって 避難す るので すか、 そうい うとき は。防 災上問 題がな いとい うの

なら、 どうい う形で どうい うか、 もう一 回説明 してい ただけ ません か。

ｏ総務 課長（ 藤野 博君） 以前 からや はり市 民の方 が、あ そこに 多く迷 い込ん だと

いうお 話を聞 いてお ります 。そし て、常 時女性 職員が 一名な いし二 名しか いない とい

うこと から、 平成九 年ごろ に閉め られた という お話を 伺って おりま す。

また 防火上 の問題 につき まして は、火 災予防 条例の 準則の 第四十 条第四 項に、 「通

常は施 錠装置 を設け てはな らない 。ただ し、非 常時に 自動的 に解錠 できる 機能を 有す

るもの 、また は屋内 からか ぎ等を 用いる ことな く容易 に解錠 できる 構造で あるも のに

ついて は、こ の限り でない 」とい うこと で、一 応問題 はない という ふうに お伺い して

おりま す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） よ くわか ったよ うなわ からん ような 答えを してお るので すけ

れども 、火災 が起こ ったと きに、 ただか ぎをか ければ いいと いうも のでは ないの だけ

れども 、逃げ る場所 として ああい うとこ ろがあ れば、 なお逃 げられ るわけ ですか ら、

だから そうい う意味 で私は 言って いるの で、や り方を 聞いて いるの ではな いので すけ
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れども 、万一 のこと を考え たとき にどう ですか という ことが 懸念さ れるわ けです 。そ

のこと によっ てかぎ を開け る暇な んてい うのは ないの ではな いかと 、そう 思って いる

のです けれど も、も う一回 お答え くださ い。（ 発言す る者あ り）

ｏ総務 課長（ 藤野 博君） お答 えをい たしま す。

一応 あの場 所に職 員がお ります ので、 万一の ときは 、すぐ にかぎ を開け られる 状態

にある という ことで ござい ます。

ｏ消防 本部予 防課長 （工藤 邦男君 ） 先 ほど説 明がご ざいま したが 、四十 条の関 係で

ござい ますが 、今般 十月の 法改正 により まして 、八条 の二の 三の改 正に基 づきま して、

格上げ が法律 でされ ており ます。 それは 、防火 戸の前 面に物 を置く とか、 そうい う管

理につ きまし て法律 的に強 化され たわけ であり ますけ れども 、これ につき まして は、

昨年九 月一日 、歌舞 伎町で ござい ました 雑居ビ ル火災 を踏ま えまし て、法 律が強 化さ

れたと ころで ござい ますけ れども 、内部 から解 錠でき る構造 であれ ば、消 防上に おき

まして は問題 ないも のと解 してお ります 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ れでは 、次に 移りま す。は り・き ゅう・ マッサ ージの 国庫

補助金 につい てでご ざいま す。

この 事業に ついて は、国 民健康 保険条 例の第 七条に 保険給 付以外 の給付 につい て記

されて いるわ けであ ります 。保険 者の健 康保持 につい て増進 を図る という ことか らこ

の事業 が、目 的とし て健康 保持、 さらに 増進を 目的と して、 昭和四 十九年 四月一 日よ

り事業 を開始 してい るわけ であり ます。 このこ とによ って医 療の抑 制なり に大き く貢

献され ました ことに ついて は、当 局の努 力によ るとこ ろが大 きいわ けであ ります 。そ

のこと によっ て高齢 者なり 体の弱 い人が 助けら れてい るとい うこと は認識 をして おり

ますし 、また この不 況下の 中で補 助金を 少しで も上げ ていた だけれ ば、利 用者、 さら

には利 用され る施設 にとっ てはあ りがた いとい うふう に考え ており ますし 、そこ で、

このこ とにつ いて若 干増額 を含め てお願 いを申 し上げ たいと いうふ うに考 えてお りま

す。

それ で、ま ず、は り・き ゅう・ マッサ ージに 対する 基本的 な当局 のお考 えをお 尋ね

いたし ます。

ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） お答 えいた します 。

はり ・きゅ う・マ ッサー ジの補 助は、 議員さ んが言 われま すよう に、国 保の被 保険

者の健 康保持 ・増進 対策と して行 うもの で、被 保険者 が施設 を利用 したと きにそ の料

金の一 部を国 保で負 担する もので ござい ます。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ れでは 、県下 で補助 金を出 してい るとこ ろが十 一市の 中で

幾つか あると 思って おりま す。そ のこと につい てどれ くらい あって 、内容 的には どう

かとい うこと を含め てお尋 ねをい たしま す。
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ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） お答 えいた します 。

この はり・ きゅう ・マッ サージ の補助 につき まして は、補 助単価 それか ら回数 、そ

れから 年齢制 限、こ ういっ たもの が各市 で違い があり ますけ れども 、国民 健康保 険の

保険事 業とし て行っ ている 市は、 県下で 別府市 を含め て六市 が実施 をいた してお りま

す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 六 市が実 施をし ておる わけで ありま すけれ ども、 最近に なり

まして ちょっ と耳に したの ですけ れども 、この 利用さ れる方 の割合 が少し ふえて いる

という ことも お聞き をして おりま す、別 府市の 場合。 ですか ら、そ こら辺 のとこ ろの

利用の 割合に ついて お尋ね をした いと思 います 。

ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） お答 えいた します 。

施設 の利用 につき まして は、最 高年四 十八回 利用で きます 。その 中で料 金を九 百円、

一回に つき九 百円を 補助い たして おりま す。そ の利用 者の数 につき まして は、半 期ご

とに出 してお ります ので、 大まか にしか 把握は できま せんが 、平成 十二年 四月で 三千

二百七 十九人 、それ から十 三年の 四月で 三千五 百五十 四人、 それか らこと しの四 月、

三千五 百四十 六人の 方が利 用して おりま す。個 々の被 保険者 これを 全体で 見ます と、

おおむ ね八％ の方が 毎月利 用され ている という ことに なりま す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 大 変いい ことで あって 、利用 する方 がふえ ている という こと

もある わけで すけれ ども、 そこで 改定と いいま すか、 六市が それぞ れこれ に対し て改

定をさ れてい るとい うこと も聞い ており ます。 特に大 分市で は、こ としの 四月に 改定

をした という ことも ありま して、 そうい う状況 につい てお尋 ねをい たしま す。

ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） お答 えいた します 。

他都 市の状 況です が、先 ほど六 市が補 助をし ている と報告 させて いただ きまし た。

まず、 議員さ んが言 われま したよ うに大 分市で すが、 ことし の四月 に改定 をいた しま

して、 補助単 価は千 百円で ござい ます。 それか ら日田 市が平 成十二 年七月 から、 それ

から中 津市が 平成九 年四月 から、 それに 別府市 が十一 年四月 から、 それぞ れ九百 円を

補助い たして おりま す。宇 佐市と 豊後高 田市は 平成十 年四月 からそ れぞれ 八百円 に改

定をし ている のが現 状でご ざいま す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ れぞれ 改定を されて 、この はり・ きゅう ・マッ サージ につ

いては 積極的 に取り 組んで いるよ うであ ります し、大 分の場 合は先 ほども 言いま した

ように 四月、 答えの 中でも そうい うこと が出さ れてお ります 。別府 市もそ れに倣 って

いただ いて、 何度か 利用さ れる人 の立場 に立っ て、こ の補助 金の増 額につ いてど うお

考えに なって いるか 、お尋 ねいた します 。

ｏ保険 年金課 長（宇 都宮俊 秀君） お答 えいた します 。

この はり・ きゅう ・マッ サージ の補助 にかか る財源 といい ますか 、それ は保険 給付
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でない ことか ら、保 険税を 充てる ことが できま せん。 したが いまし て、こ れは一 般会

計から の繰り 入れで 賄って おりま す。そ のため 、今の 厳しい 財政状 況の中 でこれ 以上

助成が 得られ るかど うか、 関係課 ともよ く協議 をして いきた いとい うふう に考え てお

ります 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） ぜ ひ補助 を上げ ていた だく方 向で検 討して いただ くこと を、

関係課 ともよ く相談 をして いただ きまし て、お 願いを してお きたい と思い ます。

次に移 りたい と思い ます。 職員の 公務災 害補償 につい てであ ります 。

別府市 におい ては、 地方分 権の推 進に伴 い、権 限委譲 等に伴 う業務 量の増 大、ま たは

行政改 革の推 進に伴 う職員 数の削 減が行 われる 等、職 員の労 働過重 が懸念 をされ る中

で、別 府市と しては どのよ うな対 策を考 えてい るか、 まずお 尋ねを いたし ます。

ｏ職員 課長（ 亀山 勇君） お答 えをい たしま す。

まず 、行政 改革の 推進に 当たり まして は、職 員課と いたし まして は、今 日まで 職員

給与及 び定員 管理の 適正化 を目標 に進め てきた ところ でござ います 。この 中で総 枠人

件費を 抑制す るとい うこと の中か ら、景 気ある いは雇 用対策 の一環 といた しまし て、

職場の 勤務実 態に応 じまし て、臨 時ある いは嘱 託職員 の積極 的な活 用を図 ってき たと

いう状 況でご ざいま す。ま た職員 の配置 につき まして は、毎 年所属 長等の 人事ヒ アリ

ングと いうの を実施 する中 で、職 場の適 正配置 に努め てきて いると ころで ござい ます。

今、議 員御質 問の職 員の労 働過重 に関す る質問 につい てでご ざいま すけれ ども、 これ

は労働 基準法 あるい は労働 安全衛 生法、 そして 地方公 務員の 法の趣 旨に基 づく中 で、

別府市 職員安 全衛生 規則及 び別府 市ＶＤ Ｔ安全 衛生委 員会規 則を定 める中 で労働 安全

衛生委 員会を 設置し 、職員 の健康 管理及 び安全 管理に 努めて きてい るとこ ろでご ざい

ます。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 職 員の公 務災害 補償制 度につ いては 、地方 公務員 災害補 償法

が適用 されま して、 第一条 に、公 務上の 災害ま たは通 勤によ る災害 補償の 迅速か つ公

正な実 施を確 保する とされ 、地方 公務員 及びそ の遺族 の安定 と福祉 の向上 に寄与 する

ことを 目的と する法 律であ るよう であり ます。

そこ で、公 務災害 にかか わる認 定基準 と補償 の種類 につい てお聞 きをし たいと 思い

ます。

ｏ職員 課長（ 亀山 勇君） お答 えをい たしま す。

公務 災害補 償制度 でござ います けれど も、こ れは公 務上の 補償そ れから 疾病、 障害、

死亡と いった 災害、 並びに 通勤に よる災 害に対 しまし て、本 人また は遺族 、被扶 養者

に補償 を行う という 制度で ござい ます。 これら の公務 災害の 認定に 当たり まして は、

今日ま で最高 裁の判 例によ ります と、公 務災害 と認定 される ために は、職 員が任 命権

者の支 配下に あり、 災害が 公務の 遂行の 過程で 発生し たもの である 、いわ ゆる公 務遂
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行性が あるこ と、そ して災 害が公 務に起 因する 公務起 因性が あるこ との因 果関係 によ

り認定 すべき という ふうに 解釈を されて います 。

そこ で、補 償の種 類でご ざいま すけれ ども、 療養補 償ある いは休 業補償 、遺族 補償

等十種 類の基 本的な 給付と 、それ から被 災職員 の社会 復帰の 促進等 のいわ ゆる福 祉的

な補償 の補完 として 行われ る制度 がござ います 。福祉 事業と に分け られる という ふう

になっ ており ます。

なお 、この 請求に 当たり まして は、一 応本人 または 遺族の 同意の 中で行 うこと にな

ってお りまし て、最 終的に は地方 公務員 災害補 償基金 がこの 認定決 定をさ れると いう

状況で ござい ます。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ こで、 最近、 社会問 題視さ れてい る労働 過重等 が原因 とし

て、例 えば過 労死に よる公 務災害 の認定 が問題 視され ており ます。 そこで 、勤務 中に

それが 原因と して長 期入院 、長期 休職及 び死亡 などの 事故が 過去に あった のかど うか。

また、 そうし た事態 が生じ た場合 の公務 災害に 対する 補償制 度につ いて説 明をお 願い

いたし ます。

ｏ職員 課長（ 亀山 勇君） お答 えをい たしま す。

議員 御質問 の過労 死等に つきま しては 、最近 の社会 問題の 一つと いたし まして 、長

時間労 働等に よる慢 性的な 疲労、 それか らスト レスな どによ って生 じる心 筋梗塞 、そ

れから 脳出血 、脳梗 塞等に よる死 亡を過 労死と いうふ うに私 どもも 理解し ている とこ

ろでご ざいま す。

そこ で、議 員御質 問の過 労死等 につき まして は、公 務の災 害とし て疾病 にかか る公

務災害 という 制度が ござい ます。 これに つきま しては 、一番 目に公 務上の 負傷に よる

疾病、 それか ら二点 目に職 業病、 それか ら三点 目にそ の他公 務に起 因する ことが 明ら

かな疾 病等に 分けら れると いうふ うに考 えてお るとこ ろでご ざいま す。

そこ で、昨 年の十 二月に 労災基 準が大 幅に改 正をさ れる中 で、心 血管疾 患及び 脳血

管疾患 等の業 務関連 疾患の 公務上 災害の 認定基 準とい うのが 、大幅 に改正 になっ たと

ころで ござい ます。 この内 容とい たしま しては 、慢性 の蓄積 疲労と いうの を考慮 した

こと、 それか ら時間 外労働 時間の 長さと いう、 いわゆ る評価 基準が 示され たとい うこ

とと、 それか ら労働 時間以 外にも 勤務の 不規則 性それ から拘 束性、 交代制 勤務、 深夜

勤務、 作業環 境、精 神的緊 張を伴 う業務 などの 不快要 因が示 された という ことな どで

ござい ます。

なお 、過去 の別府 市の例 といた しまし ては、 公務と 相当因 果関係 を持っ て発生 した

ことが 明らか な疾病 の認定 請求は 、今の ところ 来てい ない状 況でご ざいま す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 今 の説明 で、公 務災害 補償制 度につ いて法 律的に はあり ます

けれど も、そ して本 人が請 求をし なけれ ばなら ないと いうこ とで、 法も若 干その 辺は
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少し改 定もさ れてい るとい うこと であり ますけ れども 、去る 十一月 十三日 に、職 員が

十三時 二十五 分ごろ 気分が 悪くな って吐 き気を 催して 救急車 で病院 に運ば れたと 、そ

の後、 七時間 に及ぶ 手術を 行った という ことを 聞いて おりま す。こ の事態 は、職 員が

公務に 従事し 、任命 権者の 管理下 にある 状況で 災害が 発生を したと 考えら れるわ けで

ありま す。

そこ で、今 の職員 課長の 説明の 中であ りまし たよう に、い わばこ の市役 所で認 定を

するこ とは非 常に難 しいわ けであ ります 。認定 される かどう かにつ いては 、さら に現

場を含 めて検 討をす る必要 があろ うかと 思いま す。公 務災害 として 認定さ れるた めに

は、認 定を受 けるの に必要 な資料 、すな わち証 拠を提 出しな ければ ならな いとい うふ

うに考 えてお ります し、ま た証拠 収集が 非常に 重要に なって きてお るわけ であり ます。

証拠収 集で大 切なこ とは、 災害発 生時点 からで きるだ け早い 時期に 関係者 の生々 しい

記憶に 基づい て災害 を再現 するこ ととい うよう なこと が考え られる わけで ありま す。

現在、 職員課 として この状 況の中 でどの ような 措置を とって いるか 、お聞 かせを 願い

たいと 思いま す。

ｏ職員 課長（ 亀山 勇君） お答 えをい たしま す。

今の 議員さ んの御 質問に つきま しては 、私ど もも担 当課の 方から 状況報 告を受 ける

中で認 識をし ている つもり でござ います 。市の 職員に つきま しても 、今病 状回復 に向

かって いると いう報 告もあ わせて 受けて いると いうこ とを報 告させ ていた だきた いと

思いま す。

まず 、職員 課とい たしま しては 、この 状況を 聞く中 で、ま ずその 職員の 勤務状 況を

把握す るとい うこと で、一 応一カ 月以上 にわた ります 本人の 出退庁 、それ から時 間外

命令等 の状況 をまず 把握さ せてい ただき ました 。そし て、あ わせて 所属長 より発 生後

の経過 記録と いうの を出さ せてい ただい た状況 でござ います 。議員 御指摘 の公務 災害

の認定 に必要 な要件 を満た すため には、 公務と いわゆ る疾病 との間 の因果 関係が 一つ

の判断 基準に なると いうこ とでご ざいま すので 、私ど もも今 後、公 務災害 の認定 請求

に必要 な具体 的な要 件を整 理する 中で調 査をさ せてい ただき たいと いうふ うに考 えて

いると ころで ござい ます。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） い わば当 局の努 力によ って認 定され るかど うかと いうこ とが

あるわ けであ ります から、 ぜひ担 当課と してこ の問題 につい ては、 今も積 極的に 取り

組んで いると いう状 況をお 聞かせ 願えた わけで すから 、さら に御努 力をお 願いし 、ま

た請求 すると いう声 もあり ますけ れども 、そう いうこ とも含 めまし て、本 人の請 求が

あれば 直ちに また措 置をし ていた だくよ うにお 願いを 申し上 げまし て、こ の項に つい

ては終 わりた いと思 います 。

次に まいり たいと 思いま す。中 小企業 サービ スセン ターと いうこ とで上 げてお りま
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す。

この 制度は 、平成 十年四 月に発 足をい たして おるわ けであ ります 。中小 企業が 独自

で実施 をし、 充実・ 強化す ること が困難 な労働 者、福 祉事業 を一定 地域の 事業主 と従

業員が 共同で 実施を すると いうこ とで、 国や県 ・市町 村が補 助をし ている 事業で あり

ます。 しかし ながら 補助に ついて は、す でに県 は廃止 をして いると いうこ とを聞 いて

おりま すし、 国につ いても 一定期 限の制 約があ ると聞 いてお ります 。その ため、 今後

の運営 につい て支障 を来す のでは ないか と危惧 がされ ます。 また、 平成三 年に市 内の

事業所 を対象 として 、今後 の勤労 者福祉 共済制 度事業 推進の ために 、別府 市内の 二千

六百六 十五の 事業所 を対象 として アンケ ートを とって おりま す。そ の中で 九百六 十一

の事業 所から 回答を 得てい るわけ であり ます。 それは 「必要 である 」とい うこと が六

二％、 「必要 と思わ ない」 という のが三 八％と いうこ とが伝 えられ ており ます。 だが、

アンケ ートに は裏腹 な、会 員数の 増加が 余りな されて ないよ うに聞 いてお ります 。現

状でこ のまま 推移を いたし ますと 、先ほ ど申し ました ように 、いわ ば国や 県の補 助が

なくな る時点 では単 独でや らなけ ればな らない という ことも あるわ けで、 財政的 な問

題を含 めて危 惧をさ れます ので、 ぜひこ のこと につい ては会 員の増 加を目 指す策 が何

か考え られて いるか どうか という ことを 主体的 にお聞 きをし たいと 思いま す。

そこ で現在 の、こ れは別 杵速見 、さら には東 国東地 域での 中小企 業勤労 者福祉 サー

ビスセ ンター のーー 正式に はそう いうこ となの ですけ れども ーー経 営状況 につい てお

尋ねを したい と思い ます。

ｏ商工 課長（ 中野義 幸君） お答 えいた します 。

別杵 速見東 国東地 域中小 企業勤 労者福 祉サー ビスセ ンター につき まして は、中 小企

業で働 く勤労 者の福 祉・福 利厚生 という のが目 的にな ってお ります 。会員 は月額 八百

円の会 費を支 払い、 余暇活 動その 他福利 厚生を 受ける という ことで ござい ますが 、経

営の状 況とい うこと ですが 、平成 十三年 度の決 算では 、歳入 におき まして 三千三 百七

十一万 三千三 十九円 、歳出 におき まして 三千百 三十一 万四千 五百四 十八円 となっ てお

り、二 百三十 九万八 千四百 九十一 円の黒 字決算 という ふうに なって おりま す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ こで、 歳入の 内訳を 大まか でいい ですけ れども 、その 中に

県のい わば歳 入があ ってい るかど うか、 お尋ね をした いと思 います 。

ｏ商工 課長（ 中野義 幸君） お答 えいた します 。

歳入 の内訳 につき まして は、補 助金収 入が一 千七百 七十八 万二千 円、会 費収入 が一

千六十 万円、 事業収 入が四 百十二 万二千 九百七 十七円 、その 他の収 入が百 二十万 八千

六十二 円とな ってお ります 。この 補助金 の中に は、県 の補助 金は入 ってお りませ ん。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 別 杵速見 東国東 地域の 中小企 業勤労 者福祉 サービ スセン ター

の管理 運営費 の二分 の一が 国庫補 助金と 聞いて おりま す。こ の補助 金は、 いつま でも
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らえる のか。 もしそ の補助 金が入 らなく なった ら、福 祉サー ビスセ ンター の運営 はど

うなる のかと いう点 につい てお尋 ねいた します 。

ｏ商工 課長（ 中野義 幸君） お答 えいた します 。

現在 、福祉 サービ スセン ターの 人件費 と管理 費一千 七百七 十八万 二千円 の二分 の一

という ことで 国庫補 助金を いただ いてお ります 。平成 十三年 度の決 算にお きまし ては

八百八 十九万 一千円 を受け 入れて おりま す。こ の補助 金につ きまし ては、 国に確 認し

ました ら、平 成二十 四年ま で支給 される という ことが 確定い たして おりま す。こ の後、

十年の 間にこ の補助 金がな くなっ てもい いよう な経営 状況と いうも のを確 立した いと

いうふ うに考 えてお ります 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 今 のお答 えのよ うに、 これを 打開す るため には一 定程度 会員

数をふ やすこ とが前 提にな ってき ている ようで ありま す。そ こで、 現在、 別杵速 見東

国東地 域中小 企業労 働者福 祉サー ビスセ ンター に加入 してい る事業 者数と 会員数 の推

移につ いて、 お尋ね をいた します 。

ｏ商工 課長（ 中野義 幸君） お答 えいた します 。

この 勤労者 福祉サ ービス センタ ーの対 象地域 でござ います が、別 府市、 杵築市 を初

めまし て二市 二町一 村とい うこと になっ ており ます。 平成十 年度の 発足時 におき まし

ては、 加入事 業者数 につき まして は二百 四十五 社、会 員数は 八百八 十名と いうこ とで

ござい ました が、平 成十四 年十一 月末日 現在の 会員数 におき まして は、事 業者数 五百

七社、 会員数 は千百 六十二 名とな ってお ります 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ こで一 番比重 を持つ のは別 府市で ありま すので 、その 別府

市にお きます 事業所 の数、 さらに 会員数 をお願 いする と同時 に、ど ういう 主な事 業所

がこの サービ スセン ターに 加入を してい るか、 わかれ ばお願 いをし たいと いうふ うに

考えて おりま す。

ｏ商工 課長（ 中野義 幸君） お答 えいた します 。

平成 十四年 十一月 末日現 在の別 府市内 の加入 事業者 数でご ざいま すが、 三百七 十九

社、会 員数は 七百五 十一名 となっ ており ます。 また、 別府市 の主な 加入事 業者は どう

いうと ころか という 御質問 でござ います けれど も、零 細な企 業が多 くあり まして 、飲

食業な どを中 心とし ました 零細企 業が中 心とな ってお ります 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） こ れから 大変会 員数を ふやす 中で、 このよ うな不 況の中 で新

たな会 員の獲 得に乗 り出す のだろ うとは 思いま すけれ ども、 そうい うこと につい て、

今後会 員獲得 にどの ような 努力を してい くのか 、お尋 ねをし たいと 思いま す。

ｏ商工 課長（ 中野義 幸君） 現在 、不況 の影響 もあり まして 、会員 数の獲 得とい うも

のが横 ばい状 態とい うふう になっ ており ます。 これま では中 小企業 の商工 業者を 中心

に会員 の獲得 に努力 してま いりま したけ れども 、今後 につき まして は、老 人ホー ムと
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か社会 福祉団 体、そ のよう なとこ ろに加 入の範 囲を広 げまし て会員 数の獲 得に努 力し

ていき たい、 そうい うふう に考え ており ます。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ ういう 社会福 祉団体 ですか 、老人 ホーム などの 社会福 祉団

体を中 心にと いうこ とであ ります ので、 新たな 視野に 向かっ てぜひ 頑張っ ていた だく

ように お願い をした いと思 います 。

それ では最 後にな ります けれど も、不 法投棄 の現状 と課題 という ことで 上げて おり

ます。

これ は、平 成十三 年四月 の家電 リサイ クル法 施行後 の不法 投棄の 増加が 考えら れて

おりま すし、 各地に おいて は、そ の不法 投棄対 策にい ろんな 施策が とられ ている よう

であり ます。 具体的 には監 視員の 設置、 さらに はキャ ンペー ン、さ らには 一一〇 番、

いわば 不法投 棄の一 一〇番 などが 講じら れてい るよう であり ます。 別府市 でもい ろん

な施策 がされ ている と聞い ており ますし 、その 施策に ついて の質問 と同時 に、一 つは

提案を してい きたい という ふうに 考えて おりま すので 、よろ しくお 願いい たしま す。

そこ で、不 法投棄 の現状 がどの ように なって いるの か、ま た不法 投棄の 多い場 所は

どこら 辺に多 く不法 投棄が されて いるの か、お 尋ねを いたし ます。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

過去 三年間 の不法 投棄の 処理状 況を説 明いた します 。平成 十一年 度は、 処理件 数に

して九 十件、 数量、 トン数 にして 二十五 トンに なって おりま す。平 成十二 年度は 六十

件、十 九トン 、平成 十三年 度は百 三十四 件、十 四トン を処理 いたし ており ます。 また、

不法投 棄の多 い場所 になり ますが 、山間 部、河 川敷、 ごみ集 積場な どとな ってお りま

す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ れと、 平成十 三年度 の件数 が増加 をして いると いうこ とで

ありま すけれ ども、 その原 因は何 である か、お 尋ねを いたし ます。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

平成 十三年 四月よ り、家 電リサ イクル 法に基 づく家 電品の リサイ クル料 金を徴 収す

るよう になっ ており ます。 その関 係で家 電四品 目のテ レビ、 洗濯機 、冷蔵 庫、エ アコ

ンの不 法投棄 がふえ たとい うこと でござ います 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ こで、 その家 電のリ サイク ル法施 行後の 対象品 目の不 法投

棄の現 状がど うなっ ている か、現 在、清 掃課で いわば 不法投 棄その ものを 市が片 づけ

なけれ ばなら ないと いう現 状に来 ている と思い ますけ れども 、その ことに ついて 現状

どうな ってい るか、 お尋ね をいた します 。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

家電 リサイ クル法 は、平 成十三 年四月 一日に 施行さ れてお ります が、平 成十三 年度

の不法 投棄回 収実績 は、テ レビで 六十二 台、冷 蔵庫は 十八台 、エア コンに しては 三台、
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洗濯機 は九台 で計九 十二台 を回収 いたし ており ます。 この分 のリサ イクル 料金は 三十

万九千 七百八 十二円 で、市 が負担 をいた してお ります 。今年 度につ きまし ては、 現在

までに テレビ 三十二 台、冷 蔵庫六 台、洗 濯機八 台、計 四十六 台を回 収して おりま す。

リサイ クル料 金につ いては 十四万 六千四 十二円 の負担 をいた してお ります 。この まま

で推移 します と、前 年並み か、前 年より も若干 多くな るので はない かと考 えてお りま

す。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 財 政負担 がかか るとい うこと の説明 であり ますけ れども 、そ

れに対 して、 不法投 棄に対 して市 として 何らか の対策 を講じ ている と聞い ており ます

ので、 それを お尋ね いたし ます。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

不法 投棄対 策とし ては、 その現 場や不 審車両 を発見 するこ とが、 最も効 果的で ある

ため、 平成十 三年七 月二十 三日に 不法投 棄の発 見・通 報活動 を柱と する不 法投棄 対策

に関す る協定 書を、 別府市 郵便ま ちづく り協議 会と締 結をし たほか 、不法 投棄の 多い

場所に 看板を 設置す るとと もに、 毎週巡 回パト ロール を実施 するな ど、対 策を強 化い

たして おりま す。し かしな がら、 これに より成 果が上 がって いると は言い がたく 、決

定的な 対策が ないの が現状 であり ます。 今後も 関係機 関で組 織して いる不 法投棄 対策

協議会 や自治 会と連 携を図 り、粘 り強く 対応し てまい りたい と考え ており ます。

なお 、家電 四品目 の不法 投棄の 大きな 要因と なって いるの は、排 出時の リサイ クル

料金の 費用負 担を商 品購入 時に負 担する こと、 不法投 棄され た家電 四品目 の回収 、リ

サイク ル費用 のメー カー負 担及び 対象家 電品の 購入者 登録制 度の整 備等を 平成十 八年

度の法 見直し を視野 に入れ 、全国 都市清 掃会議 を通じ て引き 続き国 に要望 してい ると

ころで ござい ます。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 不 法投棄 の多い 場所に は、看 板を設 置する という ことが 言わ

れてお ります 。現在 、別府 市内に も「不 法投棄 禁止」 という 看板が 多く見 られる わけ

であり ます。 その中 で看板 が古い とかい うこと で、な かなか 目につ かない という こと

もあり ますし 、そう いう古 いもの につい ては、 設置場 所を点 検し直 して、 ここは 建て

かえる かどう かとい う措置 を講じ たらい いかど うかあ るかと 思いま す。そ れと同 時に、

これか ら先は やっぱ り監視 をどう してい くかと いうこ とにな るわけ であり ます。 です

から、 不法投 棄が多 く見ら れると ころに ついて は、先 ほども 答えの 中であ るよう な措

置をと られて おりま すけれ ども、 その不 法投棄 が多く される 場所に ついて は、や はり

地図に 落とし ていく といい ますか 、こう いう場 所は不 法投棄 が多い のだと いうこ との

いわば 一目で わかる ような 感じの 、今は パソコ ンの時 代です から、 そうい うこと がで

きれば 地図に 落とし て関係 機関に 有効に 活用し ていた だけれ ばいい のでは なかろ うか

という ふうに 私は考 えてお ります 。この ことに ついて お考え をお聞 かせ願 いたい と思
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います 。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

大変 御提言 ありが とうご ざいま す。看 板の立 てかえ 等につ いては 、前向 きに検 討さ

せてい ただき ます。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） そ れでは 、これ は隣の 大分市 で最近 耳にし たこと なので すけ

れども 、監視 カメラ を設置 して不 法投棄 対策に 当たっ ている と聞い ており ますし 、別

府市で はこの 導入に ついて の考え がある のかど うか。 また、 市が委 嘱して います 廃棄

物減量 等推進 委員と の協力 体制は どうな ってい るか。 この二 点につ いてお 尋ねを いた

します 。

ｏ清掃 課長（ 松田 磨君） お答 えいた します 。

大分 市は、 平成十 四年八 月に監 視カメ ラを五 機と、 「監視 カメラ 設置中 」と書 かれ

た警告 看板を 設置し ており 、新た な不法 投棄は ほとん どなく なった と聞い ており ます

が、も う少し 時間を いただ いて、 抑止力 の効果 を判断 した上 で検討 したい と考え てお

ります 。

また 、廃棄 物減量 等の推 進委員 は、現 在百六 の自治 会で二 百三十 九名の 方が活 動し

ていた だいて おりま す。不 法投棄 の情報 も寄せ られて います が、事 後の情 報が多 く、

対応と しては ごみの 撤去の みに終 わって いるの が現状 でござ います 。

ｏ十番 （田中 祐二君 ） 大 変な努 力がこ れは必 要かと 思いま す。い ろんな 施策が また

とられ ると思 います し、ま た郵便 局との 提携も あるし 、さら には協 議会も あるよ うで

ありま すので 、その 辺のと ころを 十分議 論をし ていた だきま して、 不法投 棄につ いて

頑張っ ていた だくよ うにお 願いを 申し上 げまし て、質 問を終 わりた いと思 います 。あ

りがと うござ いまし た。

ｏ議長 （首藤 正君 ） こ れをも って、 一般質 問を終 結いた します 。

次に 、日程 第二に より、 議第八 十三号 平成十 四年度 別府市 一般会 計補正 予算（ 第四

号） から、 議第九 十一号 別府市 職員の 給与に 関する 条例等 の一部 改正に ついて まで

の以上 九件を 一括上 程議題 といた します 。

提案 理由の 説明を 求めま す。

（市 長・井 上信幸 君登壇 ）

ｏ市長 （井上 信幸君 ） 御 説明い たしま す。

ただ いま上 程され ました 議第八 十三号 から議 第九十 一号ま での九 件は、 本市職 員の

給与に ついて 人事院 勧告に 準じた 給与月 額の改 定並び に期末 手当及 び勤勉 手当の 支給

割合を 改める こと等 に伴い 、給与 関係規 定の整 備を図 ろうと するも の等で ありま す。

以上 、議案 につい てその 概要を 御説明 いたし ました が、何 とぞ御 審議の 上、よ ろし

くお願 いいた します 。
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ｏ議長 （首藤 正君 ） 以 上で、 提案理 由の説 明は終 わりま した。

これ より質 疑を行 います 。質疑 のある 方は、 発言要 求ボタ ンを押 し、挙 手を願 いま

す。

ｏ四番 （平野 文活君 ） 若 干の質 疑をさ せてい ただき ます。

長い 長い不 況の中 、市民 の生活 が非常 に不況 にあえ いでい るとい う声を 私ども もよ

く聞き ます。 また、 その裏 返しも あると 思いま すが、 安定し た身分 、一定 の収入 など、

公務員 に対し てうら やむ声 、それ がまた 批判の 声にな ったり 、そう いうふ うな声 もよ

く聞く ところ であり ます。 そうし た市民 世論と いいま すか、 声など 、そし てまた 提案

理由に も述べ てあり ます官 民格差 の問題 などか らして 、この 賃下げ という 問題に つい

て、私 として はどう 考えた らいい かとい うこと を随分 考えま した。 しかし 、やは りよ

くよく 考えて みると 、これ は不況 をさら に進め るマイ ナスの 作用を するの ではな いか

という ことを 非常に 危惧を 覚える わけで す。観 光産業 が主体 のこの 別府市 、まさ に生

産都市 という よりは 消費都 市です よね。 その別 府市の 経済に とって 消費を 抑える 、そ

ういう 結果・ 作用を もたら すので はない かとい うよう な施策 を、果 たして やって いい

ものだ ろうか なとい うこと をひと つ考え ます。 そこら 辺、こ の給料 の賃下 げとい う問

題では ない、 全体と して不 良債権 の加速 策が言 われた 中で、 もっと ひどい 倒産、 失業

が起こ るので はない かとい うよう な声も ありま すし、 来年度 予算で の医療 費の値 上げ

を含め て、年 金ある いは雇 用保険 などの 掛け金 の引き 上げ、 あるい は給付 の切り 下げ、

そうい ったこ となど がさら に一層 消費購 買力を 冷え込 ませる のでは ないか という こと

が言わ れてい る中、 ですか ら、今 回の賃 下げと いう問 題につ いて、 そうい うマイ ナス

の悪循 環、マ イナス の作用 という ものが するの ではな いかと いう危 惧につ いて、 ひと

つ見解 をお伺 いした いと思 います 。

ｏ総務 部長（ 大塚利 男君） お答 えしま す。

マイ ナスの 危惧と いうこ とでご ざいま すが、 今回の 給与改 定につ きまし ては、 公務

員の給 与とい うのは 、今ま で人事 院勧告 に基づ いて、 これを よりど ころに して決 めて

おりま す。そ ういっ たこと で今回 の人事 院勧告 は、官 民格差 が逆転 現象を 起こし たと

いうよ うなこ とで、 初めて のマイ ナス勧 告とな ったわ けでご ざいま す。ま た、こ の私

ども公 務員の 給与と いうの は、税 金で成 り立っ ておる わけで ござい ますの で、や はり

納税者 の理解 を得る ために はやむ を得な い、そ のよう に判断 したと ころで ござい ます

ので、 どうぞ 御理解 のほど よろし くお願 いいた します 。

ｏ四番 （平野 文活君 ） そ の官民 格差も 無理や りに生 きてい る企業 を不良 債権処 理で

つぶし て大量 の失業 を生み 出すと いうよ うな、 そうい う政治 災害的 な背景 もある 。で

すから 、賃下 げ競争 といい ますか 、賃下 げの悪 循環、 民間と 公務員 との。 そうい うこ

ともあ るので はない かとい うふう に私も 思うの です。
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もう 一点、 今度の 一般質 問の論 議の中 でも財 政問題 という のが一 つ議論 になっ たと

思うの です。 私も以 前、脇 屋さん の時代 、中村 さんの 時代の 二十年 間ぐら いを振 り返

ってみ て、財 政力を 無視し た箱物 政治、 そうい う悪循 環とい うもの を指摘 したこ とが

ありま す。今 回の議 論の中 で市長 は、み ずから の八年 間を振 り返っ てみて 、比較 的そ

の変化 の中で も財政 が安定 してい るので はない かとい うふう に、み ずから の総括 をさ

れまし たが、 そうい う状況 であれ ば、人 勧が勧 告をし たとい うこと で右へ 倣えと いう

ことで はなく ても、 やはり 別府と しての 消費都 市とし て、や はりこ れは消 費購買 力を

さらに 冷え込 ませる ことに なると いう立 場から 、そう した施 策をと らない という こと

も一つ の道で はない か、考 え方で はない かとい うふう にも私 は思う のです よね。 だか

ら、そ こら辺 、財政 が本当 に行き 詰まっ て市の 職員の 人も賃 下げ、 頑張っ て何と か再

建さね ばいか んとい う事態 なら別 ですが 、そう でなけ れば、 やはり ここは もう一 回考

えた方 がいい のでは ないか なと、 こう思 うので すが、 その点 につい てはい かがで しょ

うか。

ｏ助役 （三浦 義人君 ） 今 回のこ の給与 改定に つきま しては 、先ほ ど総務 部長が 申し

上げま したよ うに、 非常に 今厳し い状況 にある という ことを 私ども 認識を いたし てお

ります 。この 件につ きまし ては、 賃金確 定をす る場合 は、や っぱり 組合交 渉とい うの

が一つ の問題 になっ てきま すが、 今回に おきま しては 、三日 ほど、 三回ほ ど交渉 を重

ねてま いりま して、 あらゆ る角度 から問 題の議 論をさ せてい ただい たとこ ろでご ざい

ます。 しかし ながら 、給与 改定の あり方 といた しまし ては、 やはり 今まで は人事 院勧

告を尊 重する という 労使の 中に大 義名分 がござ いまし たので 、やは り今回 もマイ ナス

勧告と いうこ とにな りまし たけれ ども、 これは これと して、 やはり 守るこ とによ って

市民は 御理解 してい ただけ るので はなか ろうか という ような 思いも いたし たとこ ろで

ござい ます。

それ から、 この問 題の中 で別府 市を取 り巻く 、地方 自治体 を取り 巻く財 政問題 とい

うこと もかな り議論 をされ たわけ でござ います 。これ は国に おいて もそう いう問 題が

あった かとい うよう に思っ ておる わけで ござい ますが 、私ど もとい たしま しても 、こ

の財政 問題を 考える ときは 、やっ ぱり長 期・中 期にわ たって 見てい くとい うよう な状

況が必 要だろ うとい うこと でござ いまし て、別 府市の 将来、 さらに 地方自 治体の 将来

のこと を考慮 に入れ て、今 回のよ うな交 渉の結 果とな ったと ころで ござい ますの で、

御理解 のほど をよろ しくお 願い申 し上げ ます。

ｏ四番 （平野 文活君 ） 「 人は城 」とい うこと が、古 くから 言われ ており ます。 公務

員とい うのは 、やっ ぱりい わば究 極のサ ービス 業だ。 全体の 奉仕者 として 本当に 私心

なくの 奉仕を する。 そうい う非常 に重要 な仕事 ですね 。です から、 ボーナ ス部分 、い

ろんな 意味で カット すると かいろ いろあ りまし たけれ ども、 月々の 給料を カット する
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という のは、 今度初 めてな のでし ょう。 やっぱ りそれ は非常 にこの 不況の 中、い ろん

な意味 で与え る影響 がある のでは ないか なと、 こう心 配をし ており ます。 本当に 人を、

職員の 仕事が 一層市 民奉仕 に邁進 すると いうよ うな力 になる ような ことが 必要で 、今

回のこ とがそ れに悪 影響を 与えな きゃい いがな と、こ う心配 もしま す。い ろいろ 考え

た上で 、私ど もの賛 否も決 めたい という ふうに 思いま す。

ｏ議長 （首藤 正君 ） ほ かに質 疑もな いよう であり ますの で、以 上で質 疑を終 結い

たしま す。

お諮 りいた します 。

ただ いま追 加上程 されま した全 議案を 関係常 任委員 会に付 託し、 それぞ れの委 員会

におい てさら に検討 するこ とに御 異議あ りませ んか。

〔「異 議なし 」と呼 ぶ者あ り〕

ｏ議長 （首藤 正君 ） 御 異議な しと認 めます 。

よっ て、た だいま 追加上 程され ました 全議案 を関係 常任委 員会に 付託す ること に決

しまし た。

関係 常任委 員会の 付託区 分につ いては 、お手 元に議 案付託 表を配 付して おりま すの

で、こ れによ り審査 をお願 いいた します 。

お諮 りいた します 。

以上 で本日 の議事 は終了 いたし ました が、明 日十二 日から 十六日 までの 五日間 は、

委員会 審査及 び休日 等のた め本会 議を休 会とし 、次の 本会議 は、十 七日定 刻から 開会

いたし たいと 思いま すが、 御異議 ありま せんか 。

〔「異 議なし 」と呼 ぶ者あ り〕

ｏ議長 （首藤 正君 ） 御 異議な しと認 めます 。

よっ て、明 日十二 日から 十六日 までの 五日間 は、委 員会審 査及び 休日等 のため 本会

議を休 会とし 、次の 本会議 は、十 七日定 刻から 開会い たしま す。

本日 は、こ れをも って散 会いた します 。

午後六 時二十 一分 散会
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